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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サービス伝送方法であって、
　第１移動局は、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソースパラメータ集合を受信する
ことと、
　前記第１移動局は、前記ネットワークデバイスに第１指示情報を送信することと、
　前記第１移動局は、前記ネットワークデバイスより送信された第２指示情報を受信する
ことと、
　前記第１移動局は、前記Ｎ個のリソースパラメータ集合から、第１サービスに適合する
第１リソースパラメータ集合を確定し、前記第１リソースパラメータ集合と第１リソース
を使用して、前記ネットワークデバイス又は第２移動局と前記第１サービスを伝送するこ
とと、
　を含み、ここで、前記Ｎ個のリソースパラメータ集合は、ｎ個の構成情報によって運ば
れ、各リソースパラメータ集合が、少なくとも一つのリソースパラメータを含み、前記Ｎ
個のリソースパラメータ集合の各リソースパラメータ集合は、準静的スケジューリング方
式にそれぞれ対応し、Ｎはｎに等しく、Ｎ≧２であり、
　前記第１指示情報が前記第１移動局の伝送する必要がある前記第１サービスのサービス
関連情報を示すために用いられ、
　前記第２指示情報が、第１リソースを示すために用いられ、
　前記第１移動局が、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソースパラメータ集合を受信
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することは、
　前記第１移動局は、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソースパラメータ集合とＭ個
のサービス関連情報との対応関係を受信すること、を含み、
　ここで、Ｍ≧Ｎであり、前記Ｍ個のサービス関連情報のうちの各サービス関連情報が１
個のリソースパラメータ集合に対応し、
　前記第１移動局が、前記Ｎ個のリソースパラメータ集合から、前記第１サービスに適合
する第１リソースパラメータ集合を確定することは、
　前記第１移動局は、Ｎ個のリソースパラメータ集合とＭ個のサービス関連情報との対応
関係と、前記第１サービスのサービス関連情報とに基づいて、前記Ｎ個のリソースパラメ
ータ集合から、前記第１サービスに適合する第１リソースパラメータ集合を確定すること
を含む、
　ことを特徴とする前記サービス伝送方法。
【請求項２】
　前記第１リソースは、前記ネットワークデバイスが前記第１サービスのサービス関連情
報及び／又は前記第１リソースパラメータ集合に基づいて、前記第１移動局に割り当てら
れたものである、
　ことを特徴とする請求項１に記載のサービス伝送方法。
【請求項３】
　前記第１移動局は、前記ネットワークデバイスより送信された第３指示情報を受信する
ことをさらに含み、
　前記第３指示情報が、第１移動局が前記第１リソースパラメータ集合を利用して前記第
１サービスを伝送するように指示するために用いられ、
　前記第１移動局が、前記Ｎ個のリソースパラメータ集合から、前記第１サービスに適合
する第１リソースパラメータ集合を確定することは、
　前記第１移動局は、前記第３指示情報に基づいて、前記Ｎ個のリソースパラメータ集合
から、前記第１サービスに適合する第１リソースパラメータ集合を確定することを含む、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のサービス伝送方法。
【請求項４】
　前記第１移動局が、前記ネットワークデバイスより送信された第３指示情報を受信する
ことは、
　前記第１移動局は、ダウンリンク制御チャネルを介して、前記ネットワークデバイスよ
り送信された第３指示情報を受信することを含み、
　前記第１移動局が、ダウンリンク制御チャネルを介して、前記ネットワークデバイスよ
り送信された第３指示情報を受信することは、
　前記第１移動局は、前記ダウンリンク制御チャネル内の第１リザーブリソースを介して
、前記第３指示情報を受信すること、又は、
　前記第１移動局は、第１予め設定されたフォーマットを確定し、前記ダウンリンク制御
チャネル内の、フォーマットが前記第１予め設定されたフォーマットである情報を前記第
３指示情報とすること、又は、
　前記第１移動局は、第１予め設定された無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を確
定し、前記ダウンリンク制御チャネル内の、前記第１予め設定されたＲＮＴＩを含む情報
を前記第３指示情報とすること、を含む、
　ことを特徴とする請求項３に記載のサービス伝送方法。
【請求項５】
　前記第１移動局が、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソースパラメータ集合を受信
することは、
　前記第１移動局は、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソースパラメータ集合とＮ個
のインデックス識別子との１対１の対応関係を受信することを含み、
　前記第３指示情報が、前記第１リソースパラメータ集合に対応するインデックス識別子
を含み、
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　前記インデックス識別子は、番号又は無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を含む
、
　ことを特徴とする請求項３又は４に記載のサービス伝送方法。
【請求項６】
　第１移動局が、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソースパラメータ集合を受信する
前に、前記サービス伝送方法は、
　前記ネットワークデバイスがＴ個のサービス関連情報に基づいて、前記Ｎ個のリソース
パラメータ集合を確定し、それを前記移動局に送信することができるように、第１移動局
は、前記ネットワークデバイスに前記第１移動局のサポート可能なＴ個のサービス関連情
報を報告することをさらに含み、ここで、Ｔ≧Ｎであり、前記Ｔ個のサービス関連情報の
うちの各サービス関連情報が１個のリソースパラメータ集合に対応し、
　各リソースパラメータ集合内のリソースパラメータは、送信周期、受信周期、アップリ
ンク電力制御パラメータ、合成型自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセス数のうちの少なくと
も一つのパラメータを含む、
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載のサービス伝送方法。
【請求項７】
　第１移動局が、前記ネットワークデバイスに前記第１移動局のサポート可能なＴ個のサ
ービス関連情報を報告する前に、前記サービス伝送方法は、
　前記第１移動局は第１マッピング関係情報を受信することと、
　前記第１移動局が前記第１マッピング関係情報に基づいて、前記第１移動局のサポート
可能なＫ個のサービスに対応するＴ個のサービス関連情報を確定することと、
　をさらに含み、
　ここで、前記第１マッピング関係情報が、複数のサービスのうちの各サービスのサービ
ス関連情報を示すために用いられ、前記第１マッピング関係が第２マッピング関係と同じ
であり、前記第２マッピング関係情報が、前記ネットワークデバイスが前記複数のサービ
スのうちの各サービスのサービス関連情報を確定する時に使用される情報であり、Ｋ≧Ｔ
である、
　ことを特徴とする請求項６に記載のサービス伝送方法。
【請求項８】
　前記第１移動局が、前記ネットワークデバイスに前記第１移動局のサポート可能なＴ個
のサービス関連情報を報告することは、
　前記第１移動局はアクセス層（ＡＳ）シグナリングによって、前記ネットワークデバイ
スに前記第１移動局のサポート可能なＴ個のサービス関連情報を報告すること、又は、
　前記第１移動局は非アクセス層（ＮＡＳ）シグナリングによって、前記ネットワークデ
バイスに前記第１移動局のサポート可能なＴ個のサービス関連情報を報告すること、
　を含む、
　ことを特徴とする請求項６に記載のサービス伝送方法。
【請求項９】
　前記第１移動局が、前記ネットワークデバイスに第１指示情報を送信することは、
　前記第１移動局はアップリンクデータチャネルを介して、前記ネットワークデバイスに
、前記第１指示情報を送信し、前記第１指示情報が前記データパケットのメディアアクセ
ス制御（ＭＡＣ）層で搬送されること、又は、
　前記第１移動局はアップリンク制御チャネルを介して、前記ネットワークデバイスに、
前記第１指示情報を送信すること、又は、
　前記第１移動局は無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングによって、前記ネットワー
クデバイスに前記第１指示情報を送信すること、
　を含む、
　ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載のサービス伝送方法。
【請求項１０】
　前記サービス伝送方法は、さらに、
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　前記第１移動局は、前記ネットワークデバイスより送信された第４指示情報を受信する
ことと、
　前記第１移動局は、前記第４指示情報に基づいて、前記第１リソースパラメータ集合に
基づくサービス伝送を停止することと、を含み、
　前記第４指示情報は、前記第１リソースパラメータ集合に基づくサービス伝送を停止す
るように前記第１移動局に指示するために用いられ、
　前記第１移動局が、前記ネットワークデバイスより送信された第４指示情報を受信する
ことは、
　前記第１移動局はダウンリンク制御チャネルを介して、前記ネットワークデバイスより
送信された第４指示情報を受信することを含む、
　ことを特徴とする請求項１～９のいずれか１項に記載のサービス伝送方法。
【請求項１１】
　前記第１移動局がダウンリンク制御チャネルを介して、前記ネットワークデバイスより
送信された第４指示情報を受信することは、
　前記第１移動局は前記ダウンリンク制御チャネル内の第２リザーブリソースによって、
前記第４指示情報を受信すること、又は、
　前記第１移動局は、第２フォーマットを確定し、前記ダウンリンク制御チャネル内の、
フォーマットが前記第２フォーマットである情報を前記第４指示情報とすること、又は、
　前記第１移動局は第２ＲＮＴＩを確定し、前記ダウンリンク制御チャネル内の、前記第
２ＲＮＴＩを含む情報を前記第４指示情報とすること、
　を含む、
　ことを特徴とする請求項１０に記載のサービス伝送方法。
【請求項１２】
　前記サービス伝送方法は、
　前記第１移動局は、前記第１サービスを伝送する時間帯内において、前記第１リソース
パラメータ集合以外のリソースパラメータ集合に基づくサービス伝送を避けることをさら
に含む、
　ことを特徴とする請求項１～１１のいずれか１項に記載のサービス伝送方法。
【請求項１３】
　前記Ｎ個のサービス関連情報に基本サービス関連情報が含まれ、前記基本サービス関連
情報に対応するリソースパラメータ集合は、準静的スケジューリングを行うためのすべて
のパラメータを含み、
　前記第１リソースパラメータ集合が準静的スケジューリングを行うための一部のパラメ
ータを含む場合、前記第１移動局が、前記第１リソースパラメータ集合に基づいて、前記
第１リソースを利用して前記第１サービスを伝送することは、
　前記第１移動局は、前記第１リソースパラメータ集合、前記基本サービス関連情報に対
応するリソースパラメータ集合、及び前記第１リソースに基づいて、前記第１サービスを
伝送すること、
　を含む、
　ことを特徴とする請求項１～１２のいずれか１項に記載のサービス伝送方法。
【請求項１４】
　サービス伝送装置であって、
　ネットワークデバイスからＮ個のリソースパラメータ集合を受信するように構成される
取得ユニットと、
　前記ネットワークデバイスに第１指示情報を送信し、前記ネットワークデバイスより送
信された第２指示情報を受信するように構成される通信ユニットと、
　前記Ｎ個のリソースパラメータ集合から、第１サービスに適合する第１リソースパラメ
ータ集合を確定するように構成される確定ユニットと、
　を含み、ここで、前記Ｎ個のリソースパラメータ集合は、ｎ個の構成情報によって運ば
れ、各リソースパラメータ集合が、少なくとも一つのリソースパラメータを含み、前記Ｎ
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個のリソースパラメータ集合の各リソースパラメータ集合は、準静的スケジューリング方
式にそれぞれ対応し、Ｎはｎに等しく、Ｎ≧２であり、
　前記第１指示情報は、前記装置の伝送する必要がある前記第１サービスのサービス関連
情報を示すために用いられ、前記第２指示情報が、第１リソースを示すために用いられ、
　前記通信ユニットは、前記第１リソースパラメータ集合と前記第１リソースとを使用し
て、前記ネットワークデバイス又は第２移動局と前記第１サービスを伝送するようにさら
に構成され、
　前記取得ユニットは、具体的に、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソースパラメー
タ集合とＭ個のサービス関連情報との対応関係を受信するように構成され、
　前記確定ユニットは、具体的に、Ｎ個のリソースパラメータ集合とＭ個のサービス関連
情報との対応関係と、前記第１サービスのサービス関連情報とに基づいて、前記Ｎ個のリ
ソースパラメータ集合から、前記第１サービスに適合する第１リソースパラメータ集合を
確定するように構成される、
　ことを特徴とする前記サービス伝送装置。

【発明の詳細な説明】
【関連出願の参照】
【０００１】
　本願は、２０１６年０２月０５日に中国特許局に提出された出願番号がＰＣＴ／ＣＮ２
０１６／０７３６６８で、発明名称が「サービス伝送方法及び装置」であるＰＣＴ特許出
願の優先権を主張し、その全ての内容を参照として本願に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　本発明は通信分野に関し、特にサービス伝送方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　通信技術の発展に伴い、例えば、動的スケジューリング、静的スケジューリング、及び
準静的スケジューリングなどのような様々なスケジューリング方式を提供することがすで
に可能になっている。
【０００４】
　ここで、準静的スケジューリングは、準持続スケジューリングとも称することが可能で
あり、即ち、一定の周期にて、ユーザにリソースを割り当て、それによって、該周期にお
けるリソースの割り当てのすべては、スケジューリングシグナリングの指示が必要とされ
なくなる。動的スケジューリングと比べて、このようなスケジューリング方式は、柔軟性
が少し悪いが、シグナリングを制御するオーバーヘッドが低く、突発的な特徴の激しくな
い、リード保障の要求があるサービス、例えば、ネットワーク音声（ＶｏＩＰ：Ｖｏｉｃ
ｅ　ｏｖｅｒ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）サービス、又はロング・ターム・
エボリューション音声（ＶｏＬＴＥ：Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖ
ｏｌｕｔｉｏｎ）サービスなどに適している。
【０００５】
　通信技術の普及と発展に伴い、ユーザのために提供できる準静的スケジューリングに基
づくサービスもますます多くなっており、そのため、異なるサービスで準静的スケジュー
リングに対する要求も異なる場合があり得る。
【０００６】
　如何に異なるサービスで準静的スケジューリングに対して異なる要求を柔軟、迅速に対
応するかは、業界において、早急な解決の待たれる技術課題である。
【発明の概要】
【０００７】
　本発明は、サービス伝送方法及び装置を提供し、異なるサービスで準静的スケジューリ
ングに対して異なる要求を柔軟、迅速に対応することができる。
【０００８】
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　第１態様において、サービス伝送方法を提供し、当該方法は、
　第１移動局は、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合を
取得することと、当該第１移動局は、当該ネットワークデバイスに第１指示情報を送信す
ることと、当該第１移動局は、当該ネットワークデバイスより送信された第２指示情報を
受信することと、当該第１移動局は、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合から、
当該第１サービスのサービス情報に適合する第１リソース割り当てパラメータ集合を確定
し、当該第１移動局は、当該第１リソース割り当てパラメータ集合と第１ターゲットリソ
ースを利用して、当該ネットワークデバイスと当該第１サービスを伝送することと、を含
み、ここで、各リソース割り当てパラメータ集合が、少なくとも一つのリソース割り当て
パラメータを含み、Ｎ≧２であり、当該第１指示情報が当該第１移動局の伝送する必要が
ある第１サービスのサービス情報を示すために用いられ、当該第２指示情報が、第１ター
ゲットリソースを示すために用いられる。
【０００９】
　第１態様を結合し、第１態様の第１の実現形態において、第１ターゲットリソースは、
当該ネットワークデバイスが当該第１サービスのサービス情報及び／又は当該第１リソー
ス割り当てパラメータ集合に基づいて、当該第１移動局に割り当てられたものである。
【００１０】
　第１態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第１態様の第２の実現形態において、当
該第１移動局は、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合を
取得することは、当該第１移動局は、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソース割り当
てパラメータ集合とＭ個のサービス情報との対応関係を取得することを含み、ここで、Ｍ
≧Ｎであり、当該Ｍ個のサービス情報のうちの各サービス情報が１個のリソース割り当て
パラメータ集合に対応し、当該第１移動局は、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集
合から、当該第１サービスのサービス情報に適合する第１リソース割り当てパラメータ集
合を確定することは、当該第１移動局は、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個
のサービス情報との対応関係と、当該第１サービスのサービス情報とに基づいて、当該Ｎ
個のリソース割り当てパラメータ集合から、当該第１サービスのサービス情報に適合する
第１リソース割り当てパラメータ集合を確定することを含む。
【００１１】
　第１態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第１態様の第３の実現形態において、当
該方法は、当該第１移動局は、当該ネットワークデバイスより送信された第３指示情報を
受信することをさらに含み、当該第３指示情報が、第１移動局が当該第１リソース割り当
てパラメータ集合を利用して当該第１サービスを伝送するように指示するために用いられ
、当該第１移動局は、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合から、当該第１サービ
スのサービス情報に適合する第１リソース割り当てパラメータ集合を確定することは、当
該第１移動局は、当該第３指示情報に基づいて、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ
集合から、当該第１サービスのサービス情報に適合する第１リソース割り当てパラメータ
集合を確定することを含む。
【００１２】
　第１態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第１態様の第４の実現形態において、当
該第１移動局は、当該ネットワークデバイスより送信された第３指示情報を受信すること
は、当該第１移動局は、ダウンリンク制御チャネルを介して、当該ネットワークデバイス
より送信された第３指示情報を受信することを含む。
【００１３】
　第１態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第１態様の第５の実現形態において、当
該第１移動局は、ダウンリンク制御チャネルを介して、当該ネットワークデバイスより送
信された第３指示情報を受信することは、
　当該第１移動局は、当該ダウンリンク制御チャネル内の第１リザーブリソースを介して
、当該第３指示情報を受信すること、又は、
　当該第１移動局は、第１予め設定されたフォーマットを確定し、当該ダウンリンク制御
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チャネル内の、フォーマットが当該第１予め設定されたフォーマットである情報を当該第
３指示情報とすること、又は
　当該第１移動局は、第１予め設定された無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を確
定し、当該ダウンリンク制御チャネル内の、当該第１予め設定されたＲＮＴＩを含む情報
を当該第３指示情報とすること、
　を含む。
【００１４】
　第１態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第１態様の第６の実現形態において、当
該第１移動局は、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合を
取得することは、当該第１移動局は、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソース割り当
てパラメータ集合とＮ個のインデックス識別子との１対１の対応関係を取得することを含
み、当該第３指示情報が、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に対応するインデッ
クス識別子を含む。
【００１５】
　第１態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第１態様の第７の実現形態において、当
該インデックス識別子は、番号又は無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を含む。
【００１６】
　第１態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第１態様の第８の実現形態において、第
１移動局は、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合を取得
する前に、当該ネットワークデバイスが当該Ｔ個のサービス情報に基づいて、当該Ｎ個の
リソース割り当てパラメータ集合を確定し、それを当該移動局に送信することができるよ
うに、第１移動局は、当該ネットワークデバイスに当該第１移動局のサポート可能なＴ個
のサービス情報を報告することを含み、ここで、Ｔ≧Ｎであり、当該Ｔ個のサービス情報
のうちの各サービス情報が１個のリソース割り当てパラメータ集合に対応する。
【００１７】
　第１態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第１態様の第９の実現形態において、第
１移動局が、当該ネットワークデバイスに当該第１移動局のサポート可能なＴ個のサービ
ス情報を報告する前に、当該方法は、当該第１移動局は第１マッピング関係情報を取得す
ることをさらに含み、ここで、当該第１マッピング関係情報が、複数のサービスのうちの
各サービスのサービス情報を示すために用いられ、ここで、当該第１マッピング関係が第
２マッピング関係と同じであり、当該第２マッピング関係情報が、当該ネットワークデバ
イスが当該複数のサービスのうちの各サービスのサービス情報を確定する時に使用される
情報であり、当該第１移動局が当該第１マッピング関係情報に基づいて、当該第１移動局
のサポート可能なＫ個のサービスに対応するＴ個のサービス情報を確定し、ここで、Ｋ≧
Ｔである。
【００１８】
　第１態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第１態様の第１０の実現形態において、
当該第１移動局は、当該ネットワークデバイスに当該第１移動局のサポート可能なＴ個の
サービス情報タイプを報告することは、当該第１移動局はアクセス層（ＡＳ）シグナリン
グによって、当該ネットワークデバイスに当該第１移動局のサポート可能なＴ個のサービ
ス情報タイプを報告すること、又は、当該第１移動局は非アクセス層（ＮＡＳ）シグナリ
ングによって、当該ネットワークデバイスに当該第１移動局のサポート可能なＴ個のサー
ビス情報タイプを報告することを含む。
【００１９】
　第１態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第１態様の第１１の実現形態において、
当該第１移動局は、当該ネットワークデバイスに当該第１移動局のサポート可能なＴ個の
サービス情報を報告することは、当該第１移動局はアクセス層（ＡＳ）シグナリングによ
って、当該ネットワークデバイスに当該第１移動局のサポート可能なＴ個のサービス情報
を報告すること、又は、当該第１移動局は非アクセス層（ＮＡＳ）シグナリングによって
、当該ネットワークデバイスに当該第１移動局のサポート可能なＴ個のサービス情報を報
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告することを含む。
【００２０】
　第１態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第１態様の第１２の実現形態において、
当該第１移動局は、当該ネットワークデバイスに第１指示情報を送信することは、当該第
１移動局はアップリンクデータチャネルを介して、当該ネットワークデバイスに当該第１
指示情報を含むデータパケットを送信し、当該第１指示情報が当該データパケットのメデ
ィアアクセス制御（ＭＡＣ）層にベアラされること、又は、当該第１移動局はアップリン
ク制御チャネルを介して、当該ネットワークデバイスに当該第１指示情報を送信すること
、又は、当該第１移動局は無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングによって、当該ネッ
トワークデバイスに当該第１指示情報を送信することを含む。
【００２１】
　第１態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第１態様の第１３の実現形態において、
当該第１移動局は、当該ネットワークデバイスより送信された第４指示情報を受信するこ
とと、当該第１移動局は、当該第４指示情報に基づいて、当該第１リソース割り当てパラ
メータ集合に基づくサービス伝送を停止することと、を含み、当該第４指示情報は、当該
第１リソース割り当てパラメータ集合に基づくサービス伝送を停止するように当該第１移
動局に指示するために用いられる。
【００２２】
　第１態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第１態様の第１４の実現形態において、
当該第１移動局は、当該ネットワークデバイスより送信された第４指示情報を受信するこ
とは、当該第１移動局はダウンリンク制御チャネルを介して、当該ネットワークデバイス
より送信された第４指示情報を受信することを含む。
【００２３】
　第１態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第１態様の第１５の実現形態において、
当該第１移動局はダウンリンク制御チャネルを介して、当該ネットワークデバイスより送
信された第４指示情報を受信することは、当該第１移動局は当該ダウンリンク制御チャネ
ル内の第２リザーブリソースによって、当該第４指示情報を受信すること、又は、当該第
１移動局は、第２予め設定されたフォーマットを確定し、当該ダウンリンク制御チャネル
内の、フォーマットが当該第２予め設定されたフォーマットである情報を当該第４指示情
報とすること、又は、当該第１移動局は第２予め設定されたＲＮＴＩを確定し、当該ダウ
ンリンク制御チャネル内の、当該第２予め設定されたＲＮＴＩを含む情報を当該第４指示
情報とすることを含む。
【００２４】
　第１態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第１態様の第１６の実現形態において、
各リソース割り当てパラメータ集合内のリソース割り当てパラメータは、送信周期、受信
周期、アップリンク電力制御パラメータ、合成型自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセス数の
うちの少なくとも一つのパラメータを含む。
【００２５】
　第１態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第１態様の第１７の実現形態において、
当該方法は、当該第１移動局は、当該第１サービスを伝送する時間帯内において、当該第
１リソース割り当てパラメータ集合以外のリソース割り当てパラメータ集合に基づくサー
ビス伝送を避けることをさらに含む。
【００２６】
　第１態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第１態様の第１８の実現形態において、
当該Ｎ個のサービスタイプに基本サービスタイプが含まれ、当該基本サービスタイプに対
応するリソース割り当てパラメータ集合は、周期スケジューリングに基づくサービス伝送
のためのすべてのパラメータを含む。
【００２７】
　第１態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第１態様の第１９の実現形態において、
当該第１リソース割り当てパラメータ集合が周期スケジューリングに基づくサービス伝送
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のための一部のパラメータを含む場合、当該第１移動局は、当該第１リソース割り当てパ
ラメータ集合に基づいて、第１ターゲットリソースを利用して当該第１サービスを伝送す
ることは、当該第１移動局は、当該第１リソース割り当てパラメータ集合、当該基本サー
ビスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合、および第１ターゲットリソース
に基づいて、当該第１サービスを伝送することを含む。
【００２８】
　第１態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第１態様の第２０の実現形態において、
当該第１移動局は、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合
を取得することは、当該第１移動局は、ネットワークデバイスより送信された、Ｎ個のリ
ソース割り当てパラメータ集合をベアラするｎ個の構成情報を受信することを含み、ここ
で、各構成情報に少なくとも一つのリソース割り当てパラメータ集合がベアラされ、Ｎ≧
ｎ≧１である。
【００２９】
　第２態様において、サービス伝送方法を提供し、当該方法は、ネットワークデバイスは
、第１移動局にＮ個のリソース割り当てパラメータ集合を送信することと、
　当該ネットワークデバイスは、当該第１移動局より送信された第１指示情報を受信する
ことと、
　当該ネットワークデバイスは当該第１指示情報に基づいて、当該Ｎ個のリソース割り当
てパラメータ集合から、当該第１サービスのサービス情報に適合する第１リソース割り当
てパラメータ集合を確定することと、
　当該ネットワークデバイスは第１ターゲットリソースを確定し、当該第１移動局に第１
ターゲットリソースを示すための第２指示情報を送信することと、
　当該ネットワークデバイスは、当該第１リソース割り当てパラメータ集合と当該第１タ
ーゲットリソースを使用して、当該第１移動局と当該第１サービスを伝送することと、
　を含み、
　ここで、各リソース割り当てパラメータ集合が、少なくとも一つのリソース割り当てパ
ラメータを含み、Ｎ≧２であり、
　当該第１指示情報が当該第１移動局の伝送する必要がある第１サービスのサービス情報
を示すために用いられる。
【００３０】
　第２態様を結合し、第２態様の第１の実現形態において、当該ネットワークデバイスが
第１ターゲットリソースを確定することは、当該ネットワークデバイスは、当該第１サー
ビスのサービス情報及び／又は当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、第
１ターゲットリソースを確定することを含む。
【００３１】
　第２態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第２態様の第２の実現形態において、当
該ネットワークデバイスが、第１移動局にＮ個のリソース割り当てパラメータ集合を送信
することは、ネットワークデバイスは、第１移動局に、Ｎ個のリソース割り当てパラメー
タ集合とＭ個のサービス情報との対応関係を送信することを含み、ここで、Ｍ≧Ｎであり
、当該Ｍ個のサービス情報のうちの各サービス情報が１個のリソース割り当てパラメータ
集合に対応する。
【００３２】
　第２態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第２態様の第３の実現形態において、当
該方法は、当該ネットワークデバイスは、当該第１移動局に第３指示情報を送信すること
をさらに含み、当該第３指示情報が、第１移動局が当該第１リソース割り当てパラメータ
集合を利用して当該第１サービスを伝送するように指示するために用いられる。
【００３３】
　第２態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第２態様の第４の実現形態において、当
該ネットワークデバイスは、当該第１移動局に第３指示情報を送信することは、当該ネッ
トワークデバイスはダウンリンク制御チャネルを介して当該第１移動局に第３指示情報を
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送信することを含む。
【００３４】
　第２態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第２態様の第５の実現形態において、当
該ネットワークデバイスが、ダウンリンク制御チャネルを介して当該第１移動局に第３指
示情報を送信することは、当該ネットワークデバイスは、ダウンリンク制御チャネル内の
第１リザーブリソースによって、当該第１移動局に第３指示情報を送信すること、又は、
当該ネットワークデバイスは第１予め設定されたフォーマットを確定し、当該第１予め設
定されたフォーマットに基づいて、第３指示情報を生成して送信すること、又は、当該第
１移動局は、第１予め設定された無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を確定し、当
該第１予め設定されたＲＮＴＩを当該第３指示情報にベアラし、当該第１移動局に送信す
ること、を含む。
【００３５】
　第２態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第２態様の第６の実現形態において、当
該ネットワークデバイスは、第１移動局にＮ個のリソース割り当てパラメータ集合を送信
することは、当該ネットワークデバイスは、第１移動局に、Ｎ個のリソース割り当てパラ
メータ集合とＮ個のインデックス識別子との１対１の対応関係を送信することを含み、当
該第３指示情報が、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に対応するインデックス識
別子を含む。
【００３６】
　第２態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第２態様の第７の実現形態において、当
該インデックス識別子は、番号又は無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を含む。
【００３７】
　第２態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第２態様の第８の実現形態において、当
該ネットワークデバイスが、第１移動局にＮ個のリソース割り当てパラメータ集合を送信
する前に、当該方法は、当該ネットワークデバイスは、当該第１移動局から当該第１移動
局のサポート可能なＴ個のサービス情報を取得することと、当該ネットワークデバイスが
当該Ｔ個のサービス情報に基づいて、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合を確定
することをさらに含み、ここで、Ｔ≧Ｎであり、当該Ｔ個のサービス情報のうちの各サー
ビス情報が１個のリソース割り当てパラメータ集合に対応する。
【００３８】
　第２態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第２態様の第９の実現形態において、当
該ネットワークデバイスが、当該第１移動局から当該第１移動局のサポート可能なＴ個の
サービス情報を取得することは、当該ネットワークデバイスは、アクセス層（ＡＳ）シグ
ナリングによって、当該第１移動局より報告された当該第１移動局のサポート可能なＴ個
のサービス情報を取得すること、又は、当該ネットワークデバイスは、非アクセス層（Ｎ
ＡＳ）シグナリングによって、当該第１移動局より報告された当該第１移動局のサポート
可能なＴ個のサービス情報を取得することを含む。
【００３９】
　第２態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第２態様の第１０の実現形態において、
当該ネットワークデバイスは、当該第１移動局より送信された第１指示情報を受信するこ
とは、当該ネットワークデバイスはアップリンクデータチャネルを介して、当該第１移動
局より送信された第１指示情報を受信し、当該第１指示情報が当該データパケットのメデ
ィアアクセス制御（ＭＡＣ）層にベアラされること、又は、当該ネットワークデバイスは
アップリンク制御チャネルを介して、当該第１移動局より送信された第１指示情報を受信
すること、又は、当該ネットワークデバイスは無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング
によって、当該第１移動局より送信された第１指示情報を受信することを含む。
【００４０】
　第２態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第２態様の第１１の実現形態において、
当該ネットワークデバイスは、当該第１移動局に第４指示情報を送信することを含み、当
該第４指示情報が、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づくサービス伝送を停
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止するように当該第１移動局に指示するために用いられる。
【００４１】
　第２態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第２態様の第１２の実現形態において、
各リソース割り当てパラメータ集合内のリソース割り当てパラメータは、送信周期、受信
周期、アップリンク電力制御パラメータ、合成型自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセス数の
うちの少なくとも一つのパラメータを含む。
【００４２】
　第２態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第２態様の第１３の実現形態において、
当該ネットワークデバイスが、第１移動局にＮ個のリソース割り当てパラメータ集合を送
信することは、当該ネットワークデバイスは、第１移動局に、Ｎ個のリソース割り当てパ
ラメータ集合をベアラするｎ個の構成情報を送信することを含み、ここで、各構成情報に
少なくとも一つのリソース割り当てパラメータ集合がベアラされ、Ｎ≧ｎ≧１である。
【００４３】
　第２態様及びそれの上記の実現形態を結合し、第２態様の第１４の実現形態において、
当該方法は、当該ネットワークデバイスは、第２マッピング関係情報を取得することをさ
らに含み、ここで、当該第２マッピング関係情報が、複数のサービスのうちの各サービス
のサービス情報を示すために用いられ、ここで、当該第２マッピング関係が第１マッピン
グ関係と同じであり、当該第１マッピング関係情報が、当該第１移動局が当該複数のサー
ビスのうちの各サービスのサービス情報を確定する時に使用される情報である。
【００４４】
　第３態様において、サービス伝送装置を提供し、当該装置は、上記の第１態様、及び第
１態様の各実現形態を実現するためのユニット又はモジュールを含む。
【００４５】
　第４態様において、サービス伝送装置を提供し、当該装置は、上記の第２態様、及び第
１態様の各実現形態を実現するためのユニット又はモジュールを含む。
【００４６】
　第５態様において、コンピュータプログラム製品を提供し、前記コンピュータプログラ
ム製品は、コンピュータプログラムコードを含み、前記コンピュータプログラムコードが
、移動局における受信ユニット、処理ユニット、送信ユニット又はレシーバー、プロセッ
サー、トランスミッターにより実行される時に、前記ネットワークデバイスに、上記の第
１態様、及びそれの各実現形態のうちのいずれか一つのサービス伝送方法を実行させる。
【００４７】
　第６態様において、コンピュータプログラム製品を提供し、前記コンピュータプログラ
ム製品は、コンピュータプログラムコードを含み、前記コンピュータプログラムコードが
、ネットワークデバイスにおける受信ユニット、処理ユニット、送信ユニット又はレシー
バー、プロセッサー、トランスミッターにより実行される時に、前記ネットワークデバイ
スに、上記の第２態様、及びそれの各実現形態のうちのいずれか一つのサービス伝送方法
を実行させる。
【００４８】
　第７態様において、コンピュータで読み取り可能な媒体を提供し、前記コンピュータで
読み取り可能な媒体にプログラムが記憶されており、前記プログラムは、移動局に、上記
の第１態様、及びそれの各実現形態のうちのいずれか一つのサービス伝送方法を実行させ
る。
【００４９】
　第８態様において、コンピュータで読み取り可能な媒体を提供し、前記コンピュータで
読み取り可能な媒体にプログラムが記憶されており、前記プログラムは、ネットワークデ
バイスに、上記の第２態様、及びそれの各実現形態のうちのいずれか一つのサービス伝送
方法を実行させる。
【００５０】
　本発明の実施例によるサービス伝送方法及び装置は、第１移動局とネットワークデバイ
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スとの事前のネゴシエーションによって、複数個のリソース割り当てパラメータ集合を確
定し、当該複数個のリソース割り当てパラメータ集合は、多種の準静的スケジューリング
方式にそれぞれ対応しており、それによって当該第１移動局と当該ネットワークデバイス
とが第１サービスを伝送する必要がある時に、当該第１移動局とネットワークデバイスと
は、当該第１サービスのサービスタイプに基づいて、当該複数個のＮ個のリソース割り当
てパラメータ集合から、当該第１サービスのサービスタイプに対応する第１リソース割り
当てパラメータ集合を確定し、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、当
該第１サービスを伝送し、それによって異なるサービスで準静的スケジューリングに対し
て異なる要求を柔軟、迅速に対応することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明の実施例におけるサービス伝送方法を適用する通信システムの一つの例の
概略図である。
【図２】本発明の実施例におけるサービス伝送方法の一つの例の概略的なフローチャート
である。
【図３】本発明の実施例におけるサービス伝送方法の一つの例の概略的なインタラクショ
ン図である。
【図４】本発明の実施例におけるサービス伝送方法のもう一つの例の概略的なフローチャ
ートである。
【図５】本発明の実施例におけるサービス伝送方法のもう一つの例の概略的なインタラク
ション図である。
【図６】本発明の実施例におけるサービス伝送方法のもう一つの例の概略的なフローチャ
ートである。
【図７】本発明の実施例におけるサービス伝送方法のもう一つの例の概略的なフローチャ
ートである。
【図８】本発明の実施例におけるサービス伝送装置の一つの例の概略的なブロック図であ
る。
【図９】本発明の実施例におけるサービス伝送装置のもう一つの例の概略的なブロック図
である。
【図１０】本発明の実施例におけるサービス伝送装置のもう一つの例の概略的なブロック
図である。
【図１１】本発明の実施例におけるサービス伝送装置のもう一つの例の概略的なブロック
図である。
【図１２】本発明の実施例におけるサービス伝送デバイスの一つの例の概略的な構造図で
ある。
【図１３】本発明の実施例におけるサービス伝送デバイスのもう一つの例の概略的な構造
図である。
【図１４】本発明の実施例におけるサービス伝送デバイスのもう一つの例の概略的な構造
図である。
【図１５】本発明の実施例におけるサービス伝送デバイスのもう一つの例の概略的な構造
図である。
【発明を実施するための形態】
【００５２】
　より明確に本発明の実施例を説明するために、上記において、実施例または先行技術の
説明で必要となる図面を簡単に説明し、明らかに、上記に記載されている図面は、単なる
本発明の幾つかの実施例に過ぎず、当業者にとって、創造的な労力を払わない前提で、こ
れらの図面に基づいてその他の図面が得ることができる。
【００５３】
　下記において、本発明の実施例の図面を結合し、本発明の実施例の技術案を明確的、全
面的に説明し、当然、説明されている実施例は、本発明の一部の実施例に過ぎず、全ての
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実施例ではない。本発明の実施例に基づいて、当業者は、創造的な労力を払わずに得られ
た全てのその他の実施例は、本発明の範囲内である。
【００５４】
　本明細書に使用される用語「コンポーネント」、「モジュール」、「システム」などは
コンピュータに関連するエンティティ、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアと
ソフトウェアの組み合わせ、ソフトウェア、又は実行中のソフトウェアを表すことに用い
られる。例えば、コンポーネントは、プロセッサで実行されているプロセス、プロセッサ
、オブジェクト、実行可能ファイル、実行スレッド、プログラム及び/又はコンピュータ
であってもよいが、これらに限定されない。図面に示すように、コンピューティングデバ
イスで動作しているアプリケーション及びコンピューティングデバイスは全てコンポーネ
ントであってもよい。一つ又は複数のコンポーネントはプロセス及び／又は実行スレッド
に常駐することができ、コンポーネントは一つのコンピュータに置かれてもよく及び／又
は２つ以上のコンピュータの間に配布してもよい。その他、これらのコンポーネントは、
様々なデータ構造が記憶されている様々なコンピュータ可読媒体から実行されてもよい。
コンポーネントは例えば一つ又は複数のデータグループ（例えばローカルシステム、分散
型システム及び／又はネットワーク間の別のコンポーネントとインタラクションを行う二
つのコンポーネントからのデータ、例えば信号によって他のシステムとインタラクション
を行うインターネット）を含む信号に基づいて、ローカル及び／又は遠隔プロセスにより
通信することができる。
【００５５】
　本発明の実施例の技術案は、現行のセルラー通信システム、例えば、グローバル移動体
通信（ＧＳＭ：Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｏｆ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａ
ｔｉｏｎ）、広帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ：Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉ
ｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、長期進化型（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔ
ｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）などのシステムに適用することが可能であり、サポートす
る通信は、主に音声とデータに関する通信に関わっている。通常、一つの従来の基地局は
、サポートする接続数が限られており、実現しやすい。
【００５６】
　次世代移動通信システムは、従来の通信だけではなく、Ｍ２Ｍ（Ｍａｃｈｉｎｅ　ｔｏ
　Ｍａｃｈｉｎｅ）通信、又はＭＴＣ（Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｔｙｐｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａ
ｔｉｏｎ）通信とも称する通信もサポートする。予測によれば、２０２０年まで、ネット
ワークに接続するＭＴＣデバイスは、５００～１０００億にも達し、現在の接続の数より
大幅に超えることになる。Ｍ２Ｍタイプのサービスは、それのサービスタイプが様々であ
るため、ネットワークに対する要求が大きく相違している。大雑把に言うと、下記のいく
つかの要求が存在する。
【００５７】
　信頼性のある伝送であるが、遅延に敏感ではない。
【００５８】
　低遅延であり、高信頼性のある伝送。
【００５９】
　信頼性のある伝送で、遅延に敏感ではないサービスに対して、比較的に処理しやすいが
、Ｖ２Ｖ（Ｖｅｈｉｃｌｅ　ｔｏ　Ｖｅｈｉｃｌｅ）サービス又はＶ２Ｘ（Ｖｅｈｉｃｌ
ｅ　ｔｏ　Ｅｖｅｒｙｔｈｉｎｇ）サービスのような低遅延で、高信頼性のある伝送のよ
うなサービスに対して、短い伝送遅延だけではなく、信頼性も求められている。伝送の信
頼性がない場合、再送を引き起こすことによって、大幅な伝送遅延になり、要求を満たせ
ない。
【００６０】
　大量の接続が存在することによって、将来の無線通信システムが現在の通信システムと
大きく相違する。端末デバイスのアクセスのために大量の接続がより多くのリソースを消
耗しなければならず、端末デバイスにおけるデータ伝送に関係するスケジューリングシグ
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ナリングを伝送するために、もっと多くのリソースが消耗される。本発明の実施例による
技術案は、上記のリソース消耗問題を有効に解決することができる。
【００６１】
　選択肢として、当該ネットワークデバイスが基地局であり、当該移動局がユーザ装置で
ある。
【００６２】
　本発明において、移動局を結合して各実施例を説明している。移動局は、ユーザ装置（
ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）、端末デバイス、アクセス端末、ユーザユニット
、ユーザステーション、移動ステーション、遠隔局、遠隔端末、移動デバイス、ユーザ端
末、端末、無線通信デバイス、ユーザエージェント又はユーザ装置なども称することが可
能である。移動局は、無線ローカルネットワーク（ＷＬＡＮ：Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃ
ａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋｓ）内のステーション（ＳＴ：ＳＴＡＩＯＮ）であって
も良く、セルラー電話、無線電話、セッション確立プロトコル（ＳＩＰ：Ｓｅｓｓｉｏｎ
　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）電話、ワイヤレス・ローカル・ループ（Ｗ
ＬＬ：Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ｌｏｏｐ）ステーション、パーソナルデジタル処
理（ＰＤＡ：Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、無線通信機能
を有する携帯デバイス、計算デバイス又は無線変調復調器に接続するその他のデバイス、
車載デバイス、ウェアラブルデバイス、および将来の５Ｇネットワークにおける端末デバ
イス、又は将来進化型ＰＬＭＮネットワークにおける端末デバイスなどであっても良い。
【００６３】
　また、本発明はネットワークデバイスを結合して各実施例を説明している。ネットワー
クデバイスは、移動局通信と通信を行うためのデバイスであっても良く、ネットワークデ
バイスは、無線ローカルネットワーク（ＷＬＡＮ：Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒ
ｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋｓ）におけるアクセスポイント（ＡＰ：ＡＣＣＥＳＳ　ＰＯＩＮＴ
）、ＧＳＭ又はシンボル分割多元接続（ＣＤＭＡ：Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）における基地局（ＢＴＳ：Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅ
ｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）であっても良く、ＷＣＤＭＡにおける基地局（ＮＢ：ＮｏｄｅＢ）
であっても良く、さらにロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒ
ｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）における進化型基地局（ｅＮＢ又はｅＮｏｄｅＢ：Ｅｖｏｌｕ
ｔｉｏｎａｌ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）、又は中継局又はアクセスポイント、又は車載デバイス、
ウェアラブルデバイス、および将来の５Ｇネットワークにおけるネットワークデバイス、
又は将来の進化型ＰＬＭＮネットワークにおけるネットワークデバイスなどであっても良
い。
【００６４】
　また、本発明の各々の態様又は特徴は、方法、装置又は標準化プログラミング、及び／
又は、工程技術の製品として実現されても良い。本発明に使用されている用語「製品」は
、任意のコンピュータでの読み取り可能な機器、キャリア、又は媒体からアクセスするコ
ンピュータプログラムを含む。例えば、コンピュータで読み取り可能な媒体は、磁気記憶
装置（例えば、ハードディスク、フロッピー又は磁気テープなど）、光ディスク（例えば
、圧縮ディスク（ＣＤ：Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｋ）、デジタル汎用ディスク（ＤＶＤ：
Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）など）、スマートカードとフラッシュ
メモリー（例えば、消去可能、プログラム可能な読み取り専用な記憶装置（ＥＰＲＯＭ：
Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、
カード、メモリ・スティック又はキー・ドライブなど）を含むが、それらに限らない。ま
た、本文に記述する各種の記憶媒体は、情報を記憶する一つの又は複数のデバイス、及び
／又は、その他の機器での読み取り可能な媒体に代表的に用いられる。用語「機器での読
み取り可能な媒体」は、無線チャネルと、命令、及び／又は、データを記憶、包含、及び
／又は、ベアラする各種のその他の媒体とを含むが、それらに限らない
　図１は、本発明を使用する、情報を伝送する通信システムの概略図である。図１に示す
ように、当該通信システム１００は、ネットワークデバイス１０２を含み、ネットワーク
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デバイス１０２は、アンテナ１０４、１０６、１０８、１１０、１１２と１１４のような
複数のアンテナを含む。また、ネットワークデバイス１０２は、送信機チェーンと受信機
チェーンを付加的に含むことができる。それらは信号の送信と受信とに関係する複数の部
品（例えば、プロセッサー、変調器、多重化器、マルチプレクサ、デマルチプレクサ又は
アンテナなど）を含むことが可能であることが当業者は理解できる。
【００６５】
　ネットワークデバイス１０２は、複数の端末デバイス（例えば、端末デバイス１１６と
端末デバイス１２２）と通信できる。さらに、ネットワークデバイス１０２が端末デバイ
ス１１６又は１２２と類似する任意数の端末デバイスと通信できると理解することが可能
である。端末デバイス１１６と１２２は、例えば、セルラー電話、スマートフォン、ポー
タブルコンピュータ、ポータブル通信デバイス、ポータブル計算デバイス、衛星無線装置
、グローバル定位システム、ＰＤＡ及び／又は無線通信システム１００上で通信するため
の任意のその他の適切なデバイスであっても良い。
【００６６】
　図１に示すように、端末デバイス１１６は、アンテナ１１２、１１４と通信し、ここで
、アンテナ１１２と１１４は、順方向リンク１１８を介して端末デバイス１１６に情報を
送信し、逆方向リンク１２０を介して端末デバイス１１６から情報を受信する。また、端
末デバイス１２２はアンテナ１０４、１０６と通信を行い、ここで、アンテナ１０４と１
０６は順方向リンク１２４を介して端末デバイス１２２に情報送信し、逆方向リンク１２
６を介して端末デバイス１２２から情報を受信する。
【００６７】
　例えば、周波数分割複信（ＦＤＤ：Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌ
ｅｘ）システムにおいて、例えば、順方向リンク１１８は、逆方向リンク１２０に使用さ
れる異なる帯域を利用することが可能であり、順方向リンク１２４は、逆方向リンク１２
６に使用される異なる帯域を利用することが可能である。
【００６８】
　さらに例えば、時分割複信（ＴＤＤ：Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）シ
ステムと全二重（Ｆｕｌｌ　Ｄｕｐｌｅｘ）システムにおいて、順方向リンク１１８と逆
方向リンク１２０とは共通の帯域を使用することが可能であり、順方向リンク１２４と逆
方向リンク１２６とは共通の帯域を使用することが可能である。
【００６９】
　通信に設計された各アンテナ（又は複数のアンテナより構成されるアンテナセット）及
び／又は領域は、ネットワークデバイス１０２のセクタと称される。例えば、アンテナセ
ットをネットワークデバイス１０２のカバレッジ領域のセクタ内の端末デバイスと通信す
るように設計されても良い。ネットワークデバイス１０２が順方向リンク１１８と１２４
とを介して、端末デバイス１１６及び１２２のそれぞれと通信を行う時に、ネットワーク
デバイス１０２の送信アンテナは、ビームフォーミングを利用して順方向リンク１１８と
１２４との信号対雑音比を改善することが可能である。また、ネットワークデバイスが単
一のアンテナでそれのすべての端末デバイスに信号を送信する方式と比べて、ネットワー
クデバイス１０２がビームフォーミングを利用して、関係するカバレッジ領域内のランダ
ム、分散の端末デバイス１１６と１２２に信号を送信する場合、隣接セルにおける移動デ
バイスは、比較的に少ない干渉を受ける。
【００７０】
　所定時間において、ネットワークデバイス１０２、端末デバイス１１６又は端末デバイ
ス１２２は、無線通信送信装置及び／又は無線通信受信装置としても良い。データを送信
する時に、無線通信送信装置は、伝送するためにデータに対して符号化を行うことができ
る。具体的に、無線通信送信装置は、チャネルを介して無線通信受信装置に送信する一定
の数のデータビットを取得する（例えば、生成、その他の通信装置から受信、又は記憶装
置に記憶するなど）。このようなデータビットは、データの伝送ブロック（又は複数の伝
送ブロック）に含まれることができ、伝送ブロックは、断片化されることによって複数の
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コードブロックとして生成することが可能である。
【００７１】
　また、当該通信システム１００は、公衆移動通信ネットワーク（ＰＬＭＮ：Ｐｕｂｌｉ
ｃ　Ｌａｎｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）ネットワーク又はＤ２Ｄネットワーク又
はＭ２Ｍネットワーク又はＶ２Ｖネットワーク又はＶ２Ｘネットワーク又はその他のネッ
トワークであっても良く、図１は、単なる例の概略図であり、ネットワークにその他のネ
ットワークデバイスが含まれることも可能であり、図１に図示していない。
【００７２】
　図２は、第１移動局を視点とする本発明の一つの実施例によるアップリンクデータを伝
送する方法２００の概略的なフローチャートであり、図２に示すように、当該方法２００
は、Ｓ２１０～Ｓ２４０を含む。
【００７３】
　Ｓ２１０において、第１移動局は、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソース割り当
てパラメータ集合を取得し、ここで、各リソース割り当てパラメータ集合が、少なくとも
一つのリソース割り当てパラメータを含み、Ｎ≧２である。
【００７４】
　Ｓ２２０において、当該ネットワークデバイスが当該Ｎ個のリソース割り当てパラメー
タ集合から、当該第１サービスのサービスタイプと適合する第１リソース割り当てパラメ
ータ集合を確定できるように、当該第１移動局は、当該ネットワークデバイスに第１指示
情報を送信し、当該第１指示情報が、当該第１移動局の伝送する必要のある第１サービス
のサービスタイプを示すために用いられる。
【００７５】
　Ｓ２３０において、当該第１移動局は、当該ネットワークデバイスより送信された第２
指示情報を受信し、当該第２指示情報が、第１ターゲットリソースを示すために用いられ
る。
【００７６】
　Ｓ２４０において、当該第１移動局は、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合か
ら、当該第１サービスのサービスタイプに対応する第１リソース割り当てパラメータ集合
を確定し、また、当該第１移動局は、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づい
て、第１ターゲットリソースを利用して当該第１サービスを伝送する。
【００７７】
　まず、本発明の実施例に使用されるリソース割り当てパラメータに対して詳しく説明す
る。
【００７８】
　本発明の実施例において、当該リソース割り当てパラメータは、周期性のリソーススケ
ジューリング（又は、周期性のリソース割り当て）のために用いられ、又は、当該リソー
ス割り当てパラメータは、周期性のリソーススケジューリングに相関するパラメータであ
っても良い。限定ではなく、例として、各リソース割り当てパラメータ集合内のリソース
割り当てパラメータは、送信周期、受信周期、送信電力制御パラメータ、合成型自動再送
要求（ＨＡＲＱ）プロセス数のうちの少なくとも一つのパラメータを含む。
【００７９】
　具体的に、送信周期は、移動局が一回又は複数回にデータ又は情報などを送信するのに
使用されるリソースの時間ドメインにおける時間間隔を指しても良く、限定ではなく、例
として、当該送信周期は、移動局がデータ又は情報などを送信するのに使用される連続的
な伝送時間間隔（ＴＴＩ：Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）の
大きさを指しても良い。
【００８０】
　なお、本発明の実施例において、当該移動局がデータ又は情報を送信する対象は、ネッ
トワークデバイスであっても良く、その他の移動局などであっても良く、本発明では特に
限定しない。当移動局がデータ又は情報を送信する対象がネットワークデバイスである場
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合、当該送信周期はアップリンク伝送の周期であっても良い。また、送信周期が、移動局
が「複数回」にデータ又は情報を送信する時に使用される周期を含む場合、毎回の送信過
程に対応する周期の大きさは、同じであっても良く、異なっても良く、本発明では特に限
定しない。
【００８１】
　受信周期は、移動局が一回又は複数回にデータ又は情報などを受信するのに使用される
リソースの時間ドメインにおける時間間隔であっても良く、限定ではなく、例として、当
該受信周期は、移動局がデータ又は情報などを受信するのに使用される連続的なＴＴＩの
大きさを指しても良い。
【００８２】
　なお、本発明の実施例において、当該移動局の受信するデータ又は情報の元は、ネット
ワークデバイスであっても良く、その他の移動局などであっても良く、本発明では特に限
定しない。移動局の受信するデータ又は情報の元がネットワークデバイスである場合、当
該送信周期は、ダウンリンク伝送の周期であっても良い。また、受信周期が、移動局が「
複数回」にデータ又は情報を受信する時に使用される周期を含む場合、毎回の受信過程に
対応する周期の大きさは同じであっても良く、異なっても良く、本発明では特に限定しな
い。
【００８３】
　送信電力制御パラメータは、移動局が一回又は複数回にデータ又は情報などを送信する
のに使用される送信電力と相関するパラメータであり、限定ではなく、例として、本発明
の実施例において、当該送信電力制御パラメータは、移動局が使用できる送信電力の最大
値であっても良い。
【００８４】
　現在、通常Ｓｔｏｐ－ａｎｄ－ｗａｉｔ合成型自動再送要求（ＨＡＲＱ：Ｈｙｂｒｉｄ
　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）プロトコルを使用しており、対
応するＨＡＲＱのプロセス数を設定する必要がある。あるＨＡＲＱプロセスのフィードバ
ック情報を待つ過程において、その他のアイドルプロセスを継続して使用してデータパケ
ットを伝送することができる。ＨＡＲＱの最小のＲＴＴ（Ｒｏｕｎｄ　Ｔｒｉｐ　Ｔｉｍ
ｅ）は、一回にデータパケットを伝送する過程の完成時間と定義され、一つのデータパケ
ットの送信側での送信を開始し、受信側で受信した後に、結果フィードバックのＡＣＫ／
ＮＡＣＫシグナリングに基づいて、送信側がＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を復調処理後に、次の
フレームを確定して、再送又は新たなデータパケットを伝送する全過程を含む。ＨＡＲＱ
のプロセス数とＨＡＲＱの最小ＲＴＴ時間とは緊密に相関している。周波数分割複信（Ｆ
ＤＤ：Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）において、それの
ＨＡＲＱのプロセス数は、ＨＡＲＱの最小ＲＴＴ時間内に含まれるサブフレームの数と等
しい。時分割複信（ＴＤＤ：Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）におい
て、それのＨＡＲＱのプロセス数は、ＨＡＲＱの最小ＲＴＴ時間内に含まれる同一送信方
向のサブフレームの数である。
【００８５】
　なお、上記に例として挙げたリソース割り当てパラメータに含まれる具体的なパラメー
タは、単なる例示的な説明に過ぎず、本発明はそれに限らず、その他の周期性のリソース
スケジューリング又は周期性のリソース割り当てに相関するパラメータは、本発明の範囲
である。
【００８６】
　なお、本発明の実施例において、一つのリソース割り当てパラメータ集合に含まれるリ
ソース割り当てパラメータの種類は特に限定されず、例えば、一つのリソース割り当てパ
ラメータ集合は、上記に例として挙げたすべてのリソース割り当てパラメータを含むこと
が可能であり、又は一つのリソース割り当てパラメータ集合は、上記に例として挙げた一
部のリソース割り当てパラメータを含むことが可能であり、また、後文の「Ｎ個のリソー
ス割り当てパラメータ集合」のうちの各リソース割り当てパラメータ集合に含まれるリソ
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ース割り当てパラメータの種類と数は、同じであっても良く異なっても良く、本発明では
特に限定しない。
【００８７】
　Ｓ２１０において、移動局＃Ａ（即ち、第１移動局の一例である）は、ネットワークデ
バイス＃Ａ（即ち、ネットワークデバイスの一例である）から、Ｎ個の（Ｎ≧２である）
リソース割り当てパラメータ集合を取得することができる。ここで、当該ネットワークデ
バイス＃Ａは、移動局＃Ａのアクセスする基地局又はアクセスポイントなどのネットワー
クデバイスであっても良い。
【００８８】
　限定ではなく、例として、移動局＃Ａは、下記のプロセスによって、ネットワークデバ
イス＃Ａから、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合を取得することができる。
【００８９】
　即ち、選択肢として、第１移動局が、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソース割り
当てパラメータ集合を取得する前に、当該方法は、
　当該ネットワークデバイスがＴ個のサービスタイプに基づいて、当該Ｎ個のリソース割
り当てパラメータ集合を確定し、当該移動局に送信することができるように、第１移動局
は、当該ネットワークデバイスに当該第１移動局のサポート可能なＴ個のサービスタイプ
（即ち、サービス情報の一例である）を報告することをさらに含み、ここで、Ｔ≧Ｎであ
り、当該Ｔ個のサービスタイプのうちの各サービスタイプが、一つのリソース割り当てパ
ラメータ集合に対応する。
【００９０】
　具体的に、本発明の実施例において、当該移動局＃Ａは、当該移動局＃Ａのサポート可
能な（又は、アクセスする可能な）サービスのサービスタイプを確定することができる。
【００９１】
　限定ではなく、例として、当該移動局＃Ａは、下記の方式を採用して、当該移動局＃Ａ
のサポート可能なサービスタイプを確定することができる。
【００９２】
　即ち、選択肢として、第１移動局が、当該ネットワークデバイスに当該第１移動局のサ
ポート可能なＴ個のサービスタイプを報告する前に、当該方法は、
　当該第１移動局は第１マッピング関係情報を取得することと、
　当該第１移動局が当該第１マッピング関係情報に基づいて、当該第１移動局のサポート
可能なＫ個のサービスに対応するＴ個のサービスタイプを確定することと
　をさらに含み、ここで、当該第１マッピング関係情報が、複数のサービスのうちの各サ
ービスのサービスタイプを示すために用いられ、ここで、当該第１マッピング関係が第２
マッピング関係と同じであり、当該第２マッピング関係情報が、当該ネットワークデバイ
スが当該複数のサービスのうちの各サービスのサービスタイプを確定する時に使用される
情報であり、ここで、Ｋ≧Ｔである。
【００９３】
　具体的に、移動局＃Ａは、多種のサービスと複数のサービスタイプとのマッピング関係
を示すためのサービスタイプテーブル＃Ａ（即ち、第１マッピング関係情報の一例である
）を取得することができる。
【００９４】
　また、ネットワークデバイス＃Ａも当該サービスタイプテーブル＃Ａ（即ち、第１マッ
ピング関係情報の一例である）を取得することができる。
【００９５】
　それによって、移動局＃Ａとネットワークデバイス＃Ａとは、同様な規則に基づいて各
サービスのサービスタイプを確定することができ、即ち、同一のサービス＃Ａに対して、
移動局＃Ａとネットワークデバイス＃Ａとは、確定したサービス＃Ａのサービスタイプが
一致しており、それによって、本発明におけるサービス伝送方法の信頼性を確保すること
ができる。
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【００９６】
　限定ではなく、例として、当該サービスタイプテーブル＃Ａは、上位層管理のデバイス
又は通信事業者より移動局＃Ａとネットワークデバイス＃Ａとに送信されたものであって
も良く、又は、当該サービスタイプテーブル＃Ａは、メーカーが移動局＃Ａとネットワー
クデバイス＃Ａとに予め設定されたものであっても良く、又は、当該サービスタイプテー
ブル＃Ａは、ネットワークデバイス＃Ａ（例えば、移動局＃Ａのアクセス過程において）
が移動局＃Ａに送信されたものであっても良く、本発明では特に限定しない。
【００９７】
　次に、移動局＃Ａは、当該サービスタイプテーブル＃Ａに基づいて、当該移動局＃Ａの
アクセス可能な複数の（例えば、Ｋ個の）サービスのうちの各サービスのサービスタイプ
を確定することができ、確定された複数の（例えば、Ｔ個の）サービスタイプの指示情報
をネットワークデバイス＃Ａに送信する。
【００９８】
　なお、本発明の実施例において、一つのサービスタイプは、多種のサービスを含むこと
が可能であるが、一つのサービスは、一つのみのサービスタイプに属し、そのため、Ｋ≧
Ｔである。
【００９９】
　限定ではなく、例として、移動局＃Ａは、下記の方式でＴ個のサービスタイプの指示情
報をネットワークデバイス＃Ａに送信することができる。
【０１００】
　即ち、選択肢として、当該第１移動局は、当該ネットワークデバイスに当該第１移動局
のサポート可能なＴ個のサービスタイプを報告することは、
　当該第１移動局はアクセス層（ＡＳ）シグナリングによって、当該ネットワークデバイ
スに当該第１移動局のサポート可能なＴ個のサービスタイプを報告することを含む。
【０１０１】
　具体的に、本発明の実施例において、当該移動局＃Ａは、ネットワークデバイス＃Ａに
アクセスする過程において、当該Ｔ個のサービスタイプの指示情報をアクセス層（ＡＳ：
Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）シグナリングにベアラし、ネットワークデバイス＃Ａに
送信する。
【０１０２】
　限定ではなく、例として、当該ＡＳシグナリングは、無線リソース制御（ＲＲＣ：Ｒａ
ｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）シグナリングを含むことが可能である。
【０１０３】
　又は、選択肢として、当該第１移動局は、当該ネットワークデバイスに当該第１移動局
のサポート可能なＴ個のサービスタイプを報告することは、
　当該第１移動局は非アクセス層（ＮＡＳ）シグナリングによって、モビリティ管理エン
ティティＭＭＥを経由して、当該ネットワークデバイスに当該第１移動局のサポート可能
なＴ個のサービスタイプを報告することを含む。
【０１０４】
　具体的に、本発明の実施例において、当該移動局＃Ａは、当該Ｔ個のサービスタイプの
指示情報を、非アクセス層（ＮＡＳ：Ｎｏｎ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）シグナリ
ングにベアラし、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇ
ｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）に送信することができ、それによって、ＭＭＥは、例えば、
Ｓ１インターフェースを介して、当該Ｔ個のサービスタイプの指示情報をネットワークデ
バイス＃Ａに送信することができる。
【０１０５】
　なお、本発明の実施例において、移動局＃ＡがＴ個のサービスタイプを報告する過程は
、一回の報告（又は、一回にメッセージ又はシグナリング伝送）によって完成させても良
く、複数回の報告によって完成させてもよく、本発明では特に限定しない。
【０１０６】
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　それによって、ネットワークデバイス＃Ａは、当該移動局＃ＡのサポートするＴ個のサ
ービスタイプを確定することができ、また、当該Ｔ個のサービスタイプのうちの各サービ
スタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合を、当該Ｎ個のリソース割り当てパ
ラメータ集合として確定することができる。
【０１０７】
　限定ではなく、例として、本発明の実施例において、ネットワークデバイス＃Ａは、複
数のサービスタイプと複数個のリソース割り当てパラメータ集合とのマッピング関係を示
すためのリソース割り当てパラメータ集合テーブル＃Ａを取得することができ、それによ
って、ネットワークデバイス＃Ａは、当該リソース割り当てパラメータ集合テーブル＃Ａ
において、当該Ｔ個のサービスタイプのうちの各サービスタイプに対応するリソース割り
当てパラメータ集合をサーチすることができ、それによって当該Ｎ個のリソース割り当て
パラメータ集合を確定する。なお、本発明の実施例において、一つのリソース割り当てパ
ラメータ集合は複数のサービスタイプに対応することができるが、各サービスタイプは、
一つのみのリソース割り当てパラメータ集合に対応する。そのため、Ｔ≧Ｎである。また
、例えば、当該複数の（二つ又は二つ以上）サービスタイプが、同一のリソース割り当て
パラメータ集合に対応する場合において、又は、在当該リソース割り当てパラメータ集合
テーブル＃Ａに、当該Ｔ個のサービスタイプのうちの一つ又は複数のサービスタイプに対
応するリソース割り当てパラメータ集合が記録されていない場合において、当該Ｎ個のリ
ソース割り当てパラメータ集合が、Ｔ個のサービスタイプのうちのＭ個のサービスタイプ
に事実的に対応する場合があり、Ｔ≧Ｍである。
【０１０８】
　限定ではなく、例として、当該リソース割り当てパラメータ集合テーブル＃Ａは、上位
層管理のデバイス、又は通信事業者よりネットワークデバイス＃Ａに送信されたものであ
っても良く、又は、当該サービスタイプテーブル＃Ａは、メーカーによりネットワークデ
バイス＃Ａに予め設定されたものであっても良く、本発明では特に限定しない。
【０１０９】
　本発明の実施例によるサービス伝送方法は、ネットワークデバイスが移動局より報告さ
れた当該移動局のサポート可能なサービスのサービスタイプに基づいて、複数個のリソー
ス割り当てパラメータ集合を確定して移動局に送信することができ、異なる移動局が異な
るサービス伝送に対する要求を柔軟に対応することができる。
【０１１０】
　なお、上記に例として挙げたネットワークデバイス＃ＡがＮ個のリソース割り当てパラ
メータ集合を確定する方法及びプロセスは、例示的な説明に過ぎず、本発明はそれに限ら
ず、例えば、ネットワークデバイス＃Ａは、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合
を自主的に確定することができ、又は、ネットワークデバイス＃Ａは、移動局＃Ａより報
告されたサービスタイプを参照せず、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合を確定
することができ、限定ではなく、例として、この場合において、ネットワークデバイス＃
Ａは、予め記憶されたすべてのリソース割り当てパラメータ集合を当該Ｎ個のリソース割
り当てパラメータ集合とすることができる。
【０１１１】
　上記に記載しているように、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合を確定した後に、
ネットワークデバイス＃Ａは、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合の相関情報を
移動局＃Ａに送信することができる。
【０１１２】
　本発明の実施例において、ネットワークデバイス＃Ａは、例えば、ＲＲＣシグナリング
などによって、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合を移動局＃Ａに送信すること
ができる。
【０１１３】
　なお、本発明の実施例において、ネットワークデバイス＃Ａが、Ｎ個のリソース割り当
てパラメータ集合を送信する過程は、一回の送信（又は、一回のメッセージ又はシグナリ
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ング伝送）によって完成させても良く、ｎ回の送信（例えば、ｎ個の構成情報によって送
信し、ここで、一回の送信過程において一つの構成情報を伝送する）によって完成させて
も良く、本発明では特に限定しない。
【０１１４】
　即ち、選択肢として、当該第１移動局が、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソース
割り当てパラメータ集合を取得することは、
　当該第１移動局は、ネットワークデバイスより送信された、Ｎ個のリソース割り当てパ
ラメータ集合をベアラするｎ個の構成情報を受信することを含み、ここで、各構成情報に
少なくとも一つのリソース割り当てパラメータ集合がベアラされ、Ｎ≧ｎ≧１である。
【０１１５】
　また、ネットワークデバイス＃ＡがＮ個のリソース割り当てパラメータ集合を送信する
過程は、移動局＃ＡがＴ個のサービスタイプを報告する過程に対応することができ、例え
ば、移動局＃Ａが一回の報告によって、Ｔ個のサービスタイプの報告過程を完成させた場
合、ネットワークデバイス＃Ａは、一回の送信によって、Ｎ個のリソース割り当てパラメ
ータ集合の送信過程を完成させることができ、又は、移動局＃Ａが、複数回の報告によっ
て、Ｔ個のサービスタイプの報告過程を完成させた場合、ネットワークデバイス＃Ａは、
ｎ回の送信（例えば、ｎ個の構成情報によって）で、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ
集合の送信過程を完成させることができ、また、この場合において、ネットワークデバイ
ス＃Ａが第ｉ回の送信で伝送されるリソース割り当てパラメータ集合は、移動局＃Ａが第
ｉ回の報告で伝送されるサービスタイプに対応することが可能であり、それによって、移
動局＃Ａが毎回に一つのサービスタイプを報告する時に、移動局＃Ａは、当該第ｉ回で報
告された後の受信した（又は、移動局＃Ａが第ｉ回で受信された）リソース割り当てパラ
メータ集合を、当該第ｉ回で報告されたサービスタイプに対応するリソース割り当てパラ
メータ集合とすることができる。
【０１１６】
　そのため、移動局＃Ａは、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合を取得すること
ができる。
【０１１７】
　本発明の実施例において、ネットワークデバイスと移動局とが、サービスが生成される
前に、例えば、移動局がネットワークデバイスにアクセスする過程において、当該Ｎ個の
リソース割り当てパラメータ集合を伝送することによって、情報量の比較的に大きいリソ
ース割り当てパラメータ集合の伝送過程をサービスの発生前に行うことができ、それによ
って、サービスのアクセス過程を早めることができ、ユーザエクスペリエンスを改善する
ことができる。
【０１１８】
　選択肢として、当該Ｎ個のサービスタイプに一つの基本サービスタイプが含まれ、当該
基本サービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合は、周期スケジューリン
グに基づくサービス伝送のためのすべてのパラメータを含む。
【０１１９】
　具体的に、本発明の実施例において、当該Ｎ個のサービスタイプは、基本サービスタイ
プを含むことが可能であり、基本サービスタイプは、その対応するリソース割り当てパラ
メータ集合（以下、理解と区別がしやすいように、基本リソース割り当てパラメータ集合
と記述する）は、周期スケジューリングに基づくサービス伝送のためのすべてのパラメー
タを含むことが可能であり、例えば、上記の送信周期、受信周期、送信電力制御パラメー
タ、ＨＡＲＱプロセス数のうちのすべてのパラメータである。
【０１２０】
　また、本発明の実施例において、当該基本リソース割り当てパラメータ集合は、移動局
がサービス伝送する時に使用されるデフォルトパラメータとされても良く、即ち、移動局
が、ネットワークデバイスより指示されたサービス伝送時に使用されるリソース割り当て
パラメータ集合を受信していない場合、移動局は、デフォルト的に、当該基本リソース割
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り当てパラメータ集合に基づいて、サービス伝送を行うことが可能である。
【０１２１】
　また、選択肢として、当該第１リソース割り当てパラメータ集合が周期スケジューリン
グに基づくサービス伝送のための一部のパラメータを含む場合、当該第１移動局は、当該
第１リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、第１ターゲットリソースを利用して当
該第１サービスを伝送することは、
　当該第１移動局は、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、当該基本サ
ービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合と第１ターゲットリソースとを
確定し、当該第１サービスを伝送することを含む。
【０１２２】
　具体的に、本発明の実施例において、当該Ｎ個のサービスタイプは、一つ又は複数の非
基本サービスタイプを含むことが可能であり、非基本サービスタイプは、その対応するリ
ソース割り当てパラメータ集合（以下、理解と区別がしやすいように、非基本リソース割
り当てパラメータ集合と記述する）は、周期スケジューリングに基づくサービス伝送のた
めのすべて又は一部のパラメータを含むことが可能であり、例えば、上記の送信周期、受
信周期、送信電力制御パラメータ、ＨＡＲＱプロセス数のうちのすべて又は一部のパラメ
ータである。
【０１２３】
　移動局の伝送する必要があるサービスのサービスタイプが、非基本サービスタイプであ
り、且つ、当該非基本サービスタイプの対応する非基本リソース割り当てパラメータ集合
が、周期スケジューリングに基づくサービス伝送のための一部のパラメータを含む場合、
周期スケジューリングに基づくサービス伝送のすべてのパラメータ（即ち、基本リソース
割り当てパラメータ集合）をパラメータ集合αとし、当該非基本リソース割り当てパラメ
ータ集合内のパラメータをパラメータ集合βとする場合、パラメータ集合βは、パラメー
タ集合αの部分集合である。それによって、ネットワークデバイスと移動局とは、パラメ
ータ集合α内のパラメータ集合β以外のパラメータ、及び、パラメータ集合βに基づいて
、当該非基本サービスタイプのサービスを伝送することができる。
【０１２４】
　限定ではなく、例として、本発明の実施例をＶ２Ｖシステム又はＶ２Ｘシステムに適用
する場合、当該基本サービスタイプのサービスは、伝送位置、速度、軌跡など情報のサー
ビスを含むことが可能であり、当該非基本サービスタイプのサービスは、衝突アラートの
伝送、緊急停車アラートなど情報のサービスを含むことが可能である。
【０１２５】
　Ｓ２２０において、移動局＃Ａがサービス＃Ａ（即ち、第１サービスの一例である）を
アクセスする必要がある時に、当該移動局＃Ａは、当該ネットワークデバイス＃Ａに、ス
ケジューリング要求情報＃Ａを送信することができ、ここで、当該スケジューリング要求
情報＃Ａは、当該移動局＃Ａが、当該移動局＃Ａにサービス＃Ａに対する伝送ための伝送
リソース（例えば、周波数ドメインリソースなど）を割り当てることを、ネットワークデ
バイス＃Ａに要求するように指示するために用いられ、また、当該スケジューリング要求
情報に含まれる情報エレメントと送信方式は、従来技術と類似しており、ここで、重複を
避けるため、詳細を省略する。
【０１２６】
　また、移動局＃Ａは、当該ネットワークデバイス＃Ａに当該サービス＃Ａのサービスタ
イプ（即ち、サービス情報の一例である）の指示情報（即ち、第１指示情報の一例である
）を送信することができる。
【０１２７】
　ここで、当該サービス＃Ａのサービスタイプの指示情報は、スケジューリング要求情報
＃Ａに含まれても良く、スケジューリング要求情報＃Ａから独立しても良く、本発明では
特に限定しない。
【０１２８】
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　選択肢として、当該第１移動局が、当該ネットワークデバイスに第１指示情報を送信す
ることは、
　当該第１移動局はアップリンクデータチャネルを介して、当該ネットワークデバイスに
当該第１指示情報を含むデータパケットを送信することを含み、ここで、当該第１指示情
報が当該データパケットのメディアアクセス制御（ＭＡＣ）層にベアラされる。
【０１２９】
　具体的に、本発明の実施例において、移動局＃Ａは、アップリンクデータチャネルを介
して、当該サービス＃Ａのサービスタイプの指示情報をデータパケットにベアラし、ネッ
トワークデバイス＃Ａに送信することができ、限定ではなく、例として、当該サービス＃
Ａのサービスタイプの指示情報は、具体的に、データパケットのメディアアクセス制御（
ＭＡＣ、Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層にベアラしても良い。
【０１３０】
　選択肢として、当該第１移動局が、当該ネットワークデバイスに第１指示情報を送信す
ることは、
　当該第１移動局はアップリンク制御チャネルを介して、当該ネットワークデバイスに当
該第１指示情報を送信することを含む。
【０１３１】
　具体的に、本発明の実施例において、移動局＃Ａは、アップリンク制御チャネルを介し
て、当該サービス＃Ａのサービスタイプの指示情報をネットワークデバイス＃Ａに送信す
ることができる。
【０１３２】
　選択肢として、当該第１移動局が、当該ネットワークデバイスに第１指示情報を送信す
ることは、
　当該第１移動局は無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングによって、当該ネットワー
クデバイスに当該第１指示情報を送信することを含む。
【０１３３】
　具体的に、本発明の実施例において、移動局＃Ａは、ＲＲＣシグナリングによって、当
該サービス＃Ａのサービスタイプの指示情報をネットワークデバイス＃Ａに送信すること
ができる。
【０１３４】
　なお、上記に例として挙げた、移動局＃Ａが当該ネットワークデバイス＃Ａに当該サー
ビス＃Ａのサービスタイプの指示情報を送信する方法は例示的な説明に過ぎず、本発明は
それに限らず、その他の移動局がネットワークデバイスに情報を送信するために用いられ
ることができる方法は、すべて本発明の保護範囲内である。
【０１３５】
　限定ではなく、例として、本発明の実施例において、システムは、各サービスタイプに
、当該サービスタイプを一意的に示すことができる準静的セル無線ネットワーク識別子（
ＳＰＳ－Ｃ－ＲＮＴＩ）のようなサービスタイプ識別子を割り当てることができ、それに
よって、移動局＃Ａは、当該サービス＃Ａのサービスタイプのサービスタイプ識別子を、
第１指示情報とすることができる。
【０１３６】
　それによって、当該ネットワークデバイス＃Ａは、当該スケジューリング要求情報＃Ａ
に基づいて、当該移動局＃Ａに、伝送するための当該サービス＃Ａのリソース（即ち、第
１ターゲットリソース、以下、理解と説明がしやすいように、リソース＃Ａと記述する）
を割り当てることができる。
【０１３７】
　また、ネットワークデバイス＃Ａは、当該サービス＃Ａのサービスタイプの指示情報に
基づいて、当該サービス＃Ａのサービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集
合（即ち、第１リソース割り当てパラメータ集合の一例であり、以下、理解と説明がしや
すいように、リソース割り当てパラメータ集合＃Ａと記述する）を確定して使用すること
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ができる。
【０１３８】
　選択肢として、第１ターゲットリソースは、当該ネットワークデバイスが当該第１サー
ビスのサービスタイプ及び／又は当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、
当該第１移動局に割り当てられたものである。
【０１３９】
　具体的に、本発明の実施例において、当該ネットワークデバイス＃Ａは、当該リソース
割り当てパラメータ集合＃Ａに基づいて、上記のリソース＃Ａを確定することができ、限
定ではなく、例として、当該ネットワークデバイス＃Ａは、リソース割り当てパラメータ
集合＃Ａに基づいて、当該リソース＃Ａに対応する時間ドメインリソースが当該リソース
割り当てパラメータ集合＃Ａに指示された伝送周期内であることを確保することができる
。
【０１４０】
　又は、本発明の実施例において、当該ネットワークデバイス＃Ａは、当該サービス＃Ａ
のサービスタイプに基づいて、上記のリソース＃Ａを確定することができ、限定ではなく
、例として、当該ネットワークデバイス＃Ａは、当該第１サービスのサービスタイプに基
づいて、当該リソース＃Ａに対応する時間ドメインリソースが、サービス＃Ａのサービス
タイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合（即ち、リソース割り当てパラメータ
集合＃Ａ）により指示された伝送周期内であることを確定することができる。
【０１４１】
　なお、上記に例として挙げた、ネットワークデバイスが、通信時に使用されるリソース
割り当てパラメータに基づいてリソースを割り当てる方式は、例示的な説明に過ぎず、本
発明はそれに限らず、通信時に使用されるリソース割り当てパラメータに基づいてリソー
スを割り当てることができるその他の方法は、本発明の保護範囲内である。
【０１４２】
　また、本発明の実施例において、上記の第１指示情報として、当該サービス＃Ａのサー
ビス識別子を列挙しても良く、ここで、一つのサービスのサービス識別子は、一つのサー
ビスを一意的に示すために用いられる。それによって、ネットワークデバイス＃Ａは、当
該サービス＃Ａのサービス識別子に基づいて、移動局＃Ａがサービス＃Ａにアクセスしよ
うとしていることを確定し、上記に記載されているように、取得したサービスタイプテー
ブル＃Ａ（即ち、第１マッピング情報の一例である）に基づいて、当該サービス＃Ａに対
応するリソース割り当てパラメータ集合＃Ａをサーチする。
【０１４３】
　それによって、ネットワークデバイス＃Ａは、サービス＃Ａを伝送するためのリソース
割り当てパラメータ集合＃Ａとリソース＃Ａを確定することができる。
【０１４４】
　また、ネットワークデバイスは、当該リソース＃Ａの指示情報（又は、リソーススケジ
ューリング情報、即ち、第２指示情報の一例である）を移動局＃Ａに送信することができ
る。
【０１４５】
　それによって、Ｓ２３０において、移動局＃Ａは、当該リソース＃Ａの指示情報を取得
することができる。
【０１４６】
　Ｓ２４０において、移動局＃Ａは、サービス＃Ａのサービスタイプに対応するリソース
割り当てパラメータ集合＃Ａを確定することができ、当該リソース割り当てパラメータ集
合＃Ａとリソース＃Ａに基づいて、当該サービス＃Ａを伝送する。
【０１４７】
　例えば、移動局＃Ａは、当該リソース割り当てパラメータ集合＃Ａにより指示された送
信周期内において、リソース＃Ａを使用して、ネットワークデバイス＃Ａ又はその他の通
信デバイスにサービス＃Ａのデータを送信することができる。



(25) JP 6957467 B2 2021.11.2

10

20

30

40

50

【０１４８】
　さらに、例えば、移動局＃Ａは、当該リソース割り当てパラメータ集合＃Ａにより指示
された受信周期内において、リソース＃Ａを使用して、ネットワークデバイス＃Ａ又はそ
の他の通信デバイスより送信されたサービス＃Ａのデータを受信することができる。
【０１４９】
　さらに、例えば、移動局＃Ａがサービス＃Ａのデータを送信する時に、送信電力を、リ
ソース割り当てパラメータ集合＃Ａにより指示された送信電力制御パラメータより低める
ことができる。
【０１５０】
　さらに、例えば、移動局＃Ａは、リソース割り当てパラメータ集合＃Ａにより指示され
たＨＡＲＱプロセス数を使用して、サービス＃Ａのデータの再送を行うことができる。
【０１５１】
　以下において、本発明の実施例において、移動局＃Ａが当該リソース割り当てパラメー
タ集合＃Ａを確定する方法と過程に対して詳しく説明する。
【０１５２】
　本発明の実施例において、移動局＃Ａが、Ｓ２１０においてネットワークデバイス＃Ａ
から取得したＮ個のリソース割り当てパラメータ集合に相関する情報は、当該Ｎ個のリソ
ース割り当てパラメータ集合のみを指示する指示情報（即ち、方式１）であっても良く、
又は、移動局＃Ａが、Ｓ２１０においてネットワークデバイス＃Ａから取得したＮ個のリ
ソース割り当てパラメータ集合に相関する情報は、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメー
タ集合とＭ個のサービスタイプとを指示する指示情報（即ち、方式２）であっても良い。
【０１５３】
　以下において、方式１と方式２のそれぞれにおいて、移動局＃Ａが当該リソース割り当
てパラメータ集合＃Ａを確定する方法と過程に対して詳しく説明する。
【０１５４】
　方式１
　選択肢として、当該方法は、
　当該第１移動局は、当該ネットワークデバイスより送信された第３指示情報を受信する
ことをさらに含み、当該第３指示情報が、第１移動局が当該第１リソース割り当てパラメ
ータ集合を利用して当該第１サービスを伝送するように指示するために用いられ、また、
　当該第１移動局は、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合から、当該第１リソー
ス割り当てパラメータ集合を確定することは、
　当該第１移動局は、当該第３指示情報に基づいて、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメ
ータ集合から、当該第１リソース割り当てパラメータ集合を取得することを含む。
【０１５５】
　具体的に、本発明の実施例において、ネットワークデバイス＃Ａが、上記のリソース割
り当てパラメータ集合＃Ａを確定した後に、当該リソース割り当てパラメータ集合＃Ａの
指示情報（即ち、第３指示情報の一例である）を移動局＃Ａに送信することができる。
【０１５６】
　限定ではなく、例として、本発明の実施例において、下記の情報を当該リソース割り当
てパラメータ集合＃Ａの指示情報とすることができる。
【０１５７】
　即ち、選択肢として、当該第１移動局が、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソース
割り当てパラメータ集合を取得することは、
　当該第１移動局は、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集
合とＮ個のインデックス識別子との１対１の対応関係を取得することを含み、また、
　当該第３指示情報が、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に対応するインデック
ス識別子を含む。
【０１５８】
　具体的に、ネットワークデバイス＃Ａは、移動局＃Ａに上記のＮ個のリソース割り当て
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パラメータ集合を送信する時に、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合と、各リソ
ース割り当てパラメータ集合のインデックス識別子とが記録されているインデックステー
ブル＃Ａを送信する。
【０１５９】
　それによって、ネットワークデバイス＃Ａが、上記の前記確定したリソース割り当てパ
ラメータ集合＃Ａを使用して当該サービス＃Ａを伝送するように移動局＃Ａに指示する時
に、当該移動局＃Ａに当該リソース割り当てパラメータ集合＃Ａのインデックス識別子（
以下、理解と区別がしやすいため、インデックス識別子＃Ａと記述する）を送信すること
ができる。
【０１６０】
　それによって、移動局＃Ａは、当該インデックス識別子＃Ａに基づいて、上記のインデ
ックステーブル＃Ａから、当該インデックス識別子＃Ａに指示されたリソース割り当てパ
ラメータ集合、即ち、リソース割り当てパラメータ集合＃Ａを検索して見つけることがで
きる。
【０１６１】
　限定ではなく、例として、本発明の実施例において、以下の情報を採用してインデック
ス識別子とすることができる。
【０１６２】
　即ち、選択肢として、当該インデックス識別子は、番号又は無線ネットワーク一時識別
子（ＲＮＴＩ）を含む。
【０１６３】
　具体的に、本発明の実施例において、ネットワークデバイス＃Ａは、上記Ｎ個のリソー
ス割り当てパラメータ集合のうちの各リソース割り当てパラメータ集合に、一つの番号（
即ち、インデックス識別子の一例である）を割り当てることができ、即ち、インデックス
テーブル＃Ａに、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合、及びＮ個のリソース割り当て
パラメータ集合のインデックス識別子が記録されている。それによって、ネットワークデ
バイス＃Ａが、上記に記載されているように確定したリソース割り当てパラメータ集合＃
Ａを使用して、当該サービス＃Ａを伝送するように、移動局＃Ａに指示しようとするとき
に、当該移動局＃Ａに、当該リソース割り当てパラメータ集合＃Ａの番号を送信すること
ができ、そのため、移動局＃Ａは、リソース割り当てパラメータ集合＃Ａの番号に基づい
て、インデックステーブル＃Ａから、当該リソース割り当てパラメータ集合＃Ａを確定す
ることができる。
【０１６４】
　又は、本発明の実施例において、ネットワークデバイス＃Ａは、上記Ｎ個のリソース割
り当てパラメータ集合のうちの各リソース割り当てパラメータ集合に、一つの無線ネット
ワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）（即ち、インデックス識別子の別の一例である）を割り当
てることができ、ここで、一つの無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ：Ｒａｄｉｏ　
Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）は、一つのリソース割り当てパラ
メータ集合に一意的に対応し、即ち、インデックステーブル＃Ａに、Ｎ個のリソース割り
当てパラメータ集合、及び各リソース割り当てパラメータ集合に対応するＲＮＴＩが記録
されている。それによって、ネットワークデバイス＃Ａが、上記に記載されているように
確定したリソース割り当てパラメータ集合＃Ａを使用して当該サービス＃Ａを伝送するよ
うに、移動局＃Ａに指示しようとするときに、当該移動局＃Ａに当該リソース割り当てパ
ラメータ集合＃Ａに対応するＲＮＴＩを送信することができ、さらに、移動局＃Ａは、リ
ソース割り当てパラメータ集合＃Ａに対応するＲＮＴＩに基づいて、インデックステーブ
ル＃Ａから、当該リソース割り当てパラメータ集合＃Ａを確定することができる。
【０１６５】
　ネットワークデバイスがインデックス識別子を送信することによって、サービス伝送時
に使用されるリソース割り当てパラメータ集合を、移動局に指示し、それによって、イン
タラクションを行うための情報の情報量を大幅に減少することができ、リソースの専用率
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を低減し、情報インタラクションの時間を短縮することができ、さらにユーザ体験を改善
することができる。
【０１６６】
　なお、上記に例として挙げた、第３指示情報とする情報は、例示的な説明に過ぎず、本
発明はそれに限らず、その他のネットワークデバイスと移動局は、同一のリソース割り当
てパラメータ集合を一意的に確定することができる情報は、本発明の範囲内である。
【０１６７】
　限定ではなく、例として、本発明の実施例において、ネットワークデバイス＃Ａは、下
記の方式で、移動局＃Ａに第３指示情報を送信することができる。
【０１６８】
　即ち、選択肢として、当該第１移動局は、ダウンリンク制御チャネルを介して、当該ネ
ットワークデバイスより送信された第３指示情報を受信する。
【０１６９】
　具体的に、本発明の実施例において、ネットワークデバイス＃Ａは、当該第３指示情報
を制御シグナリングとし、ダウンリンク制御チャネルを介して移動局＃Ａに当該第３指示
情報を送信することができる。
【０１７０】
　ここで、選択肢として、当該第１移動局は、ダウンリンク制御チャネルを介して、当該
ネットワークデバイスより送信された第３指示情報を受信することは、
　当該第１移動局は、当該ダウンリンク制御チャネル内の第１リザーブリソースを介して
、当該第３指示情報を受信することを含む。
【０１７１】
　具体的に、本発明の実施例において、当該第３指示情報をベアラするための時間周波数
リソースは、現在の通信プロトコル又は基準に定められたダウンリンク制御チャネル内の
リザーブした時間周波数リソース（即ち、第１リザーブリソースの一例である）であって
も良く、即ち、ネットワークデバイス＃Ａは、当該第３指示情報を当該リザーブした時間
周波数リソースにベアラして送信することができ、それによって、移動局＃Ａが当該リザ
ーブした時間周波数リソースに情報が含まれることを検出した場合、当該情報を第３指示
情報とすることができる。
【０１７２】
　選択肢として、当該第１移動局は、ダウンリンク制御チャネルを介して、当該ネットワ
ークデバイスより送信された第３指示情報を受信することは、
　当該第１移動局は、第１予め設定されたフォーマットを確定し、当該ダウンリンク制御
チャネル内の、フォーマットが当該第１予め設定されたフォーマットである情報を当該第
３指示情報とすることを含む。
【０１７３】
　具体的に、本発明の実施例において、プロトコルの規定又はネゴシエーションを行うこ
となどによって、ネットワークデバイスと移動局とは、特定のフォーマット（即ち、第１
予め設定されたフォーマットの一例である）を確定することができ、即ち、ネットワーク
デバイス＃Ａは、当該第３指示情報を当該特定のフォーマットとしてカプセルし、ダウン
リンク制御チャネルにベアラして送信することができ、それによって、移動局＃Ａが、ダ
ウンリンク制御チャネルに当該特定のフォーマットがベアラされる情報を検出した場合、
当該情報と第３指示情報とすることができる。
【０１７４】
　選択肢として、当該第１移動局は、ダウンリンク制御チャネルを介して、当該ネットワ
ークデバイスより送信された第３指示情報を受信することは、
　当該第１移動局は、第１予め設定された無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を確
定し、当該ダウンリンク制御チャネル内の、当該第１予め設定されたＲＮＴＩを含む情報
を当該第３指示情報とすることを含む。
【０１７５】
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　具体的に、本発明の実施例において、プロトコルの規定又はネゴシエーションを行うこ
となどによって、ネットワークデバイスと移動局とは、特定のＲＮＴＩ（即ち、第１予め
設定されたＲＮＴＩの一例である）を確定することができ、即ち、ネットワークデバイス
＃Ａは、当該特定のＲＮＴＩを第３指示情報にカプセルし、ダウンリンク制御チャネルに
ベアラして送信することができ、それによって、移動局＃Ａがダウンリンク制御チャネル
に当該特定のＲＮＴＩを含む情報を検出した時に、当該情報を第３指示情報とすることが
できる。
【０１７６】
　また、本発明の実施例において、当該第３指示情報をアクティブ化情報とすることがで
き、即ち、移動局＃Ａは、当該第３指示情報を受信した後に、当該第３指示情報に指示さ
れたリソース割り当てパラメータ集合（ここで、リソース割り当てパラメータ集合＃Ａで
ある）によってサービスを伝送する必要があると、受け取ることができる。
【０１７７】
　方式２
　選択肢として、当該第１移動局は、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソース割り当
てパラメータ集合を取得することは、
　当該第１移動局は、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集
合とＭ個のサービスタイプとの対応関係を取得すること、を含み、ここで、Ｍ≧Ｎであり
、当該Ｍ個のサービスタイプのうちの各サービスタイプが、一つのリソース割り当てパラ
メータ集合に対応し、また、
　当該第１移動局は、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合から、当該第１リソー
ス割り当てパラメータ集合を取得することは、
　当該第１移動局は、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個のサービスタイプと
の対応関係と、当該第１サービスのサービスタイプとに基づいて、当該Ｎ個のリソース割
り当てパラメータ集合から、当該第１リソース割り当てパラメータ集合を取得することを
含む。
【０１７８】
　具体的に、本発明の実施例において、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合に相
関する情報は、Ｍ個のサービスタイプと当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合との
マッピング関係を示すためのリソース割り当てパラメータ集合テーブル＃Ｘであっても良
く、ここで、当該リソース割り当てパラメータ集合テーブル＃Ｘに、記録しているＭ個の
サービスタイプと当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とのマッピング関係は、上
記ネットワークデバイス＃Ａに記憶されているリソース割り当てパラメータ集合テーブル
＃Ａに記録しているＭ個のサービスタイプと当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合
とのマッピング関係と、一致している。そのため、移動局＃Ａとネットワークデバイス＃
Ａとによって確定したのは、当該サービス＃Ａのサービスタイプに対応するリソース割り
当てパラメータ集合と一致することを確保することができる。
【０１７９】
　それによって、移動局＃Ａは、サービス＃Ａにアクセスしようとするときに、当該サー
ビス＃Ａのサービスタイプに基づいて、当該リソース割り当てパラメータ集合テーブル＃
Ｘから、当該サービス＃Ａのサービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合
（即ち、上記リソース割り当てパラメータ集合＃Ａ）をサーチすることができる。
【０１８０】
　なお、上記に例として挙げた移動局＃Ａがリソース割り当てパラメータ集合＃Ａを確定
する方法と過程は、例示的な説明に過ぎず、本発明はそれに限らず、例えば、移動局＃Ａ
が毎回一つのサービスタイプを報告する時に、移動局＃Ａは、当該第ｉ回に報告した時に
受信された（又は、移動局＃Ａが第ｉ回に受信された）リソース割り当てパラメータ集合
を、当該第ｉ回に報告したサービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合と
することができる。そのため、移動局＃Ａは、情報の送受信順序に基づいて、Ｎ個のリソ
ース割り当てパラメータ集合とＭ個のサービスタイプとの対応関係を確定することができ
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、当該対応関係に基づいて、当該サービス＃Ａのサービスタイプに対応するリソース割り
当てパラメータ集合（即ち、上記リソース割り当てパラメータ集合＃Ａである）を確定す
ることができる。
【０１８１】
　選択肢として、当該方法は、
　当該第１移動局は、当該第１サービスを伝送する時間帯内において、当該第１リソース
割り当てパラメータ集合以外のリソース割り当てパラメータ集合に基づくサービス伝送を
避けることをさらに含む。
【０１８２】
　具体的に、本発明の実施例において、ネットワークデバイス＃Ａが、移動局＃Ａが一つ
以上のリソース割り当てパラメータ集合を使用してサービスを伝送するようにトリガーす
る時に、移動局＃Ａは、同一の時間帯（又は、同様な基本時間割り当てユニット）におい
て、一つのみのリソース割り当てパラメータ集合を採用してサービス伝送を行うことがで
きる。
【０１８３】
　例えば、ネットワークデバイス＃Ａの指示によって、移動局＃Ａがリソース割り当てパ
ラメータ集合＃Ａに基づいて、サービス＃Ａを伝送する時に、リソース割り当てパラメー
タ集合＃Ａ以外のリソース割り当てパラメータ集合に基づいて、サービス伝送を行うこと
を避ける（又は禁止）ことができる。
【０１８４】
　又は、プロトコルの規定又は工場出荷時の設定などによって、移動局＃Ａがリソース割
り当てパラメータ集合＃Ａに基づいて、サービス＃Ａを伝送する時に、リソース割り当て
パラメータ集合＃Ａ以外のリソース割り当てパラメータ集合に基づいて、サービス伝送を
行うことを避ける（又は禁止）ことができる。
【０１８５】
　選択肢として、当該方法は、
　当該第１移動局は、当該ネットワークデバイスより送信された第４指示情報を受信する
ことと、
　当該第１移動局は、当該第４指示情報に基づいて、当該第１リソース割り当てパラメー
タ集合に基づくサービス伝送を停止することと、
　をさらに含み、当該第４指示情報は、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づ
くサービス伝送を停止するように当該第１移動局に指示するために用いられる。
【０１８６】
　具体的に、本発明の実施例において、ネットワークデバイス＃Ａが、移動局＃Ａに、上
記リソース割り当てパラメータ集合＃Ａに基づくサービス伝送を停止させる必要があると
確定した（例えば、サービス＃Ａが伝送完了、又はその他のリソース割り当てパラメータ
集合に基づいて、より緊急のサービスを伝送する必要がある）時に、上記リソース割り当
てパラメータ集合＃Ａに基づくサービス伝送を停止するように移動局＃Ａに指示するため
の情報（即ち、第４指示情報の一例である）を、移動局＃Ａに送信することができる。
【０１８７】
　限定ではなく、例として、本発明の実施例において、第４指示情報に、当該リソース割
り当てパラメータ集合＃Ａのインデックス識別子を含むことができる。
【０１８８】
　限定ではなく、例として、本発明の実施例において、ネットワークデバイス＃Ａは、下
記の方式で、移動局＃Ａに第４指示情報を送信することができる。
【０１８９】
　即ち、選択肢として、当該第１移動局はダウンリンク制御チャネルを介して、当該ネッ
トワークデバイスより送信された第４指示情報を受信することは、
　当該第１移動局は当該ダウンリンク制御チャネル内の第２リザーブリソースによって、
当該第４指示情報を受信すること、又は、
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　当該第１移動局は、第２予め設定されたフォーマットを確定し、当該ダウンリンク制御
チャネル内の、フォーマットが当該第２予め設定されたフォーマットである情報を当該第
４指示情報とすること、又は、
　当該第１移動局は第２予め設定されたＲＮＴＩを確定し、当該ダウンリンク制御チャネ
ル内の、当該第２予め設定されたＲＮＴＩを含む情報を当該第４指示情報とすること、を
含む。
【０１９０】
　具体的に、本発明の実施例において、ネットワークデバイス＃Ａは、当該第４指示情報
を制御シグナリングとし、ダウンリンク制御チャネルを介して移動局＃Ａに当該第４指示
情報を送信することができる。
【０１９１】
　ここで、選択肢として、当該第１移動局はダウンリンク制御チャネルを介して、当該ネ
ットワークデバイスより送信された第４指示情報を受信することは、
　当該第１移動局は、当該ダウンリンク制御チャネル内の第１リザーブリソースを介して
、当該第４指示情報を受信することを含む。
【０１９２】
　具体的に、本発明の実施例において、当該第４指示情報をベアラするための時間周波数
リソースは、現行の通信プロトコル又は基準に定めれたダウンリンク制御チャネル内のリ
ザーブした時間周波数リソース（即ち、第２リザーブリソースの一例である）であっても
良く、即ち、ネットワークデバイス＃Ａは、当該第４指示情報を当該リザーブした時間周
波数リソースにベアラして送信することができ、それによって、移動局＃Ａが当該リザー
ブした時間周波数リソースに情報が含まれることを検出した場合、当該情報を第４指示情
報とすることができる。
【０１９３】
　又は、本発明の実施例において、プロトコルの規定又はネゴシエーションを行うことな
どによって、ネットワークデバイスと移動局とは、特定のフォーマット（即ち、第２予め
設定されたフォーマットの一例である）を確定することができ、即ち、ネットワークデバ
イス＃Ａは、当該第４指示情報を当該特定のフォーマットとしてカプセルすることができ
、ダウンリンク制御チャネルにベアラして送信することができ、それによって、移動局＃
Ａがダウンリンク制御チャネルに当該特定のフォーマットがベアラされている情報を検出
した場合、当該情報を第４指示情報とすることができる。
【０１９４】
　又は、本発明の実施例において、プロトコルの規定又はネゴシエーションを行うことな
どによって、ネットワークデバイスと移動局とは、特定のＲＮＴＩ（即ち、第２予め設定
されたＲＮＴＩの一例である）を特定することができ、即ち、ネットワークデバイス＃Ａ
は、当該特定のＲＮＴＩを第４指示情報にカプセルし、ダウンリンク制御チャネルにベア
ラして送信することができ、それによって、移動局＃Ａがダウンリンク制御チャネルに当
該特定のＲＮＴＩの情報がベアラされていることを検出した場合、当該情報を第４指示情
報とすることができる。
【０１９５】
　また、本発明の実施例において、当該第４指示情報は、非アクティブ化情報とされるこ
とが可能であり、即ち、移動局＃Ａは、当該第４指示情報を受信した後に、当該第４指示
情報に指示されたリソース割り当てパラメータ集合（ここで、リソース割り当てパラメー
タ集合＃Ａである）によってサービスを伝送することを避ける（又は、禁止）必要がある
と、受け取ることができる。
【０１９６】
　図３は、サービス伝送方法の一つの例の概略的なインタラクション図である。図３に示
すように、
　Ｓ３０１において、移動局＃Ａは、例えば、アクセス過程において、例えば、ＲＲＣシ
グナリングを介してネットワークデバイス＃Ａに当該移動局＃Ａのサポート可能な多種の
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サービスタイプを報告することができる。
【０１９７】
　Ｓ３０５において、ネットワークデバイス＃Ａは、当該移動局＃Ａのサポート可能な多
種のサービスタイプに基づいて、多種のリソース割り当てパラメータ集合を確定すること
ができ、例えば、ＲＲＣシグナリングを介して当該多種のリソース割り当てパラメータ集
合を移動局＃Ａに送信することができる。
【０１９８】
　Ｓ３１０において、移動局＃Ａが、サービス＃Ａ（又は、サービス＃Ａの生成時）を伝
送しようとするときに、移動局＃Ａは、例えば、ＲＲＣシグナリング又は制御チャネルを
介して、ネットワークデバイス＃Ａにサービス＃Ａのサービスタイプの指示情報とスケジ
ューリング要求情報とを送信することができる。
【０１９９】
　Ｓ３１５において、ネットワークデバイス＃Ａは、当該サービス＃Ａのサービスタイプ
に対応するリソース割り当てパラメータ集合＃Ａを確定することができ、また、スケジュ
ーリング要求情報（又は、スケジューリング要求情報とリソース割り当てパラメータ集合
＃Ａ）に基づいて、サービス＃Ａをベアラするためのリソース＃Ａを確定することができ
、例えば、ダウンリンク制御チャネルを介して、当該リソース割り当てパラメータ集合＃
Ａの指示情報（例えば、リソース割り当てパラメータ集合＃Ａのインデックス識別子）と
リソース＃Ａの指示情報とを移動局＃Ａに送信することができる。
【０２００】
　なお、当該多種のリソース割り当てパラメータ集合は、基本リソース割り当てパラメー
タ集合を含むことができ、また、リソース割り当てパラメータ集合＃Ａが基本リソース割
り当てパラメータ集合である場合、ネットワークデバイス＃Ａは、当該リソース割り当て
パラメータ集合＃Ａの指示情報を送信しなくても良く、即ち、移動局＃Ａは、サービスタ
イプの指示情報を送信した後に、所定時間内において、リソース割り当てパラメータ集合
の指示情報を受信していない場合、基本リソース割り当てパラメータ集合を使用してサー
ビス＃Ａを伝送することを確定することができる。
【０２０１】
　Ｓ３２０において、移動局＃Ａは、当該リソース割り当てパラメータ集合＃Ａに基づい
て、リソース＃Ａを使用して、（例えば、当該ネットワークデバイス＃Ａと伝送する）サ
ービス＃Ａを伝送することができる。
【０２０２】
　Ｓ３２５において、例えば、当該サービス＃Ａが伝送完了後に、ネットワークデバイス
＃Ａは、当該リソース割り当てパラメータ集合＃Ａに基づくサービス伝送を停止するよう
に、移動局＃Ａに指示することができる。
【０２０３】
　なお、上記に例として挙げたサービス＃Ａのサービスタイプは、リソース割り当てパラ
メータ集合＃Ａを確定するための情報（即ち、サービス＃Ａのサービス情報）の一例に過
ぎず、本発明では特に限定しない。リソース割り当てパラメータ集合とマッピング関係を
有し、リソースパラメータ集合を確保することができるその他の情報は、本発明の範囲内
であり、限定ではなく、例として、当該サービス情報は、サービスタイプ以外に、例えば
、サービスの遅延要求、サービスの伝送速度要求、サービスの緊急度、サービスのサービ
ス品質要求、サービスのデータパケットの優先順位、サービスのロジックチャネルのイン
デックスなどのいろいろな情報を含むことができる。以下において、同様又は類似的な記
載を省略する。
【０２０４】
　本発明の実施例によるサービス伝送方法は、第１移動局とネットワークデバイスとの事
前のネゴシエーションによって、複数個のリソース割り当てパラメータ集合を確定し、当
該複数個のリソース割り当てパラメータ集合は、多種の準静的スケジューリング方式にそ
れぞれ対応しており、それによって当該第１移動局と当該ネットワークデバイスとが第１
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サービスを伝送する必要がある時に、当該第１移動局とネットワークデバイスとは、当該
第１サービスのサービスタイプに基づいて、当該複数個のＮ個のリソース割り当てパラメ
ータ集合から、当該第１サービスのサービスタイプに対応する第１リソース割り当てパラ
メータ集合を確定し、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、当該第１サ
ービスを伝送する。それによって異なるサービスで準静的スケジューリングに対して異な
る要求を柔軟、迅速に対応することができる。
【０２０５】
　図４に示されているのは、第１移動局を視点とする本発明による別の一つの実施例にお
けるアップリンクデータ伝送方法４００の概略的なフローチャートであり、図４に示すよ
うに、当該方法４００は、Ｓ４１０～Ｓ４４０を含む。
【０２０６】
　Ｓ４１０において、第１移動局は、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合を取得し、
ここで、各リソース割り当てパラメータ集合が、少なくとも一つのリソース割り当てパラ
メータを含み、Ｎ≧２である。
【０２０７】
　Ｓ４２０において、当該第１移動局は、第２サービスのサービスタイプに基づいて、当
該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合から、当該第２サービスのサービスタイプに適
合する第２リソース割り当てパラメータ集合を確定し、当該第１移動局は、第２ターゲッ
トリソースを確定する。
【０２０８】
　Ｓ４３０において、当該第１移動局は、第２移動局に、当該第２リソース割り当てパラ
メータ集合の指示情報と第２ターゲットリソースの指示情報とを送信する。
【０２０９】
　Ｓ４４０において、当該第１移動局は、当該第２リソース割り当てパラメータ集合に基
づいて、当該第２ターゲットリソースを使用して、当該第２移動局と当該第２サービスを
伝送する。
【０２１０】
　まず、本発明の実施例に使用されるリソース割り当てパラメータに対して詳しく説明す
る。
【０２１１】
　本発明の実施例において、当該リソース割り当てパラメータは、周期性のリソーススケ
ジューリング（又は、周期性のリソース割り当て）に用いられ、又は、当該リソース割り
当てパラメータは、周期性のリソーススケジューリングに相関するパラメータであっても
良い。限定ではなく、例として、各リソース割り当てパラメータ集合内のリソース割り当
てパラメータは、送信周期、受信周期、送信電力制御パラメータ、合成型自動再送要求（
ＨＡＲＱ）プロセス数のうちの少なくとも一つのパラメータを含む。
【０２１２】
　具体的に、送信周期は、移動局が一回又は複数回にデータ又は情報などを送信するのに
使用される時間ドメインリソースの大きさを指しても良く、限定ではなく、例として、当
該送信周期は、移動局がデータ又は情報などを送信するのに使用する連続的な伝送時間間
隔（ＴＴＩ：Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）の数を指しても
良い。
【０２１３】
　なお、本発明の実施例において、当該移動局がデータ又は情報を送信する対象は、ネッ
トワークデバイスであっても良く、その他の移動局などであっても良く、本発明では特に
限定しない。移動局がデータ又は情報を送信する対象が、ネットワークデバイスである場
合、当該送信周期は、アップリンク伝送の周期であっても良い。また、送信周期が移動局
「複数回」にデータ又は情報を送信するのに使用する周期を含む場合、毎回の送信過程に
対応する周期の大きさは同じであっても良く、異なっても良く、本発明では特に限定しな
い。
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【０２１４】
　受信周期、移動局が一回又は複数回にデータ又は情報などを受信するのに使用される時
間ドメインリソースの大きさであっても良く、限定ではなく、例として、当該受信周期は
、移動局がデータ又は情報などを受信するのに使用される連続的なＴＴＩの数を指しても
良い。
【０２１５】
　なお、本発明の実施例において、当該移動局の受信するデータ又は情報の元は、ネット
ワークデバイスであっても良く、その他の移動局などであっても良く、本発明では特に限
定しない。移動局の受信するデータ又は情報の元がネットワークデバイスである場合、当
該送信周期は、ダウンリンク伝送の周期であっても良い。また、受信周期が、移動局が「
複数回」にデータ又は情報を受信する時に使用される周期を含む場合、毎回の受信過程に
対応する周期の大きさは同じであっても良く、異なっても良く、本発明では特に限定しな
い。
【０２１６】
　送信電力制御パラメータは、移動局が一回又は複数回にデータ又は情報などを送信する
のに使用される送信電力と相関するパラメータであり、限定ではなく、例として、本発明
の実施例において、当該送信電力制御パラメータは、移動局が使用できる送信電力の最大
値であっても良い。
【０２１７】
現在、通常Ｓｔｏｐ－ａｎｄ－ｗａｉｔ合成型自動再送要求（ＨＡＲＱ：Ｈｙｂｒｉｄ　
Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）プロトコルを使用しており、対応
するＨＡＲＱのプロセス数を設定する必要がある。あるＨＡＲＱプロセスのフィードバッ
ク情報を待つ過程において、その他のアイドルプロセスを継続して使用してデータパケッ
トを伝送することができる。ＨＡＲＱの最小のＲＴＴ（Ｒｏｕｎｄ　Ｔｒｉｐ　Ｔｉｍｅ
）は、一回にデータパケットを伝送する過程の完成時間と定義され、一つのデータパケッ
トの送信側での送信を開始し、受信側で受信した後に、結果フィードバックのＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫシグナリングに基づいて、送信側がＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を復調処理後に、次のフ
レームを確定して、再送又は新たなデータパケットを伝送する全過程を含む。ＨＡＲＱの
プロセス数とＨＡＲＱの最小ＲＴＴ時間とは緊密に相関している。周波数分割複信（ＦＤ
Ｄ：Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）において、それのＨ
ＡＲＱのプロセス数は、ＨＡＲＱの最小ＲＴＴ時間内に含まれるサブフレームの数と等し
い。時分割複信（ＴＤＤ：Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）において
、それのＨＡＲＱのプロセス数は、ＨＡＲＱの最小ＲＴＴ時間内に含まれる同一送信方向
のサブフレームの数である。
【０２１８】
　なお、上記に例として挙げたリソース割り当てパラメータに含まれる具体的なパラメー
タは、単なる例示的な説明に過ぎず、本発明はそれに限らず、その他の周期性のリソース
スケジューリング又は周期性のリソース割り当てに相関するパラメータは、本発明の範囲
である。
【０２１９】
　なお、本発明の実施例において、一つのリソース割り当てパラメータ集合に含まれるリ
ソース割り当てパラメータの種類は特に限定されず、例えば、一つのリソース割り当てパ
ラメータ集合は、上記に例として挙げたすべてのリソース割り当てパラメータを含むこと
が可能であり、又は一つのリソース割り当てパラメータ集合は、上記に例として挙げた一
部のリソース割り当てパラメータを含むことが可能であり、また、後文の「Ｎ個のリソー
ス割り当てパラメータ集合」のうちの各リソース割り当てパラメータ集合に含まれるリソ
ース割り当てパラメータの種類と数は、同じであっても良く異なっても良く、本発明では
特に限定しない。
【０２２０】
　Ｓ４１０において、移動局＃Ｂ（即ち、第１移動局の一例である）は、Ｎ個の（Ｎ≧２
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であり）リソース割り当てパラメータ集合を取得することができる。
【０２２１】
　選択肢として、当該第１移動局は、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合を取得する
ことは、
　第１移動局は、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個のサービスタイプとの対
応関係を取得することを含み、ここで、当該Ｍ個のサービスタイプのうちの各サービスタ
イプが、一つのリソース割り当てパラメータ集合に対応し、Ｍ≧Ｎである。
【０２２２】
　具体的に、本発明の実施例において、移動局＃Ｂは、Ｎ個のリソース割り当てパラメー
タ集合とＭ個のサービスタイプとのマッピング関係を記録しているリソース割り当てパラ
メータ集合テーブル＃Ｙを取得することができる。
【０２２３】
　なお、上記に例として挙げた、当該第１移動局のＮ個のリソース割り当てパラメータ集
合を取得する方式は、例示的な説明に過ぎず、本発明はそれに限らず、例えば、第１移動
局は、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合自身を取得しても良い。以下、理解と説明
がしやすいように、特別に説明していない場合、リソース割り当てパラメータ集合テーブ
ル＃Ｙを取得する過程を例として、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合を取得す
る過程に対して説明する。
【０２２４】
　本発明の実施例において、当該リソース割り当てパラメータ集合テーブル＃Ｙ（即ち、
Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合の一例である）は、工場出荷時の設定として、移
動局＃Ｂに予め設定することができる。
【０２２５】
　即ち、選択肢として、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個のサービスタ
イプとの対応関係は、当該第１移動局に予め設定する。
【０２２６】
　又は、本発明の実施例において、移動局＃Ｂは、ネットワークにアクセスする時に、そ
れにサービスするネットワークデバイス（以下、理解と区別がしやすいように、ネットワ
ークデバイス＃Ｂと記述する）から、当該リソース割り当てパラメータ集合テーブル＃Ｙ
を取得することができる。
【０２２７】
　即ち、選択肢として、当該第１移動局は、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ
個のサービスタイプとの対応関係を取得することは、
　第１移動局は、ネットワークデバイスから、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集
合とＭ個のサービスタイプとの対応関係を取得することを含む。
【０２２８】
　限定ではなく、例として、移動局＃Ｂは、下記の過程によってネットワークデバイス＃
Ｂから当該リソース割り当てパラメータ集合テーブル＃Ｙを取得することができる。
【０２２９】
　即ち、選択肢として、第１移動局は、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合を取得す
る前に、当該方法は、
　当該ネットワークデバイスが当該Ｔ個のサービスタイプに基づいて、当該Ｎ個のリソー
ス割り当てパラメータ集合を確定し、またそれを当該移動局に送信することができるよう
に、第１移動局は、当該ネットワークデバイスに当該第１移動局のサポート可能なＴ個の
サービスタイプを報告することをさらに含み、ここで、当該Ｔ個のサービスタイプのうち
の各サービスタイプが、一つのリソース割り当てパラメータ集合に対応し、Ｔ≧Ｎである
。
【０２３０】
　具体的に、本発明の実施例において、当該移動局＃Ｂは、当該移動局＃Ｂのサポート可
能な（又は、アクセス可能な）サービスのサービスタイプを確定することができる。
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【０２３１】
　限定ではなく、例として、当該移動局＃Ｂは、下記の方式を採用して、当該移動局＃Ｂ
のサポート可能なサービスタイプを確定することができる。
【０２３２】
　即ち、選択肢として、第１移動局が、当該ネットワークデバイスに当該第１移動局のサ
ポート可能なＴ個のサービスタイプを報告する前に、当該方法は、
　当該第１移動局は第１マッピング関係情報を取得することと、
　当該第１移動局が当該第１マッピング関係情報に基づいて、当該第１移動局のサポート
可能なＫ個のサービスに対応するＴ個のサービスタイプを確定することと、
　をさらに含み、ここで、当該第１マッピング関係情報が、複数のサービスのうちの各サ
ービスのサービスタイプを示すために用いられ、ここで、当該第１マッピング関係が第２
マッピング関係と同じであり、当該第２マッピング関係情報が、当該ネットワークデバイ
スが当該複数のサービスのうちの各サービスのサービスタイプを確定する時に使用される
情報であり、ここで、Ｋ≧Ｔである。
【０２３３】
　具体的に、移動局＃Ｂは、多種のサービスと複数のサービスタイプとのマッピング関係
を示すためのサービスタイプテーブル＃Ｂ（即ち、第１マッピング関係情報の一例である
）を取得することができる。
【０２３４】
　また、ネットワークデバイス＃Ｂが、当該サービスタイプテーブル＃Ｂ（即ち、第１マ
ッピング関係情報の一例である）を取得しても良い。
【０２３５】
　それによって、移動局＃Ｂとネットワークデバイス＃Ｂとは、同様な規則に基づいて各
サービスのサービスタイプを確定することができ、即ち、同一のサービス＃Ｂに対して、
移動局＃Ｂとネットワークデバイス＃Ｂとが確定したサービス＃Ｂのサービスタイプは、
一致しており、さらに、本発明におけるサービス伝送方法の信頼性を確保することができ
る。
【０２３６】
　限定ではなく、例として、当該サービスタイプテーブル＃Ｂは、上位層管理のデバイス
又は通信事業者より移動局＃Ｂとネットワークデバイス＃Ｂとに送信されたものであって
も良く、又は、当該サービスタイプテーブル＃Ｂは、メーカーが移動局＃Ｂとネットワー
クデバイス＃Ｂとに予め設定されたものであっても良く、又は、当該サービスタイプテー
ブル＃Ｂは、ネットワークデバイス＃Ｂ（例えば、移動局＃Ｂのアクセス過程において）
が移動局＃Ｂに送信されたものであっても良く、本発明では特に限定しない。
【０２３７】
　次に、移動局＃Ｂは、当該サービスタイプテーブル＃Ｂに基づいて、当該移動局＃Ｂの
アクセス可能な複数の（例えば、Ｋ個の）サービスのうちの各サービスのサービスタイプ
を確定することができ、確定された複数の（例えば、Ｔ個の）サービスタイプの指示情報
をネットワークデバイス＃Ｂに送信する。
【０２３８】
　なお、本発明の実施例において、一つのサービスタイプは、多種のサービスを含むこと
が可能であるが、一つのサービスは、一つのみのサービスタイプに属し、そのため、Ｋ≧
Ｔである。
【０２３９】
　限定ではなく、例として、移動局＃Ｂは、下記の方式でＴ個のサービスタイプの指示情
報をネットワークデバイス＃Ｂに送信することができる。
【０２４０】
　即ち、選択肢として、当該第１移動局は、当該ネットワークデバイスに当該第１移動局
のサポート可能なＴ個のサービスタイプを報告することは、
　当該第１移動局はアクセス層（ＡＳ）シグナリングによって、当該ネットワークデバイ
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スに当該第１移動局のサポート可能なＴ個のサービスタイプを報告することを含む。
【０２４１】
　具体的に、本発明の実施例において、当該移動局＃Ｂは、ネットワークデバイス＃Ｂに
アクセスする過程において、当該Ｔ個のサービスタイプの指示情報をアクセス層（ＡＳ：
Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）シグナリングにベアラし、ネットワークデバイス＃Ｂに
送信する。
【０２４２】
　限定ではなく、例として、当該ＡＳシグナリングは、無線リソース制御（ＲＲＣ：Ｒａ
ｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）シグナリングを含むことが可能である。
【０２４３】
　又は、選択肢として、当該第１移動局は、当該ネットワークデバイスに当該第１移動局
のサポート可能なＴ個のサービスタイプを報告することは、
　当該第１移動局は非アクセス層（ＮＡＳ）シグナリングによって、モビリティ管理エン
ティティＭＭＥを経由して、当該ネットワークデバイスに当該第１移動局のサポート可能
なＴ個のサービスタイプを報告することを含む。
【０２４４】
　具体的に、本発明の実施例において、当該移動局＃Ｂは、当該Ｔ個のサービスタイプの
指示情報を、非アクセス層（ＮＡＳ：Ｎｏｎ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）シグナリ
ングにベアラし、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇ
ｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）に送信することができ、それによって、ＭＭＥは、例えば、
Ｓ１インターフェースを介して、当該Ｔ個のサービスタイプの指示情報をネットワークデ
バイス＃Ｂに送信することができる。
【０２４５】
　なお、本発明の実施例において、移動局＃ＢがＴ個のサービスタイプを報告する過程は
、一回の報告（又は、一回にメッセージ又はシグナリング伝送）によって完成させても良
く、複数回の報告によって完成させてもよく、本発明では特に限定しない。
【０２４６】
　それによって、ネットワークデバイス＃Ｂは、当該移動局＃ＢのサポートするＴ個のサ
ービスタイプを確定することができ、また、当該Ｔ個のサービスタイプのうちの各サービ
スタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合を、当該Ｎ個のリソース割り当てパ
ラメータ集合として確定することができる。
【０２４７】
　限定ではなく、例として、本発明の実施例において、ネットワークデバイス＃Ｂは、複
数のサービスタイプと複数個のリソース割り当てパラメータ集合とのマッピング関係を示
すためのリソース割り当てパラメータ集合テーブル＃Ｂを取得することができ、それによ
って、ネットワークデバイス＃Ｂは、当該リソース割り当てパラメータ集合テーブル＃Ｂ
において、当該Ｔ個のサービスタイプのうちの各サービスタイプに対応するリソース割り
当てパラメータ集合をサーチすることができ、それによって当該Ｎ個のリソース割り当て
パラメータ集合を確定する。なお、本発明の実施例において、一つのリソース割り当てパ
ラメータ集合は複数のサービスタイプに対応することができるが、各サービスタイプは、
一つのみのリソース割り当てパラメータ集合に対応する。そのため、Ｔ≧Ｎである。また
、例えば、当該複数の（二つ又は二つ以上）サービスタイプが、同一のリソース割り当て
パラメータ集合に対応する場合において、又は、当該リソース割り当てパラメータ集合テ
ーブル＃Ｂに、当該Ｔ個のサービスタイプのうちの一つ又は複数のサービスタイプに対応
するリソース割り当てパラメータ集合が記録されていない場合において、当該Ｎ個のリソ
ース割り当てパラメータ集合が、Ｔ個のサービスタイプのうちのＭ個のサービスタイプに
事実的に対応する場合があり、Ｔ≧Ｍである。
【０２４８】
　限定ではなく、例として、当該リソース割り当てパラメータ集合テーブル＃Ｂは、上位
層管理のデバイス、又は通信事業者よりネットワークデバイス＃Ｂに送信されたものであ
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っても良く、又は、当該サービスタイプテーブル＃Ｂは、メーカーによりネットワークデ
バイス＃Ｂに予め設定されたものであっても良く、本発明では特に限定しない。
【０２４９】
　本発明の実施例によるサービス伝送方法は、ネットワークデバイスが移動局より報告さ
れた当該移動局のサポート可能なサービスのサービスタイプに基づいて、複数個のリソー
ス割り当てパラメータ集合を確定して移動局に送信することができ、異なる移動局が異な
るサービス伝送に対する要求を柔軟に対応することができる。
【０２５０】
　なお、上記に例として挙げたネットワークデバイス＃ＢがＮ個のリソース割り当てパラ
メータ集合とＭ個のサービスタイプとの対応関係を確定する方法及びプロセスは、例示的
な説明に過ぎず、本発明はそれに限らず、例えば、ネットワークデバイス＃Ｂは、当該Ｎ
個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個のサービスタイプとの対応関係を自主的に確
定することができ、又は、ネットワークデバイス＃Ｂは、移動局＃Ｂより報告されたサー
ビスタイプを参照せず、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個のサービスタ
イプとの対応関係を確定することができ、限定ではなく、例として、この場合において、
ネットワークデバイス＃Ｂは、予め記憶されたすべてのリソース割り当てパラメータ集合
を当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とすることができる。
【０２５１】
　上記に記載しているように、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合を確定した後に、
ネットワークデバイス＃Ｂは、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個のサー
ビスタイプとの対応関係（即ち、リソース割り当てパラメータ集合テーブル＃Ｙである）
を移動局＃Ｂに送信することができる。
【０２５２】
　本発明の実施例において、ネットワークデバイス＃Ｂは、例えば、ＲＲＣシグナリング
などによって、当該リソース割り当てパラメータ集合テーブル＃Ｙを移動局＃Ｂに送信す
ることができる。
【０２５３】
　なお、本発明の実施例において、ネットワークデバイス＃Ｂが、リソース割り当てパラ
メータ集合テーブル＃Ｙを送信する過程は、一回の送信（又は、一回のメッセージ又はシ
グナリング伝送）によって完成させても良く、ｎ回の送信（例えば、ｎ個の構成情報によ
って送信し、ここで、一回の送信過程において一つの構成情報を伝送する）によって完成
させても良く、本発明では特に限定しない。
【０２５４】
　また、ネットワークデバイス＃ＢがＮ個のリソース割り当てパラメータ集合を送信する
過程は、移動局＃ＢがＴ個のサービスタイプを報告する過程に対応することができ、例え
ば、移動局＃Ｂが一回の報告によって、Ｔ個のサービスタイプの報告過程を完成させた場
合、ネットワークデバイス＃Ｂは、一回の送信によって、Ｎ個のリソース割り当てパラメ
ータ集合の送信過程を完成させることができ、又は、移動局＃Ｂが、複数回の報告によっ
て、Ｔ個のサービスタイプの報告過程を完成させた場合、ネットワークデバイス＃Ｂは、
ｎ回の送信（例えば、ｎ個の構成情報によって）で、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ
集合の送信過程を完成させることができ、また、この場合において、ネットワークデバイ
ス＃Ｂが第ｉ回の送信で伝送されるリソース割り当てパラメータ集合は、移動局＃Ｂが第
ｉ回の報告で伝送されるサービスタイプに対応することが可能であり、それによって、移
動局＃Ｂが毎回に一つのサービスタイプを報告する時に、移動局＃Ｂは、当該第ｉ回で報
告された後の受信した（又は、移動局＃Ｂが第ｉ回で受信された）リソース割り当てパラ
メータ集合を、当該第ｉ回で報告されたサービスタイプに対応するリソース割り当てパラ
メータ集合とすることができる。
【０２５５】
　そのため、移動局＃Ｂ、当該リソース割り当てパラメータ集合テーブル＃Ｙを取得する
ことができる。
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【０２５６】
　本発明の実施例において、ネットワークデバイスと移動局とが、サービスが生成される
前に、例えば、移動局がネットワークデバイスにアクセスする過程において、当該Ｎ個の
リソース割り当てパラメータ集合を伝送することによって、情報量の比較的に大きいリソ
ース割り当てパラメータ集合の伝送過程をサービスの発生前に行うことができ、それによ
って、サービスのアクセス過程を早めることができ、ユーザエクスペリエンスを改善する
ことができる。
【０２５７】
　選択肢として、当該Ｎ個のサービスタイプに一つの基本サービスタイプが含まれ、当該
基本サービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合は、周期スケジューリン
グに基づくサービス伝送のためのすべてのパラメータを含む。
【０２５８】
　具体的に、本発明の実施例において、当該Ｎ個のサービスタイプは、基本サービスタイ
プを含むことが可能であり、基本サービスタイプは、その対応するリソース割り当てパラ
メータ集合（以下、理解と区別がしやすいように、基本リソース割り当てパラメータ集合
と記述する）は、周期スケジューリングに基づくサービス伝送のためのすべてのパラメー
タを含むことが可能であり、例えば、上記の送信周期、受信周期、送信電力制御パラメー
タ、ＨＡＲＱプロセス数のうちのすべてのパラメータである。
【０２５９】
　また、本発明の実施例において、当該基本リソース割り当てパラメータ集合は、移動局
がサービス伝送する時に使用されるデフォルトパラメータとされても良く、即ち、移動局
が、ネットワークデバイスより指示されたサービス伝送時に使用されるリソース割り当て
パラメータ集合を受信していない場合、移動局は、デフォルト的に、当該基本リソース割
り当てパラメータ集合に基づいて、サービス伝送を行うことが可能である。
【０２６０】
　また、選択肢として、当該Ｎ個のサービスタイプに基本サービスタイプが含まれ、当該
基本サービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合は、準静的スケジューリ
ングに基づくデータ伝送のためのすべてのパラメータを含み、当該第２移動局に、当該基
本サービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合が含まれる。
【０２６１】
　当該第２リソース割り当てパラメータ集合が周期スケジューリングに基づくサービス伝
送のための一部のパラメータを含む場合、当該第１移動局は、当該第２リソース割り当て
パラメータ集合に基づいて、第２ターゲットリソースを利用して当該第２サービスを伝送
することは、
　当該第１移動局は、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、当該基本サ
ービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合と第２ターゲットリソースとを
確定し、当該第２移動局と当該第２サービスを伝送することを含む。
【０２６２】
　具体的に、本発明の実施例において、当該Ｎ個のサービスタイプは、一つ又は複数の非
基本サービスタイプを含むことが可能であり、非基本サービスタイプは、その対応するリ
ソース割り当てパラメータ集合（以下、理解と区別がしやすいように、非基本リソース割
り当てパラメータ集合と記述する）は、周期スケジューリングに基づくサービス伝送のた
めのすべて又は一部のパラメータを含むことが可能であり、例えば、上記の送信周期、受
信周期、送信電力制御パラメータ、ＨＡＲＱプロセス数のうちのすべて又は一部のパラメ
ータである。
【０２６３】
　移動局の伝送する必要があるサービスのサービスタイプが、非基本サービスタイプであ
り、且つ、当該非基本サービスタイプの対応する非基本リソース割り当てパラメータ集合
が、周期スケジューリングに基づくサービス伝送のための一部のパラメータを含む場合、
周期スケジューリングに基づくサービス伝送のすべてのパラメータ（即ち、基本リソース



(39) JP 6957467 B2 2021.11.2

10

20

30

40

50

割り当てパラメータ集合）をパラメータ集合αとし、当該非基本リソース割り当てパラメ
ータ集合内のパラメータをパラメータ集合βとする場合、パラメータ集合βは、パラメー
タ集合αの部分集合である。それによって、ネットワークデバイスと移動局とは、パラメ
ータ集合α内のパラメータ集合β以外のパラメータ、及び、パラメータ集合βに基づいて
、当該非基本サービスタイプのサービスを伝送することができる。
【０２６４】
　限定ではなく、例として、本発明の実施例をＶ２Ｖシステム又はＶ２Ｘシステムに適用
する場合、当該基本サービスタイプのサービスは、伝送位置、速度、軌跡など情報のサー
ビスを含むことが可能であり、当該非基本サービスタイプのサービスは、衝突アラートの
伝送、緊急停車アラートなど情報のサービスを含むことが可能である。
【０２６５】
　なお、后述の移動局＃Ｃは、移動局＃Ｂと同様又は類似している方式によって基本リソ
ース割り当てパラメータ集合を取得することができる。
【０２６６】
　Ｓ４２０において、移動局＃Ｂがその他の移動局（以下、理解と区別がしやすいように
、移動局＃Ｃと記述する）とサービス＃Ｂ（即ち、第２サービスの一例である）を伝送し
ようとするときに、当該移動局＃Ｂは、（例えば、ネットワークデバイスの指示に基づく
、又は競争方式を採用する）当該サービス＃Ｂを伝送するためのリソース（即ち、第２タ
ーゲットリソースであり、以下、理解と説明がしやすいように、リソース＃Ｂと記述する
）を取得することができる。
【０２６７】
　また、移動局＃Ｂは、当該サービス＃Ｂのサービスタイプに基づいて、当該サービス＃
Ｂのサービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合（即ち、第２リソース割
り当てパラメータ集合の一例であり、以下、理解と説明がしやすいように、リソース割り
当てパラメータ集合＃Ｂと記述する）を確定して使用する。
【０２６８】
　例えば、移動局＃Ｂは、上記リソース割り当てパラメータ集合テーブル＃Ｙにおいて、
当該サービス＃Ｂに対応するリソース割り当てパラメータ集合をサーチし、当該リソース
割り当てパラメータ集合＃Ｂとすることができる。
【０２６９】
　又は、さらに、例えば、移動局＃Ｂは、ネットワークデバイスから、又は、出荷設定又
は通信プロトコルの規定などの方式によって、上記に記載されているように取得するＮ個
のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個のサービスタイプとの対応関係を取得し、当該
対応関係に基づいて、当該サービス＃Ｂに対応するリソース割り当てパラメータ集合を、
当該リソース割り当てパラメータ集合＃Ｂとすることができる。
【０２７０】
　選択肢として、当該第１移動局が第２ターゲットリソースを確定することは、
　当該第１移動局は、当該第２サービスのサービスタイプ及び／又は第２リソース割り当
てパラメータ集合に基づいて、当該第２ターゲットリソースを確定することを含む。
【０２７１】
　具体的に、本発明の実施例において、当該移動局＃Ｂは、当該リソース割り当てパラメ
ータ集合＃Ｂに基づいて、上記リソース＃Ｂを確定することができ、限定ではなく、例と
して、当該移動局＃Ｂは、リソース割り当てパラメータ集合＃Ｂに基づいて、当該リソー
ス＃Ｂに対応する時間ドメインリソースが当該リソース割り当てパラメータ集合＃Ｂに指
示された伝送周期内にあることを確保することができる。
【０２７２】
　なお、上記に例として挙げた、ネットワークデバイスが、通信時に使用されるリソース
割り当てパラメータに基づいてリソースを割り当てる方式は、例示的な説明に過ぎず、本
発明はそれに限らず、通信時に使用されるリソース割り当てパラメータに基づいてリソー
スを割り当てることができるその他の方法は、本発明の保護範囲内であり、例えば、移動
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局＃Ｂは、さらに、サービス＃Ｂのサービスタイプに基づいて、当該リソース＃Ｂに対応
する時間ドメインリソースが、サービス＃Ｂのサービスタイプに対応するリソース割り当
てパラメータ集合（即ち、リソース割り当てパラメータ集合＃Ｂ）に指示された伝送周期
内にあることを確保することができる。
【０２７３】
　そのため、移動局＃Ｂは、サービス＃Ｂを伝送するためのリソース割り当てパラメータ
集合＃Ｂとリソース＃Ｂとを確定することができる。
【０２７４】
　また、Ｓ４３０において、移動局＃Ｂは、当該リソース＃Ｂの指示情報（即ち、当該第
２リソース割り当てパラメータ集合の指示情報の一例である）と当該リソース＃Ｂの指示
情報（即ち、第２ターゲットリソースの指示情報である）とを、例えば、制御チャネルな
どを介して、移動局＃Ｃに送信することができる。
【０２７５】
　それによって、移動局＃Ｃは、当該リソース＃Ｂとリソース割り当てパラメータ集合＃
Ｂとを確定することができる。
【０２７６】
　Ｓ４４０において、移動局＃Ｂは、当該リソース割り当てパラメータ集合＃Ｂとリソー
ス＃Ｂとに基づいて、移動局＃Ｃと当該サービス＃Ｂを伝送することができる。
【０２７７】
　例えば、移動局＃Ｂは、当該リソース割り当てパラメータ集合＃Ｂにより指示された送
信周期内において、リソース＃Ｂを使用して、移動局＃Ｃにサービス＃Ｂのデータを送信
することができる。
【０２７８】
　さらに例えば、移動局＃Ｂは、当該リソース割り当てパラメータ集合＃Ｂにより指示さ
れた受信周期内において、リソース＃Ｂを使用して、移動局＃Ｃより送信されたサービス
＃Ｂのデータを受信することができる。
【０２７９】
　さらに、例えば、移動局＃Ｂがサービス＃Ｂのデータを送信する時に、送信電力を、リ
ソース割り当てパラメータ集合＃Ｂにより指示された送信電力制御パラメータを低めるこ
とができ、また、移動局＃Ｃがサービス＃Ｃのデータを送信する時に、送信電力をリソー
ス割り当てパラメータ集合＃Ｂにより指示された送信電力制御パラメータより低めること
ができる。
【０２８０】
　さらに、例えば、移動局＃Ｂは、リソース割り当てパラメータ集合＃Ｂにより指示され
たＨＡＲＱプロセス数を使用して、サービス＃Ｂのデータの再送を行うことができ、また
、移動局＃Ｃは、リソース割り当てパラメータ集合＃Ｂにより指示されたＨＡＲＱプロセ
ス数を使用して、サービス＃Ｂのデータを再送することができる。
【０２８１】
　選択肢として、当該方法は、
　当該第２移動局は、当該第２サービスを伝送する時間帯内において、当該第２リソース
割り当てパラメータ集合以外のリソース割り当てパラメータ集合に基づくサービス伝送を
避ける。
【０２８２】
　具体的に、本発明の実施例において、移動局＃Ｂが一つ以上のリソース割り当てパラメ
ータ集合を使用してサービス伝送を行う時に、移動局＃Ｂは、同一の時間帯（又は、同様
な基本時間割り当てユニット）において、一つのみのリソース割り当てパラメータ集合を
採用し、サービス伝送を行うことができる。
【０２８３】
　例えば、ネットワークデバイスの指示によって、移動局＃Ｂがリソース割り当てパラメ
ータ集合＃Ｂに基づいてサービス＃Ｂを伝送する時に、リソース割り当てパラメータ集合
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＃Ｂ以外のリソース割り当てパラメータ集合に基づくサービス伝送を避ける（又は、禁止
）ことができる。
【０２８４】
　又は、プロトコルの規定又は工場出荷時の設定などによって、移動局＃Ｂがリソース割
り当てパラメータ集合＃Ｂに基づいてサービス＃Ｂを伝送する時に、リソース割り当てパ
ラメータ集合＃Ｂ以外のリソース割り当てパラメータ集合に基づくサービス伝送を避ける
（又は、禁止）ことができる。
【０２８５】
　選択肢として、当該方法は、
　当該第１移動局は、当該第２移動局に第５指示情報を送信することをさらに含み、当該
第５指示情報が、当該第２リソース割り当てパラメータ集合に基づくサービス伝送を停止
するように、当該第２移動局に指示するために用いられる。
【０２８６】
　具体的に、本発明の実施例において、移動局＃Ｂは、移動局＃Ｃに、上記リソース割り
当てパラメータ集合＃Ｂに基づくサービス伝送を停止させる必要があることを確定した（
例えば、サービス＃Ｂの伝送完了、又はその他のリソース割り当てパラメータ集合に基づ
いてより緊急のサービスを伝送する必要がある）場合、上記リソース割り当てパラメータ
集合＃Ｂに基づくサービス伝送を停止するように移動局＃Ｃに指示するための情報（即ち
、第５指示情報の一例である）を、移動局＃Ｃに送信することができる。
【０２８７】
　限定ではなく、例として、本発明の実施例において、第５指示情報に、当該リソース割
り当てパラメータ集合＃Ｂのインデックス識別子を含むことができる。
【０２８８】
　また、本発明の実施例において、当該第５指示情報は、非アクティブ化情報とされるこ
とが可能であり、即ち、移動局＃Ｃは、当該第５指示情報を受信した後に、当該第５指示
情報に指示されたリソース割り当てパラメータ集合（ここで、リソース割り当てパラメー
タ集合＃Ｂである）によってサービスを伝送することを避ける（又は、禁止）必要がある
と認められる。
【０２８９】
　図５は、サービス伝送方法の一つの例の概略的なインタラクション図である。図５に示
すように、
　Ｓ５０１において、移動局＃Ｂは、例えば、アクセス過程において、例えば、ＲＲＣシ
グナリングを介してネットワークデバイス＃Ｂに当該移動局＃Ｂのサポート可能な多種の
サービスタイプを報告することができる。
【０２９０】
　Ｓ５０５において、ネットワークデバイス＃Ｂは、当該移動局＃Ｂのサポート可能な多
種のサービスタイプに基づいて、多種のリソース割り当てパラメータ集合を確定すること
ができ、例えば、ＲＲＣシグナリングを介して当該多種のリソース割り当てパラメータ集
合を移動局＃Ｂに送信することができる。
【０２９１】
　Ｓ５１０において、移動局＃Ｂが、移動局Ｃとサービス＃Ｂ（又は、サービス＃Ｂの生
成時）を伝送しようとする時に、移動局＃Ｂは、当該サービス＃Ｂのサービスタイプに対
応するリソース割り当てパラメータ集合＃Ｂを確定することができ、また、サービス＃Ｂ
をベアラするためのリソース＃Ｂを確定することができ、例えば、制御チャネルを介して
、当該リソース割り当てパラメータ集合＃Ｂの指示情報（例えば、リソース割り当てパラ
メータ集合＃Ｂのインデックス識別子）とリソース＃Ｂの指示情報とを、移動局＃Ｃに送
信する。
【０２９２】
　なお、当該多種のリソース割り当てパラメータ集合は、基本リソース割り当てパラメー
タ集合を含むことができ、また、リソース割り当てパラメータ集合＃Ｂが基本リソース割
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り当てパラメータ集合である場合、移動局＃Ｂは、当該リソース割り当てパラメータ集合
＃Ｂの指示情報を送信しなくても良く、即ち、移動局＃Ｃは、リソース＃Ｂの指示情報を
送信した後に、所定時間内において、リソース割り当てパラメータ集合の指示情報を受信
していない場合、基本リソース割り当てパラメータ集合を使用してサービス＃Ｂを伝送す
ることを確定することができる。
【０２９３】
　Ｓ５１５において、移動局＃Ｂと移動局＃Ｃとは、当該リソース割り当てパラメータ集
合＃Ｂに基づいて、リソース＃Ｂを使用して、サービス＃Ｂを伝送することができる。
【０２９４】
　Ｓ５２０において、例えば、当該サービス＃Ｂが伝送完了後に、移動局＃Ｂは、当該リ
ソース割り当てパラメータ集合＃Ｂに基づくサービス伝送を停止するように、移動局＃Ｃ
に指示することができる。
【０２９５】
　本発明の実施例によるサービス伝送方法は、第１移動局に予めネゴシエーションさせる
ことによって、複数個のリソース割り当てパラメータ集合を確定し、当該複数個のリソー
ス割り当てパラメータ集合は、多種の準静的スケジューリング方式にそれぞれ対応してお
り、それによって、当該第１移動局と第２移動局とは、第２サービスを伝送しようとする
ときに、当該第１移動局は、当該第２サービスのサービスタイプに基づいて、当該複数の
Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合から、当該第２サービスのサービスタイプに対応
する第２リソース割り当てパラメータ集合を確定し、当該第２リソース割り当てパラメー
タ集合に基づいて、第２移動局と当該第１サービスを伝送し、それによって異なるサービ
スで準静的スケジューリングに対して異なる要求を柔軟、迅速に対応することができる。
【０２９６】
　図６は、ネットワークデバイスを視点とする本発明の実施例におけるサービス伝送方法
６００の概略的なフローチャートである。図６に示すように、当該方法６００は、Ｓ６１
０～Ｓ６４０を含む。
【０２９７】
　Ｓ６１０において、ネットワークデバイスは、第１移動局にＮ個のリソース割り当てパ
ラメータ集合を送信し、ここで、各リソース割り当てパラメータ集合が、少なくとも一つ
のリソース割り当てパラメータを含み、Ｎ≧２である。
【０２９８】
　Ｓ６２０において、当該ネットワークデバイスは、当該第１移動局より送信された第１
指示情報を受信し、当該第１指示情報が、当該第１移動局の伝送する必要のある第１サー
ビスのサービスタイプを示すために用いられる。
【０２９９】
　Ｓ６３０において、当該ネットワークデバイスは当該第１指示情報に基づいて、当該Ｎ
個のリソース割り当てパラメータ集合から、当該第１サービスのサービスタイプに対応す
る第１リソース割り当てパラメータ集合を確定する。
【０３００】
　Ｓ６４０において、当該ネットワークデバイスは第１ターゲットリソースを確定し、当
該第１移動局に第１ターゲットリソースを示すための第２指示情報を送信する。
【０３０１】
　選択肢として、当該ネットワークデバイスが第１ターゲットリソースを確定することは
　当該ネットワークデバイスは、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、
第１ターゲットリソースを確定することを含む。
【０３０２】
　選択肢として、当該ネットワークデバイスは、第１移動局にＮ個のリソース割り当てパ
ラメータ集合を送信することは、
　ネットワークデバイスは、第１移動局にＮ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個
のサービスタイプとの対応関係を送信することを含み、ここで、Ｍ≧Ｎであり、当該Ｍ個
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のサービスタイプのうちの各サービスタイプが、一つのリソース割り当てパラメータ集合
に対応する。
【０３０３】
　選択肢として、当該方法は、
　当該ネットワークデバイスは、当該第１移動局に第３指示情報を送信することをさらに
含み、当該第３指示情報が、第１移動局が当該第１リソース割り当てパラメータ集合を利
用して当該第１サービスを伝送するように指示するために用いられる。
【０３０４】
　選択肢として、当該ネットワークデバイスは、当該第１移動局に第３指示情報を送信す
ることは、
　当該ネットワークデバイスはダウンリンク制御チャネルを介して当該第１移動局に第３
指示情報を送信することを含む。
【０３０５】
　選択肢として、当該ネットワークデバイスがダウンリンク制御チャネルを介して当該第
１移動局に第３指示情報を送信することは、
　当該ネットワークデバイスは、ダウンリンク制御チャネル内の第１リザーブリソースに
よって、当該第１移動局に第３指示情報を送信すること、又は、
　当該ネットワークデバイスは第１予め設定されたフォーマットを確定し、当該第１予め
設定されたフォーマットに基づいて、第３指示情報を生成して送信すること、又は、
　当該第１移動局は、第１予め設定された無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を確
定し、当該第１予め設定されたＲＮＴＩを当該第３指示情報にベアラし、当該第１移動局
に送信すること、を含む。
【０３０６】
　選択肢として、当該ネットワークデバイスは、第１移動局にＮ個のリソース割り当てパ
ラメータ集合を送信することは、
　当該ネットワークデバイスは、第１移動局に、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合
とＮ個のインデックス識別子との１対１の対応関係を送信することを含み、また、
　当該第３指示情報が、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に対応するインデック
ス識別子を含む。
【０３０７】
　選択肢として、当該インデックス識別子は、番号又は無線ネットワーク一時識別子（Ｒ
ＮＴＩ）を含む。
【０３０８】
　選択肢として、当該ネットワークデバイスが、第１移動局にＮ個のリソース割り当てパ
ラメータ集合を送信する前に、当該方法は、
　当該ネットワークデバイスは、当該第１移動局から、当該第１移動局のサポート可能な
Ｔ個のサービスタイプを取得することと、
　当該ネットワークデバイスが当該Ｔ個のサービスタイプに基づいて、当該Ｎ個のリソー
ス割り当てパラメータ集合を確定することと、をさらに含み、ここで、Ｔ≧Ｎであり、当
該Ｔ個のサービスタイプのうちの各サービスタイプが、一つのリソース割り当てパラメー
タ集合に対応する。
【０３０９】
　選択肢として、当該ネットワークデバイスが、当該第１移動局から、当該第１移動局の
サポート可能なＴ個のサービスタイプを取得することは、
　当該ネットワークデバイスは、アクセス層（ＡＳ）シグナリングによって、当該第１移
動局より報告された当該第１移動局のサポート可能なＴ個のサービスタイプを取得するこ
と、又は、
　当該ネットワークデバイスは、モビリティ管理エンティティＭＭＥを経由して、当該第
１移動局のサポート可能なＴ個のサービスタイプを取得すること、
　を含み、当該第１移動局のサポート可能なＴ個のサービスタイプは、当該第１移動局が
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非アクセス層（ＮＡＳ）シグナリングによって当該ＭＭＥに報告するものである。
【０３１０】
　選択肢として、当該ネットワークデバイスは、当該第１移動局より送信された第１指示
情報を受信することは、
　当該ネットワークデバイスはアップリンクデータチャネルを介して、当該第１移動局よ
り送信された第１指示情報を受信すること、又は
　当該ネットワークデバイスはアップリンク制御チャネルを介して、当該第１移動局より
送信された第１指示情報を受信すること、又は
　当該ネットワークデバイスは無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングによって、当該
第１移動局より送信された第１指示情報を受信すること、
　を含み、ここで、当該第１指示情報が当該データパケットのメディアアクセス制御（Ｍ
ＡＣ）層にベアラされる。
【０３１１】
　選択肢として、当該方法は、
　当該ネットワークデバイスは、当該第１移動局に第５指示情報を送信することをさらに
含み、当該第５指示情報は、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づくサービス
伝送を停止するように当該第１移動局に指示するために用いられる。
【０３１２】
　選択肢として、各リソース割り当てパラメータ集合内のリソース割り当てパラメータは
、送信周期、受信周期、アップリンク電力制御パラメータ、合成型自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）プロセス数のうちの少なくとも一つのパラメータを含む。
【０３１３】
　選択肢として、当該ネットワークデバイスが、第１移動局にＮ個のリソース割り当てパ
ラメータ集合を送信することは、
　当該ネットワークデバイスは、第１移動局に、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合
をベアラするｎ個の構成情報を送信することを含み、ここで、各構成情報に少なくとも一
つのリソース割り当てパラメータ集合がベアラされ、Ｎ≧ｎ≧１である。
【０３１４】
　選択肢として、当該方法は、
　当該ネットワークデバイスは、第２マッピング関係情報を取得することをさらに含み、
ここで、当該第２マッピング関係情報が、複数のサービスのうちの各サービスのサービス
タイプを示すために用いられ、ここで、当該第２マッピング関係が第１マッピング関係と
同じであり、当該第１マッピング関係情報が、前記第１移動局が前記複数のサービスのう
ちの各サービスのサービスタイプを確定する時に使用される情報である。
【０３１５】
　上記方法６００における第１移動局の動作が、上記方法２００における移動局＃Ａの動
作と類似しており、上記方法６００におけるネットワークデバイスの操作は、上記方法２
００におけるネットワークデバイス＃Ａの動作と類似しており、ここで、重複を避けるた
め、詳細を省略する。
【０３１６】
　本発明の実施例によるサービス伝送方法は、第１移動局とネットワークデバイスとの事
前のネゴシエーションによって、複数個のリソース割り当てパラメータ集合を確定し、当
該複数個のリソース割り当てパラメータ集合は、多種の準静的スケジューリング方式にそ
れぞれ対応しており、それによって当該第１移動局と当該ネットワークデバイスとが第１
サービスを伝送する必要がある時に、当該第１移動局とネットワークデバイスとは、当該
第１サービスのサービスタイプに基づいて、当該複数個のＮ個のリソース割り当てパラメ
ータ集合から、当該第１サービスのサービスタイプに対応する第１リソース割り当てパラ
メータ集合を確定し、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、当該第１サ
ービスを伝送する。それによって異なるサービスで準静的スケジューリングに対して異な
る要求を柔軟、迅速に対応することができる。
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【０３１７】
　図７は、移動局を視点とする本発明の実施例におけるサービス伝送方法７００の概略的
なフローチャートである。図７に示すように、当該方法７００は、Ｓ７１０～Ｓ７２０を
含む。
【０３１８】
　Ｓ７１０において、第２移動局は、第１移動局より送信された第２リソース割り当てパ
ラメータ集合の指示情報と第２ターゲットリソースの指示情報とを受信し、当該第２リソ
ース割り当てパラメータ集合が第２サービスのサービスタイプに対応し、当該第２リソー
ス割り当てパラメータ集合は、当該第１移動局がＮ個のリソース割り当てパラメータ集合
とＭ個のサービスタイプとの対応関係と、第２サービスのサービスタイプとに基づいて、
当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合から確定されたものである。
【０３１９】
　Ｓ７２０において、当該第２移動局は、当該第２リソース割り当てパラメータ集合に基
づいて、当該第２ターゲットリソースを使用して、当該第１移動局と当該第２サービスを
伝送する。
【０３２０】
　選択肢として、当該第２ターゲットリソースは、当該第１移動局が当該第２リソース割
り当てパラメータ集合に基づいて確定されたものである。
【０３２１】
　選択肢として、各リソース割り当てパラメータ集合内のリソース割り当てパラメータは
、送信周期、受信周期、アップリンク電力制御パラメータ、合成型自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）プロセス数のうちの少なくとも一つのパラメータを含む。
【０３２２】
　選択肢として、当該方法は、
　当該第２移動局は、当該第２サービスを伝送する時間帯内において、当該第２リソース
割り当てパラメータ集合以外のリソース割り当てパラメータ集合に基づくサービス伝送を
避けることをさらに含む。
【０３２３】
　選択肢として、当該Ｎ個のサービスタイプは、基本サービスタイプを含み、当該基本サ
ービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合は、準静的のスケジューリング
に基づくデータ伝送のためのすべてのパラメータを含み、当該第２移動局に、当該基本サ
ービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合が含まれる。
【０３２４】
　当該第２リソース割り当てパラメータ集合が、周期スケジューリングに基づくサービス
伝送のための一部のパラメータを含む場合、当該第２移動局は、当該第２リソース割り当
てパラメータ集合に基づいて、当該第２ターゲットリソースを使用して当該第１移動局と
当該第２サービスを伝送することは、
　当該第２移動局は、当該第１リソース割り当てパラメータ集合、当該基本サービスタイ
プに対応するリソース割り当てパラメータ集合、及び当該第２ターゲットリソースに基づ
いて、当該第１移動局と当該第２サービスを伝送する。
【０３２５】
　上記方法７００における第１移動局の動作は、上記方法４００における移動局＃Ｂの動
作と類似しており、上記方法７００における第２移動局の動作は、上記方法４００におけ
る移動局＃Ｃの動作と類似しており、ここで、重複を避けるため、詳細を省略する。
【０３２６】
　本発明の実施例によるサービス伝送方法は、第１移動局に予めネゴシエーションさせる
ことによって、複数個のリソース割り当てパラメータ集合を確定し、当該複数個のリソー
ス割り当てパラメータ集合は、多種の準静的スケジューリング方式にそれぞれ対応してお
り、それによって当該第１移動局と第２移動局とは第２サービスを伝送しようとするとき
に、当該第１移動局は、当該第２サービスのサービスタイプに基づいて、当該複数のＮ個
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のリソース割り当てパラメータ集合から、当該第２サービスのサービスタイプに対応する
第２リソース割り当てパラメータ集合を確定することができ、当該第２リソース割り当て
パラメータ集合に基づいて、第２移動局と当該第１サービスを伝送し、それによって異な
るサービスで準静的スケジューリングに対して異なる要求を柔軟、迅速に対応することが
できる。
【０３２７】
　図８は、本発明の実施例におけるサービス伝送装置８００の概略的なブロック図である
。図８に示すように、当該装置８００は、取得ユニット８１０、通信ユニット８２０、確
定ユニット８３０を含む。
【０３２８】
　取得ユニット８１０は、ネットワークデバイスからＮ個のリソース割り当てパラメータ
集合を取得するように構成され、ここで、各リソース割り当てパラメータ集合が、少なく
とも一つのリソース割り当てパラメータを含み、Ｎ≧２である。
【０３２９】
　通信ユニット８２０は、当該ネットワークデバイスが、当該Ｎ個のリソース割り当てパ
ラメータ集合から、当該第１サービスのサービスタイプに対応する第１リソース割り当て
パラメータ集合を確定することができるように、当該ネットワークデバイスに第１指示情
報を送信するように構成され、当該第１指示情報が、当該装置が伝送する必要がある第１
サービスのサービスタイプを示すために用いられ、又は、当該ネットワークデバイスより
送信された第２指示情報を受信するように構成され、当該第２指示情報が、第１ターゲッ
トリソースを示すために用いられる。
【０３３０】
　確定ユニット８３０は、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合から、当該第１サ
ービスのサービスタイプに対応する第１リソース割り当てパラメータ集合を確定するよう
に構成される。
【０３３１】
　当該通信ユニット８２０は、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、第
１ターゲットリソースを利用して当該第１サービスを伝送するようにさらに構成される。
【０３３２】
　選択肢として、第１ターゲットリソースは、当該ネットワークデバイスが当該第１リソ
ース割り当てパラメータ集合に基づいて、当該装置に割り当てられたものである。
【０３３３】
　選択肢として、当該取得ユニットは、具体的に、ネットワークデバイスからＮ個のリソ
ース割り当てパラメータ集合とＭ個のサービスタイプとの対応関係を取得するように構成
され、ここで、Ｍ≧Ｎであり、当該Ｍ個のサービスタイプのうちの各サービスタイプが、
一つのリソース割り当てパラメータ集合に対応する。
【０３３４】
　当該確定ユニットは、具体的に、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個のサー
ビスタイプとの対応関係と当該第１サービスのサービスタイプとに基づいて、当該Ｎ個の
リソース割り当てパラメータ集合から、当該第１リソース割り当てパラメータ集合を取得
するように構成される。
【０３３５】
　選択肢として、当該通信ユニットは、当該ネットワークデバイスより送信された第３指
示情報を受信するようにさらに構成され、当該第３指示情報が、当該第１リソース割り当
てパラメータ集合を使用して当該第１サービスを伝送するように装置に指示するために用
いられ、
　当該確定ユニットは、当該第３指示情報に基づいて、当該Ｎ個のリソース割り当てパラ
メータ集合から、当該第１リソース割り当てパラメータ集合を取得する。
【０３３６】
　選択肢として、当該通信ユニットは、具体的に、ダウンリンク制御チャネルを介して、
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当該ネットワークデバイスより送信された第３指示情報を受信するように構成される。
【０３３７】
　選択肢として、当該通信ユニットは、具体的に、当該ダウンリンク制御チャネル内の第
１リザーブリソースによって、当該第３指示情報を受信するように構成され、又は、
　当該通信ユニットは、具体的に、第１予め設定されたフォーマットを確定し、当該ダウ
ンリンク制御チャネル内の、フォーマットが当該第１予め設定されたフォーマットである
情報を当該第３指示情報とするように構成され、又は、
　当該通信ユニットは、具体的に、第１予め設定された無線ネットワーク一時識別子（Ｒ
ＮＴＩ）を確定し、当該ダウンリンク制御チャネル内の、当該第１予め設定されたＲＮＴ
Ｉを含む情報を当該第３指示情報とするように構成される。
【０３３８】
　選択肢として、当該取得ユニットは、具体的に、ネットワークデバイスから、Ｎ個のリ
ソース割り当てパラメータ集合とＮ個のインデックス識別子との１対１の対応関係を取得
するように構成され、
　当該第３指示情報が、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に対応するインデック
ス識別子を含む。
【０３３９】
　選択肢として、当該インデックス識別子は、番号又は無線ネットワーク一時識別子（Ｒ
ＮＴＩ）を含む。
【０３４０】
　選択肢として、当該通信ユニットは、当該ネットワークデバイスが当該Ｔ個のサービス
タイプに基づいて、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合を確定し、またそれを当
該移動局に送信することができるように、当該ネットワークデバイスに当該装置のサポー
ト可能なＴ個のサービスタイプを報告するようにさらに構成され、ここで、Ｔ≧Ｎであり
、当該Ｔ個のサービスタイプのうちの各サービスタイプが、一つのリソース割り当てパラ
メータ集合に対応する。
【０３４１】
　選択肢として、当該取得ユニットは、第１マッピング関係情報を取得するようにさらに
構成され、ここで、当該第１マッピング関係情報が、複数のサービスのうちの各サービス
のサービスタイプを示すために用いられ、ここで、当該第１マッピング関係が第２マッピ
ング関係と同じであり、当該第２マッピング関係情報が、当該ネットワークデバイスが当
該複数のサービスのうちの各サービスのサービスタイプを確定する時に使用される情報で
あり、
　当該確定ユニットは、当該第１マッピング関係情報に基づいて、当該装置のサポート可
能なＫ個のサービスに対応するＴ個のサービスタイプを確定するようにさらに構成され、
ここで、Ｋ≧Ｔである。
【０３４２】
　選択肢として、当該通信ユニットは、具体的に、アクセス層（ＡＳ）シグナリングを介
して、当該ネットワークデバイスに当該装置のサポート可能なＴ個のサービスタイプを報
告するようにさらに構成され、又は
　当該通信ユニットは、具体的に、非アクセス層（ＮＡＳ）シグナリングを介して、モビ
リティ管理エンティティＭＭＥを経由して、当該ネットワークデバイスに当該装置のサポ
ート可能なＴ個のサービスタイプを報告するように構成される。
【０３４３】
　選択肢として、当該通信ユニットは、具体的に、アップリンクデータチャネルを介して
、当該ネットワークデバイスに当該第１指示情報を含むデータパケットを送信するように
構成され、ここで、当該第１指示情報が当該データパケットのメディアアクセス制御（Ｍ
ＡＣ）層にベアラされ、又は
　当該通信ユニットは、具体的に、アップリンク制御チャネルを介して、当該ネットワー
クデバイスに当該第１指示情報を送信するように構成され、又は
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　当該通信ユニットは、具体的に、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して、
当該ネットワークデバイスに当該第１指示情報を送信するように構成される。
【０３４４】
　選択肢として、当該第４指示情報に基づいて、当該第１リソース割り当てパラメータ集
合に基づくサービス伝送を停止するために、当該通信ユニットは、当該ネットワークデバ
イスより送信された第４指示情報を受信するようにさらに構成され、当該第４指示情報が
、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づくサービス伝送を停止するように当該
装置に指示するために用いられる。
【０３４５】
　選択肢として、当該通信ユニットは、具体的に、ダウンリンク制御チャネルを介して、
当該ネットワークデバイスより送信された第４指示情報を受信するように構成される。
【０３４６】
　選択肢として、当該通信ユニットは、具体的に、当該ダウンリンク制御チャネル内の第
２リザーブリソースによって、当該第４指示情報を受信するように構成され、又は
　当該通信ユニットは、具体的に、第２予め設定されたフォーマットを確定し、当該ダウ
ンリンク制御チャネル内の、フォーマットが当該第２予め設定されたフォーマットである
情報を当該第４指示情報とするように構成され、又は
　当該通信ユニットは、具体的に、第２予め設定されたＲＮＴＩを確定し、当該ダウンリ
ンク制御チャネル内の、当該第２予め設定されたＲＮＴＩを含む情報を当該第４指示情報
とするように構成される。
【０３４７】
　選択肢として、各リソース割り当てパラメータ集合内のリソース割り当てパラメータは
、送信周期、受信周期、アップリンク電力制御パラメータ、合成型自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）プロセス数のうちの少なくとも一つのパラメータを含む。
【０３４８】
　選択肢として、当該通信ユニットは、具体的に、当該第１サービスを伝送する時間帯内
において、当該第１リソース割り当てパラメータ集合以外のリソース割り当てパラメータ
集合に基づくサービス伝送を避けるように構成される。
【０３４９】
　選択肢として、当該Ｎ個のサービスタイプは、基本サービスタイプを含み、当該基本サ
ービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合は、周期スケジューリングに基
づくサービス伝送のためのすべてのパラメータを含む。
【０３５０】
　選択肢として、当該第１リソース割り当てパラメータ集合が周期スケジューリングに基
づくサービス伝送のための一部のパラメータを含む場合、当該通信ユニットは、具体的に
、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、当該基本サービスタイプに対応
するリソース割り当てパラメータ集合と第１ターゲットリソースとを確定し、当該第１サ
ービスを伝送するように構成される。
【０３５１】
　選択肢として、当該通信ユニットは、具体的に、ネットワークデバイスより送信された
、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合をベアラするｎ個の構成情報を受信するように
構成され、ここで、各構成情報に少なくとも一つのリソース割り当てパラメータ集合がベ
アラされる、Ｎ≧ｎ≧１である。
【０３５２】
　本発明の実施例によるサービス伝送装置８００は、本発明の実施例の方法における第１
移動局（例えば、移動局＃Ａ）に対応することが可能であり、また、サービス伝送装置８
００内の各ユニット、即ち、モジュールと上記その他の操作及び／又は機能のそれぞれは
、図２の方法２００に対応するフローを実現するために用いられ、簡潔上、ここでそれ以
上説明しない。
【０３５３】
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　本発明の実施例によるサービス伝送装置は、第１移動局とネットワークデバイスとの事
前のネゴシエーションによって、複数個のリソース割り当てパラメータ集合を確定し、当
該複数個のリソース割り当てパラメータ集合は、多種の準静的スケジューリング方式にそ
れぞれ対応しており、それによって当該第１移動局と当該ネットワークデバイスとが第１
サービスを伝送する必要がある時に、当該第１移動局とネットワークデバイスとは、当該
第１サービスのサービスタイプに基づいて、当該複数個のＮ個のリソース割り当てパラメ
ータ集合から、当該第１サービスのサービスタイプに対応する第１リソース割り当てパラ
メータ集合を確定し、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、当該第１サ
ービスを伝送する。それによって異なるサービスで準静的スケジューリングに対して異な
る要求を柔軟、迅速に対応することができる。
【０３５４】
　図９は、本発明の実施例におけるサービス伝送装置９００の概略的なブロック図である
。図９に示すように、当該装置９００は、送信ユニット９１０、受信ユニット９２０、確
定ユニット９３０を含む。
【０３５５】
　送信ユニット９１０は、第１移動局にＮ個のリソース割り当てパラメータ集合を送信す
るように構成され、ここで、各リソース割り当てパラメータ集合が、少なくとも一つのリ
ソース割り当てパラメータを含み、Ｎ≧２である。
【０３５６】
　受信ユニット９２０は、当該第１移動局より送信された第１指示情報を受信するように
構成され、当該第１指示情報が、当該第１移動局の伝送する必要のある第１サービスのサ
ービスタイプを示すために用いられる。
【０３５７】
　確定ユニット９３０は、当該第１指示情報に基づいて、当該Ｎ個のリソース割り当てパ
ラメータ集合から、当該第１サービスのサービスタイプに対応する第１リソース割り当て
パラメータ集合を確定するように構成され、第１ターゲットリソースを確定するように構
成される。
【０３５８】
　当該送信ユニット９１０は、当該第１移動局に第１ターゲットリソースを示すための第
２指示情報を送信するようにさらに構成される。
【０３５９】
　選択肢として、当該確定ユニットは、具体的に、当該第１リソース割り当てパラメータ
集合に基づいて、第１ターゲットリソースを確定するように構成される。
【０３６０】
　選択肢として、当該送信ユニットは、具体的に、第１移動局にＮ個のリソース割り当て
パラメータ集合とＭ個のサービスタイプとの対応関係を送信するように構成され、ここで
、Ｍ≧Ｎであり、当該Ｍ個のサービスタイプのうちの各サービスタイプが、一つのリソー
ス割り当てパラメータ集合に対応する。
【０３６１】
　選択肢として、当該送信ユニットは、当該第１移動局に第３指示情報を送信するように
さらに構成され、当該第３指示情報が、第１移動局が当該第１リソース割り当てパラメー
タ集合を利用して当該第１サービスを伝送するように指示するために用いられる。
【０３６２】
　選択肢として、当該送信ユニットは、具体的に、ダウンリンク制御チャネルを介して、
当該第１移動局に第３指示情報を送信するように構成される。
【０３６３】
　選択肢として、当該送信ユニットは、具体的に、ダウンリンク制御チャネル内の第１リ
ザーブリソースによって、当該第１移動局に第３指示情報を送信するように構成され、又
は
　当該送信ユニットは、具体的に、第１予め設定されたフォーマットを確定し、当該第１
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予め設定されたフォーマットに基づいて、第３指示情報を生成して送信するように構成さ
れ、又は
　当該送信ユニットは、具体的に、第１予め設定された無線ネットワーク一時識別子（Ｒ
ＮＴＩ）を確定し、当該第１予め設定されたＲＮＴＩを当該第３指示情報にベアラし、当
該第１移動局に送信するように構成される。
【０３６４】
　選択肢として、当該送信ユニットは、具体的に、第１移動局にＮ個のリソース割り当て
パラメータ集合とＮ個のインデックス識別子との１対１の対応関係を送信するように構成
され、また
　当該第３指示情報が、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に対応するインデック
ス識別子を含む。
【０３６５】
　選択肢として、当該インデックス識別子は、番号又は無線ネットワーク一時識別子（Ｒ
ＮＴＩ）を含む。
【０３６６】
　選択肢として、当該受信ユニットは、当該第１移動局から、当該第１移動局のサポート
可能なＴ個のサービスタイプを取得するようにさらに構成され、
　当該確定ユニットは、具体的に、当該Ｔ個のサービスタイプに基づいて、当該Ｎ個のリ
ソース割り当てパラメータ集合を確定するように構成され、ここで、Ｔ≧Ｎであり、当該
Ｔ個のサービスタイプのうちの各サービスタイプが、一つのリソース割り当てパラメータ
集合に対応する。
【０３６７】
　選択肢として、当該受信ユニットは、具体的に、アクセス層（ＡＳ）シグナリングを介
して、当該第１移動局より報告された当該第１移動局のサポート可能なＴ個のサービスタ
イプを取得するように構成され、又は
　当該受信ユニットは、具体的に、モビリティ管理エンティティＭＭＥを経由して、当該
第１移動局のサポート可能なＴ個のサービスタイプを取得するように構成され、当該第１
移動局のサポート可能なＴ個のサービスタイプが、当該第１移動局が非アクセス層（ＮＡ
Ｓ）シグナリングを介して当該ＭＭＥに報告されるものである。
【０３６８】
　選択肢として、当該受信ユニットは、具体的に、アップリンクデータチャネルを介して
、当該第１移動局より送信された第１指示情報を受信するように構成され、ここで、当該
第１指示情報が当該データパケットのメディアアクセス制御（ＭＡＣ）層にベアラされる
、又は
　当該受信ユニットは、具体的に、アップリンク制御チャネルを介して、当該第１移動局
より送信された第１指示情報を受信するように構成され、又は
　当該受信ユニットは、具体的に、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して、
当該第１移動局より送信された第１指示情報を受信するように構成される。
【０３６９】
　選択肢として、当該送信ユニットは、当該第１移動局に第４指示情報を送信するように
さらに構成され、当該第４指示情報は、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づ
くサービス伝送を停止するように当該第１移動局に指示するために用いられる。
【０３７０】
　選択肢として、各リソース割り当てパラメータ集合内のリソース割り当てパラメータは
、送信周期、受信周期、アップリンク電力制御パラメータ、合成型自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）プロセス数のうちの少なくとも一つのパラメータを含む。
【０３７１】
　選択肢として、当該送信ユニットは、具体的に、第１移動局に、Ｎ個のリソース割り当
てパラメータ集合をベアラするｎ個の構成情報を送信するように構成され、ここで、各構
成情報に少なくとも一つのリソース割り当てパラメータ集合がベアラされる、Ｎ≧ｎ≧１
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である。
【０３７２】
　選択肢として、当該確定ユニットは、第２マッピング関係情報を取得するようにさらに
構成され、ここで、当該第２マッピング関係情報が、複数のサービスのうちの各サービス
のサービスタイプを示すために用いられ、ここで、当該第２マッピング関係が第１マッピ
ング関係と同じであり、当該第１マッピング関係情報が、前記第１移動局が前記複数のサ
ービスのうちの各サービスのサービスタイプを確定する時に使用される情報である。
【０３７３】
　本発明の実施例によるサービス伝送装置９００は、本発明の実施例の方法におけるネッ
トワークデバイス（ネットワークデバイス＃Ａ）に対応することが可能であり、また、サ
ービス伝送装置９００内の各ユニット、即ち、モジュールと上記その他の操作及び／又は
機能のそれぞれは、図６の方法６００に対応するフローを実現するために用いられ、簡潔
上、ここでそれ以上説明しない。
【０３７４】
　本発明の実施例によるサービス伝送装置は、第１移動局とネットワークデバイスとの事
前のネゴシエーションによって、複数個のリソース割り当てパラメータ集合を確定し、当
該複数個のリソース割り当てパラメータ集合は、多種の準静的スケジューリング方式にそ
れぞれ対応しており、それによって当該第１移動局と当該ネットワークデバイスとが第１
サービスを伝送する必要がある時に、当該第１移動局とネットワークデバイスとは、当該
第１サービスのサービスタイプに基づいて、当該複数個のＮ個のリソース割り当てパラメ
ータ集合から、当該第１サービスのサービスタイプに対応する第１リソース割り当てパラ
メータ集合を確定し、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、当該第１サ
ービスを伝送する。それによって異なるサービスで準静的スケジューリングに対して異な
る要求を柔軟、迅速に対応することができる。
【０３７５】
　図１０は、本発明の実施例におけるサービス伝送装置１０００の概略的なブロック図で
ある。図１０に示すように、当該装置１０００は、取得ユニット１０１０、確定ユニット
１０２０、通信ユニット１０３０を含む。
【０３７６】
　取得ユニット１０１０は、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個のサービスタ
イプとの対応関係を取得するように構成され、ここで、各リソース割り当てパラメータ集
合が、少なくとも一つのリソース割り当てパラメータを含み、各サービスタイプが、一つ
のリソース割り当てパラメータ集合に対応し、Ｍ≧Ｎ≧２である。
【０３７７】
　確定ユニット１０２０は、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個のサービ
スタイプとの対応関係、及び第２サービスのサービスタイプに基づいて、当該Ｎ個のリソ
ース割り当てパラメータ集合から、当該第２サービスのサービスタイプに対応する第２リ
ソース割り当てパラメータ集合を確定するように構成され、また、第２ターゲットリソー
スを確定するようにさらに構成される。
【０３７８】
　通信ユニット１０３０は、第２移動局に、当該第２リソース割り当てパラメータ集合の
指示情報と、第２ターゲットリソースの指示情報とを送信するように構成され、当該第２
リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、当該第２ターゲットリソースを使用して、
当該第２移動局と当該第２サービスを伝送するように構成される。
【０３７９】
　選択肢として、当該確定ユニットは、具体的に、当該第２リソース割り当てパラメータ
集合に基づいて、当該第２ターゲットリソースを確定するように構成される。
【０３８０】
　選択肢として、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個のサービスタイプと
の対応関係は、当該装置に予め設定される。
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【０３８１】
　選択肢として、当該取得ユニットは、具体的に、ネットワークデバイスから、当該Ｎ個
のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個のサービスタイプとの対応関係を取得するよう
に構成される。
【０３８２】
　選択肢として、当該通信ユニットは、当該ネットワークデバイスが当該Ｔ個のサービス
タイプに基づいて、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個のサービスタイプ
との対応関係を確定し、それを当該移動局に送信することができるように、当該ネットワ
ークデバイスに当該装置のサポート可能なＴ個のサービスタイプを報告するようにさらに
構成され、ここで、当該Ｍ個のサービスタイプが、当該Ｔ個のサービスタイプに属し、Ｔ
≧Ｎであり、当該Ｔ個のサービスタイプのうちの各サービスタイプが、一つのリソース割
り当てパラメータ集合に対応する。
【０３８３】
　選択肢として、当該取得ユニットは、第１マッピング関係情報を取得するようにさらに
構成され、ここで、当該第１マッピング関係情報が、複数のサービスのうちの各サービス
のサービスタイプを示すために用いられ、ここで、当該第１マッピング関係が第２マッピ
ング関係と同じであり、当該第２マッピング関係情報が、当該ネットワークデバイスが当
該複数のサービスのうちの各サービスのサービスタイプを確定する時に使用される情報で
ある。
【０３８４】
　当該確定ユニットは、当該第１マッピング関係情報に基づいて、当該装置のサポート可
能なＫ個のサービスに対応するＴ個のサービスタイプを確定するようにさらに構成され、
ここで、Ｋ≧Ｔである。
【０３８５】
　選択肢として、当該通信ユニットは、具体的に、アクセス層（ＡＳ）シグナリングを介
して、当該ネットワークデバイスに当該装置のサポート可能なＴ個のサービスタイプを報
告するように構成され、又は
　当該通信ユニットは、具体的に、非アクセス層（ＮＡＳ）シグナリングを介して、モビ
リティ管理エンティティＭＭＥを経由して、当該ネットワークデバイスに当該装置のサポ
ート可能なＴ個のサービスタイプを報告するように構成される。
【０３８６】
　選択肢として、各リソース割り当てパラメータ集合内のリソース割り当てパラメータは
、送信周期、受信周期、アップリンク電力制御パラメータ、合成型自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）プロセス数のうちの少なくとも一つのパラメータを含む。
【０３８７】
　選択肢として、当該通信ユニットは、具体的に、当該第２サービスを伝送する時間帯内
において、当該第２リソース割り当てパラメータ集合以外のリソース割り当てパラメータ
集合に基づくサービス伝送を避けるように構成される。
【０３８８】
　選択肢として、当該Ｎ個のサービスタイプは、基本サービスタイプを含み、当該基本サ
ービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合は、準静的のスケジューリング
に基づくデータ伝送のためのすべてのパラメータを含み、当該第２移動局に、当該基本サ
ービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合が含まれる。
【０３８９】
　当該第２リソース割り当てパラメータ集合が、周期スケジューリングに基づくサービス
伝送のための一部のパラメータを含む場合、当該通信ユニットは、具体的に、当該第１リ
ソース割り当てパラメータ集合に基づいて、当該基本サービスタイプに対応するリソース
割り当てパラメータ集合と当該第２ターゲットリソースとに基づいて、当該第２移動局と
当該第２サービスを伝送するように構成される。
【０３９０】
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　本発明の実施例によるサービス伝送装置１０００は、本発明の実施例の方法における第
１移動局（例えば、移動局＃Ｂ）に対応することが可能であり、また、サービス伝送装置
１０００内の各ユニット、即ち、モジュールと上記その他の操作及び／又は機能のそれぞ
れは、図４の方法４００に対応するフローを実現するために用いられ、簡潔上、ここでそ
れ以上説明しない。
【０３９１】
　本発明の実施例によるサービス伝送装置は、第１移動局に予めネゴシエーションさせる
ことによって、複数個のリソース割り当てパラメータ集合を確定し、当該複数個のリソー
ス割り当てパラメータ集合は、多種の準静的スケジューリング方式にそれぞれ対応してお
り、それによって当該第１移動局と第２移動局とは第２サービスを伝送しようとするとき
に、当該第１移動局は、当該第２サービスのサービスタイプに基づいて、当該複数のＮ個
のリソース割り当てパラメータ集合から、当該第２サービスのサービスタイプに対応する
第２リソース割り当てパラメータ集合を確定することができ、当該第２リソース割り当て
パラメータ集合に基づいて、第２移動局と当該第２サービスを伝送し、それによって異な
るサービスで準静的スケジューリングに対して異なる要求を柔軟、迅速に対応することが
できる。
【０３９２】
　図１１は、本発明の実施例におけるサービス伝送装置１１００概略的なブロック図であ
る。図１１に示すように、当該装置１１００は、通信ユニット１１１０、確定ユニット１
１２０を含む。
【０３９３】
　通信ユニット１１１０は、第１移動局より送信された第２リソース割り当てパラメータ
集合の指示情報と第２ターゲットリソースの指示情報とを受信するように構成され、当該
第２リソース割り当てパラメータ集合が第２サービスのサービスタイプに対応し、当該第
２リソース割り当てパラメータ集合が、当該第１移動局がＮ個のリソース割り当てパラメ
ータ集合とＭ個のサービスタイプとの対応関係、及び第２サービスのサービスタイプに基
づいて、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合から確定されたものである。
【０３９４】
　確定ユニット１１２０は、第２リソース割り当てパラメータ集合の指示情報に基づいて
、当該第２リソース割り当てパラメータ集合を確定するように構成され、当該第２ターゲ
ットリソースの指示情報に基づいて、当該第２ターゲットリソースを確定するように構成
される。
【０３９５】
　当該通信ユニット１１１０は、当該第２リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、
当該第２ターゲットリソースを使用して当該第１移動局と当該第２サービスを伝送するよ
うにさらに構成される。
【０３９６】
　選択肢として、当該第２ターゲットリソースは、当該第１移動局が当該第２リソース割
り当てパラメータ集合に基づいて確定されたものである。
【０３９７】
　選択肢として、各リソース割り当てパラメータ集合内のリソース割り当てパラメータは
、送信周期、受信周期、アップリンク電力制御パラメータ、合成型自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）プロセス数のうちの少なくとも一つのパラメータを含む。
【０３９８】
　選択肢として、当該通信ユニットは、当該第２サービスを伝送する時間帯内において、
当該第２リソース割り当てパラメータ集合以外のリソース割り当てパラメータ集合に基づ
くサービス伝送を避けるようにさらに構成される。
【０３９９】
　選択肢として、当該Ｎ個のサービスタイプは、基本サービスタイプを含み、当該基本サ
ービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合は、準静的のスケジューリング
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に基づくデータ伝送のためのすべてのパラメータを含み、当該装置に、当該基本サービス
タイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合が含まれる。
【０４００】
　当該第２リソース割り当てパラメータ集合が、周期スケジューリングに基づくサービス
伝送のための一部のパラメータを含む場合、当該通信ユニットは、具体的に、当該第２リ
ソース割り当てパラメータ集合に基づいて、当該基本サービスタイプに対応するリソース
割り当てパラメータ集合と当該第２ターゲットリソースとに基づいて、当該第１移動局と
当該第２サービスを伝送するように構成される。
【０４０１】
　本発明の実施例によるサービス伝送装置１１００は、本発明の実施例の方法における第
２移動局（例えば、移動局＃Ｃ）に対応することが可能であり、また、サービス伝送装置
１１００内の各ユニット、即ち、モジュールと上記その他の操作及び／又は機能のそれぞ
れは、図７の方法７００に対応するフローを実現するために用いられ、簡潔上、ここでそ
れ以上説明しない。
【０４０２】
　本発明の実施例によるサービス伝送装置は、第１移動局に予めネゴシエーションさせる
ことによって、複数個のリソース割り当てパラメータ集合を確定し、当該複数個のリソー
ス割り当てパラメータ集合は、多種の準静的スケジューリング方式にそれぞれ対応してお
り、それによって当該第１移動局と第２移動局とは第２サービスを伝送しようとするとき
に、当該第１移動局は、当該第２サービスのサービスタイプに基づいて、当該複数のＮ個
のリソース割り当てパラメータ集合から、当該第２サービスのサービスタイプに対応する
第２リソース割り当てパラメータ集合を確定することができ、当該第２リソース割り当て
パラメータ集合に基づいて、第２移動局と当該第１サービスを伝送し、それによって異な
るサービスで準静的スケジューリングに対して異なる要求を柔軟、迅速に対応することが
できる。
【０４０３】
　図１２は、本発明の実施例におけるサービス伝送デバイス１２００の概略的なブロック
図である。図１２に示すように、当該デバイス１２００は、
　プロセッサー１２１０と送受信機１２２０とを含み、プロセッサー１２１０が送受信機
１２２０に接続され、選択肢として、当該デバイス１２００は、記憶装置１２３０をさら
に含み、記憶装置１２３０がプロセッサー１２１０に接続され、さらに、選択肢として、
当該デバイス１２００は、バスシステム１２４０を含む。ここで、プロセッサー１２１０
、記憶装置１２３０、及び送受信機１２２０は、バスシステム１２４０を介して接続され
、当該記憶装置１２３０は、命令を記憶するように構成されることが可能であり、当該プ
ロセッサー１２１０は、当該記憶装置１２３０に記憶された命令を実行するように構成さ
れ、送受信機１２２０が、ネットワークデバイスからＮ個のリソース割り当てパラメータ
集合を取得するように制御するために用いられ、ここで、各リソース割り当てパラメータ
集合が、少なくとも一つのリソース割り当てパラメータを含み、Ｎ≧２であり、
　送受信機１２２０が、当該ネットワークデバイスが、当該Ｎ個のリソース割り当てパラ
メータ集合から、当該第１サービスのサービスタイプに対応する第１リソース割り当てパ
ラメータ集合を確定することができるように、当該ネットワークデバイスに第１指示情報
を送信するように制御するように構成され、当該第１指示情報が、伝送しようとする第１
サービスのサービスタイプを当該デバイスに指示するために用いられ、当該ネットワーク
デバイスより送信された第２指示情報を受信するように構成され、当該第２指示情報が、
第１ターゲットリソースを示すために用いられ、
　当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合から、当該第１サービスのサービスタイプ
に対応する第１リソース割り当てパラメータ集合を確定するように構成され、
　送受信機１２２０が当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、第１ターゲ
ットリソースを利用して当該第１サービスを伝送するように制御するように構成される。
【０４０４】
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　選択肢として、第１ターゲットリソースは、当該ネットワークデバイスが当該第１リソ
ース割り当てパラメータ集合に基づいて、当該デバイスに割り当てられたものである。
【０４０５】
　選択肢として、当該プロセッサー１２１０は、具体的に、送受信機１２２０が、ネット
ワークデバイスからＮ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個のサービスタイプとの
対応関係を取得するように制御するように構成され、ここで、Ｍ≧Ｎであり、当該Ｍ個の
サービスタイプのうちの各サービスタイプが、一つのリソース割り当てパラメータ集合に
対応し、
　当該プロセッサー１２１０は、具体的に、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ
個のサービスタイプとの対応関係と当該第１サービスのサービスタイプとに基づいて、当
該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合から、当該第１リソース割り当てパラメータ集
合を取得するように構成される。
【０４０６】
　選択肢として、当該プロセッサー１２１０は、具体的に、送受信機１２２０が、当該ネ
ットワークデバイスより送信された第３指示情報を受信するように制御するように構成さ
れ、当該第３指示情報が、当該第１リソース割り当てパラメータ集合を使用して当該第１
サービスを伝送するように指示するために用いられ、
　当該プロセッサー１２１０は、具体的に、当該第３指示情報に基づいて、当該Ｎ個のリ
ソース割り当てパラメータ集合から、当該第１リソース割り当てパラメータ集合を取得す
る。
【０４０７】
　選択肢として、当該プロセッサー１２１０は、具体的に、送受信機１２２０が、ダウン
リンク制御チャネルを介して、当該ネットワークデバイスより送信された第３指示情報を
受信するように制御するように構成される。
【０４０８】
　選択肢として、当該プロセッサー１２１０は、具体的に、送受信機１２２０が当該ダウ
ンリンク制御チャネル内の第１リザーブリソースによって、当該第３指示情報を受信する
ように制御するように構成され、又は、
　当該プロセッサー１２１０は、具体的に、第１予め設定されたフォーマットを確定し、
当該ダウンリンク制御チャネル内の、フォーマットが当該第１予め設定されたフォーマッ
トである情報を当該第３指示情報とするように構成され、又は、
　当該プロセッサー１２１０は、具体的に、第１予め設定された無線ネットワーク一時識
別子（ＲＮＴＩ）を確定し、当該ダウンリンク制御チャネル内の、当該第１予め設定され
たＲＮＴＩを含む情報を当該第３指示情報とするように構成される。
【０４０９】
　選択肢として、当該プロセッサー１２１０は、具体的に、送受信機１２２０ネットワー
クデバイスから、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とＮ個のインデックス識別子と
の１対１の対応関係を取得するように制御するように構成され、
　当該第３指示情報が、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に対応するインデック
ス識別子を含む。
【０４１０】
　選択肢として、当該インデックス識別子は、番号又は無線ネットワーク一時識別子（Ｒ
ＮＴＩ）を含む。
【０４１１】
　選択肢として、当該プロセッサー１２１０は、当該ネットワークデバイスが当該Ｔ個の
サービスタイプに基づいて、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合を確定し、また
それを当該移動局に送信することができるように、具体的に、送受信機１２２０が、当該
ネットワークデバイスに当該デバイスのサポート可能なＴ個のサービスタイプを報告する
ように制御するように構成され、ここで、Ｔ≧Ｎであり、当該Ｔ個のサービスタイプのう
ちの各サービスタイプが、一つのリソース割り当てパラメータ集合に対応する。
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【０４１２】
　選択肢として、当該プロセッサー１２１０は、具体的に、第１マッピング関係情報を取
得するように構成され、ここで、当該第１マッピング関係情報が、複数のサービスのうち
の各サービスのサービスタイプを示すために用いられ、ここで、当該第１マッピング関係
が第２マッピング関係と同じであり、当該第２マッピング関係情報が、当該ネットワーク
デバイスが当該複数のサービスのうちの各サービスのサービスタイプを確定する時に使用
される情報であり、
　当該第１マッピング関係情報に基づいて、当該デバイスのサポート可能なＫ個のサービ
スに対応するＴ個のサービスタイプを確定するように構成され、ここで、Ｋ≧Ｔである。
【０４１３】
　選択肢として、当該プロセッサー１２１０は、具体的に、送受信機１２２０がアクセス
層（ＡＳ）シグナリングを介して、当該ネットワークデバイスに、当該デバイスのサポー
ト可能なＴ個のサービスタイプを報告するように制御するように構成され、又は、
　当該プロセッサー１２１０は、具体的に、送受信機１２２０が非アクセス層（ＮＡＳ）
シグナリングを介して、モビリティ管理エンティティＭＭＥを経由して、当該ネットワー
クデバイスに、当該デバイスのサポート可能なＴ個のサービスタイプを報告するように制
御するように構成される。
【０４１４】
　選択肢として、当該プロセッサー１２１０は、具体的に、送受信機１２２０がアップリ
ンクデータチャネルを介して、当該ネットワークデバイスに当該第１指示情報を含むデー
タパケットを送信するように制御するように構成され、ここで、当該第１指示情報が当該
データパケットのメディアアクセス制御（ＭＡＣ）層にベアラされ、又は、
　当該プロセッサー１２１０は、具体的に、送受信機１２２０がアップリンク制御チャネ
ルを介して、当該ネットワークデバイスに当該第１指示情報を送信するように制御するよ
うに構成され、又は、
　当該プロセッサー１２１０は、具体的に、送受信機１２２０が無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）シグナリングを介して、当該ネットワークデバイスに当該第１指示情報を送信するよ
うに制御するように構成される。
【０４１５】
　選択肢として、当該プロセッサー１２１０は、具体的に、送受信機１２２０が当該ネッ
トワークデバイスより送信された第４指示情報を受信するように制御するように構成され
、当該第４指示情報は、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づくサービス伝送
を停止するように当該デバイスに指示するために用いられ、当該第４指示情報に基づいて
、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づくサービス伝送を停止するように構成
される。
【０４１６】
　選択肢として、当該プロセッサー１２１０は、具体的に、送受信機１２２０がダウンリ
ンク制御チャネルを介して、当該ネットワークデバイスより送信された第４指示情報を受
信するように制御するように構成される。
【０４１７】
　選択肢として、当該プロセッサー１２１０は、具体的に、送受信機１２２０が当該ダウ
ンリンク制御チャネル内の第２リザーブリソースによって、当該第４指示情報を受信する
ように制御するように構成され、又は、
　当該プロセッサー１２１０は、具体的に、第２予め設定されたフォーマットを確定し、
当該ダウンリンク制御チャネル内の、フォーマットが当該第２予め設定されたフォーマッ
トである情報を当該第４指示情報とするように構成され、又は、
　当該プロセッサー１２１０は、具体的に、第２予め設定されたＲＮＴＩを確定し、当該
ダウンリンク制御チャネル内の、当該第２予め設定されたＲＮＴＩを含む情報を当該第４
指示情報とするように構成される。
【０４１８】
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　選択肢として、各リソース割り当てパラメータ集合内のリソース割り当てパラメータは
、送信周期、受信周期、アップリンク電力制御パラメータ、合成型自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）プロセス数のうちの少なくとも一つのパラメータを含む。
【０４１９】
　選択肢として、当該プロセッサー１２１０は、具体的に、送受信機１２２０が、当該第
１サービスを伝送する時間帯内において、当該第１リソース割り当てパラメータ集合以外
のリソース割り当てパラメータ集合に基づくサービス伝送を避けるように制御するように
構成される。
【０４２０】
　選択肢として、当該Ｎ個のサービスタイプは、基本サービスタイプを含み、当該基本サ
ービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合は、周期スケジューリングに基
づくサービス伝送のためのすべてのパラメータを含む。
【０４２１】
　選択肢として、当該第１リソース割り当てパラメータ集合が周期スケジューリングに基
づくサービス伝送のための一部のパラメータを含む場合、当該プロセッサー１２１０は、
具体的に、送受信機１２２０が当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、当
該基本サービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合と第１ターゲットリソ
ースとを確定し、当該第１サービスを伝送するように制御するように構成される。
【０４２２】
　選択肢として、当該プロセッサー１２１０は、具体的に、送受信機１２２０が、ネット
ワークデバイスより送信された、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合をベアラするｎ
個の構成情報を受信するように制御するように構成され、ここで、各構成情報に少なくと
も一つのリソース割り当てパラメータ集合がベアラされる、Ｎ≧ｎ≧１である。
【０４２３】
　本発明の実施例によるサービス伝送デバイス１２００は、本発明の実施例の方法におけ
る第１移動局（例えば、移動局＃Ａ）に対応することが可能であり、また、サービス伝送
デバイス１２００内の各ユニット、即ち、モジュールと上記その他の操作及び／又は機能
のそれぞれは、図２の方法２００に対応するフローを実現するために用いられ、簡潔上、
ここでそれ以上説明しない。
【０４２４】
　本発明の実施例によるサービス伝送デバイスは、第１移動局とネットワークデバイスと
の事前のネゴシエーションによって、複数個のリソース割り当てパラメータ集合を確定し
、当該複数個のリソース割り当てパラメータ集合は、多種の準静的スケジューリング方式
にそれぞれ対応しており、それによって当該第１移動局と当該ネットワークデバイスとが
第１サービスを伝送する必要がある時に、当該第１移動局とネットワークデバイスとは、
当該第１サービスのサービスタイプに基づいて、当該複数個のＮ個のリソース割り当てパ
ラメータ集合から、当該第１サービスのサービスタイプに対応する第１リソース割り当て
パラメータ集合を確定し、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、当該第
１サービスを伝送する。それによって異なるサービスで準静的スケジューリングに対して
異なる要求を柔軟、迅速に対応することができる。
【０４２５】
　図１３は、本発明の実施例におけるサービス伝送デバイス１３００の概略的なブロック
図である。図１３に示すように、当該デバイス１３００は、プロセッサー１３１０と送受
信機１３２０とを含み、プロセッサー１３１０は送受信機１３２０に接続され、選択肢と
して、当該デバイス１３００は、記憶装置１３３０をさらに含み、記憶装置１３３０がプ
ロセッサー１３１０に接続され、さらに選択肢として、当該デバイス１３００は、バスシ
ステム１３４０を含む。ここで、プロセッサー１３１０、記憶装置１３３０、及び送受信
機１３２０は、バスシステム１３４０を確定するように接続されることができ、当該記憶
装置１３３０は、命令を記憶するために構成されることができ、当該プロセッサー１３１
０は、当該記憶装置１３３０に記憶されている命令を実行するように構成され、送受信機
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１３２０が第１移動局にＮ個のリソース割り当てパラメータ集合を送信するように制御し
、ここで、各リソース割り当てパラメータ集合が、少なくとも一つのリソース割り当てパ
ラメータを含み、Ｎ≧２であり、
　送受信機１３２０が当該第１移動局より送信された第１指示情報を受信するように制御
するように構成され、当該第１指示情報が、当該第１移動局の伝送する必要のある第１サ
ービスのサービスタイプを示すために用いられ、
　当該第１指示情報に基づいて、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合から、当該
第１サービスのサービスタイプに対応する第１リソース割り当てパラメータ集合を確定す
るように構成され、第１ターゲットリソースを確定するように構成され、
　送受信機１３２０が、当該第１移動局に第１ターゲットリソースを示すための第２指示
情報を送信するように制御するように構成される。
【０４２６】
　選択肢として、当該プロセッサー１３１０は、具体的に、当該第１リソース割り当てパ
ラメータ集合に基づいて、第１ターゲットリソースを確定するように構成される。
【０４２７】
　選択肢として、当該プロセッサー１３１０は、具体的に、送受信機１３２０第１移動局
にＮ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個のサービスタイプとの対応関係を送信す
るように構成され、ここで、Ｍ≧Ｎであり、当該Ｍ個のサービスタイプのうちの各サービ
スタイプが、一つのリソース割り当てパラメータ集合に対応する。
【０４２８】
　選択肢として、当該プロセッサー１３１０は、具体的に、送受信機１３２０が、当該第
１移動局に第３指示情報を送信するように制御するように構成され、当該第３指示情報が
、第１移動局が当該第１リソース割り当てパラメータ集合を利用して当該第１サービスを
伝送するように指示するために用いられる。
【０４２９】
　選択肢として、当該プロセッサー１３１０は、具体的に、送受信機１３２０がダウンリ
ンク制御チャネルを介して、当該第１移動局に第３指示情報を送信するように制御するよ
うに構成される。
【０４３０】
　選択肢として、当該プロセッサー１３１０は、具体的に、送受信機１３２０がダウンリ
ンク制御チャネル内の第１リザーブリソースを介して、当該第１移動局に第３指示情報を
送信するように制御するように構成され、又は
　当該プロセッサー１３１０は、具体的に、第１予め設定されたフォーマットを確定し、
当該第１予め設定されたフォーマットに基づいて、第３指示情報を生成して送信するよう
に構成され、又は
　当該プロセッサー１３１０は、具体的に、第１予め設定された無線ネットワーク一時識
別子（ＲＮＴＩ）を確定し、当該第１予め設定されたＲＮＴＩを当該第３指示情報にベア
ラし、当該第１移動局に送信するように構成される。
【０４３１】
　選択肢として、当該プロセッサー１３１０は、具体的に、送受信機１３２０が第１移動
局にＮ個のリソース割り当てパラメータ集合とＮ個のインデックス識別子との１対１の対
応関係を送信するように構成される。
【０４３２】
　当該第３指示情報が、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に対応するインデック
ス識別子を含む。
【０４３３】
　選択肢として、当該インデックス識別子は、番号又は無線ネットワーク一時識別子（Ｒ
ＮＴＩ）を含む。
【０４３４】
　選択肢として、当該プロセッサー１３１０は、具体的に、送受信機１３２０が、当該第
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１移動局から、当該第１移動局のサポート可能なＴ個のサービスタイプを取得するように
制御するように構成され、
　当該プロセッサー１３１０は、具体的に、当該Ｔ個のサービスタイプに基づいて、当該
Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合を確定するように構成され、ここで、Ｔ≧Ｎであ
り、当該Ｔ個のサービスタイプのうちの各サービスタイプが、一つのリソース割り当てパ
ラメータ集合に対応する。
【０４３５】
　選択肢として、当該プロセッサー１３１０は、具体的に、送受信機１３２０が、アクセ
ス層（ＡＳ）シグナリングを介して、当該第１移動局より報告された当該第１移動局のサ
ポート可能なＴ個のサービスタイプを取得するように制御するように構成され、又は、
　当該プロセッサー１３１０は、具体的に、送受信機１３２０モビリティ管理エンティテ
ィＭＭＥを経由して、当該第１移動局のサポート可能なＴ個のサービスタイプを取得する
ように制御するように構成され、当該第１移動局のサポート可能なＴ個のサービスタイプ
が、当該第１移動局が非アクセス層（ＮＡＳ）シグナリングを介して当該ＭＭＥに報告さ
れるものである。
【０４３６】
　選択肢として、当該プロセッサー１３１０は、具体的に、送受信機１３２０がアップリ
ンクデータチャネルを介して、当該第１移動局より送信された第１指示情報を受信するよ
うに制御するように構成され、ここで、当該第１指示情報が当該データパケットのメディ
アアクセス制御（ＭＡＣ）層にベアラされる、又は、
　当該プロセッサー１３１０は、具体的に、送受信機１３２０がアップリンク制御チャネ
ルを介して、当該第１移動局より送信された第１指示情報を受信するように制御するよう
に構成され、又は、
　当該プロセッサー１３１０は、具体的に、送受信機１３２０が無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）シグナリングを介して、当該第１移動局より送信された第１指示情報を受信するよう
に制御するように構成される。
【０４３７】
　選択肢として、当該プロセッサー１３１０は、具体的に、送受信機１３２０が、当該第
１移動局に第４指示情報を送信するように制御するように構成され、当該第４指示情報は
、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づくサービス伝送を停止するように、当
該第１移動局に指示するために用いられる。
【０４３８】
　選択肢として、各リソース割り当てパラメータ集合内のリソース割り当てパラメータは
、送信周期、受信周期、アップリンク電力制御パラメータ、合成型自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）プロセス数のうちの少なくとも一つのパラメータを含む。
【０４３９】
　選択肢として、当該プロセッサー１３１０は、具体的に、送受信機１３２０第１移動局
に、Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合をベアラするｎ個の構成情報を送信するよう
に制御するように構成され、ここで、各構成情報に少なくとも一つのリソース割り当てパ
ラメータ集合がベアラされる、Ｎ≧ｎ≧１である。
【０４４０】
　選択肢として、当該プロセッサー１３１０は、具体的に、第２マッピング関係情報を取
得するように構成され、ここで、当該第２マッピング関係情報が、複数のサービスのうち
の各サービスのサービスタイプを示すために用いられ、ここで、当該第２マッピング関係
が第１マッピング関係と同じであり、当該第１マッピング関係情報が、前記第１移動局が
前記複数のサービスのうちの各サービスのサービスタイプを確定する時に使用される情報
である。
【０４４１】
　本発明の実施例によるサービス伝送デバイス１３００は、本発明の実施例の方法におけ
るネットワークデバイス（ネットワークデバイス＃Ａ）に対応することが可能であり、ま
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た、サービス伝送デバイス１３００内の各ユニット、即ち、モジュールと上記その他の操
作及び／又は機能のそれぞれは、図６の方法６００に対応するフローを実現するために用
いられ、簡潔上、ここでそれ以上説明しない。
【０４４２】
　本発明の実施例によるサービス伝送デバイスは、第１移動局とネットワークデバイスと
の事前のネゴシエーションによって、複数個のリソース割り当てパラメータ集合を確定し
、当該複数個のリソース割り当てパラメータ集合は、多種の準静的スケジューリング方式
にそれぞれ対応しており、それによって当該第１移動局と当該ネットワークデバイスとが
第１サービスを伝送する必要がある時に、当該第１移動局とネットワークデバイスとは、
当該第１サービスのサービスタイプに基づいて、当該複数個のＮ個のリソース割り当てパ
ラメータ集合から、当該第１サービスのサービスタイプに対応する第１リソース割り当て
パラメータ集合を確定し、当該第１リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、当該第
１サービスを伝送する。それによって異なるサービスで準静的スケジューリングに対して
異なる要求を柔軟、迅速に対応することができる。
【０４４３】
　図１４は、本発明の実施例におけるサービス伝送デバイス１４００の概略的なブロック
図である。図１４に示すように、当該デバイス１４００は、プロセッサー１４１０と送受
信機１４２０を含み、プロセッサー１４１０が送受信機１４２０に接続され、選択肢とし
て、当該デバイス１４００は記憶装置１４３０をさらに含み、記憶装置１４３０がプロセ
ッサー１４１０に接続され、さらに、選択肢として、当該デバイス１４００は、バスシス
テム１４４０を含む。ここで、プロセッサー１４１０、記憶装置１４３０、及び送受信機
１４２０は、バスシステム１４４０を介して接続されることでき、当該記憶装置１４３０
は、命令を記憶するように構成され、当該プロセッサー１４１０は、当該記憶装置１４３
０に記憶されている命令を実行するように構成され、送受信機１４２０がＮ個のリソース
割り当てパラメータ集合とＭ個のサービスタイプとの対応関係を取得するように制御し、
ここで、各リソース割り当てパラメータ集合が、少なくとも一つのリソース割り当てパラ
メータを含み、各サービスタイプが、一つのリソース割り当てパラメータ集合に対応し、
Ｍ≧Ｎ≧２であり、
　当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個のサービスタイプとの対応関係、及
び第２サービスのサービスタイプに基づいて、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集
合から、当該第２サービスのサービスタイプに対応する第２リソース割り当てパラメータ
集合を確定するように構成され、また、第２ターゲットリソースを確定するように構成さ
れ、
　送受信機１４２０が第２移動局に、当該第２リソース割り当てパラメータ集合の指示情
報と、第２ターゲットリソースの指示情報とを送信するように制御するように構成され、
当該第２リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、当該第２ターゲットリソースを使
用して、当該第２移動局と当該第２サービスを伝送するように構成される。
【０４４４】
　選択肢として、当該プロセッサー１４１０は、具体的に、当該第２リソース割り当てパ
ラメータ集合に基づいて、当該第２ターゲットリソースを確定するように構成される。
【０４４５】
　選択肢として、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個のサービスタイプと
の対応関係は、当該デバイス１４００に予め設定される。
【０４４６】
　選択肢として、当該プロセッサー１４１０は、具体的に、送受信機１４２０がネットワ
ークデバイスから、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個のサービスタイプ
との対応関係を取得するように制御するように構成される。
【０４４７】
　選択肢として、当該プロセッサー１４１０は、具体的に、当該ネットワークデバイスが
当該Ｔ個のサービスタイプに基づいて、当該Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ
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個のサービスタイプとの対応関係を確定し、またそれを当該移動局に送信することができ
るように、送受信機１４２０が当該ネットワークデバイスに当該デバイスのサポート可能
なＴ個のサービスタイプを報告するように制御するように構成され、ここで、当該Ｍ個の
サービスタイプが、当該Ｔ個のサービスタイプに属し、Ｔ≧Ｎであり、当該Ｔ個のサービ
スタイプのうちの各サービスタイプが、一つのリソース割り当てパラメータ集合に対応す
る。
【０４４８】
　選択肢として、当該プロセッサー１４１０は、具体的に、第１マッピング関係情報を取
得するように構成され、ここで、当該第１マッピング関係情報が、複数のサービスのうち
の各サービスのサービスタイプを示すために用いられ、ここで、当該第１マッピング関係
が第２マッピング関係と同じであり、当該第２マッピング関係情報が、当該ネットワーク
デバイスが当該複数のサービスのうちの各サービスのサービスタイプを確定する時に使用
される情報であり、
　当該第１マッピング関係情報に基づいて、当該デバイスのサポート可能なＫ個のサービ
スに対応するＴ個のサービスタイプを確定するように構成され、ここで、Ｋ≧Ｔである。
【０４４９】
　選択肢として、当該プロセッサー１４１０は、具体的に、送受信機１４２０がアクセス
層（ＡＳ）シグナリングを介して、当該ネットワークデバイスに当該デバイスのサポート
可能なＴ個のサービスタイプを報告するように制御するように構成され、又は、
　当該プロセッサー１４１０は、具体的に、送受信機１４２０が非アクセス層（ＮＡＳ）
シグナリングを介して、モビリティ管理エンティティＭＭＥを経由して、当該ネットワー
クデバイスに当該デバイスのサポート可能なＴ個のサービスタイプを報告するように制御
するように構成される。
【０４５０】
　選択肢として、各リソース割り当てパラメータ集合内のリソース割り当てパラメータは
、送信周期、受信周期、アップリンク電力制御パラメータ、合成型自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）プロセス数のうちの少なくとも一つのパラメータを含む。
【０４５１】
　選択肢として、当該プロセッサー１４１０は、具体的に、送受信機１４２０が、当該第
２サービスを伝送する時間帯内において、当該第２リソース割り当てパラメータ集合以外
のリソース割り当てパラメータ集合に基づくサービス伝送を避けるように制御するように
構成される。
【０４５２】
　選択肢として、当該Ｎ個のサービスタイプは、基本サービスタイプを含み、当該基本サ
ービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合は、準静的のスケジューリング
に基づくデータ伝送のためのすべてのパラメータを含み、当該第２移動局に、当該基本サ
ービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合が含まれる。
【０４５３】
　当該第２リソース割り当てパラメータ集合が、周期スケジューリングに基づくサービス
伝送のための一部のパラメータを含む場合、当該プロセッサー１４１０は、具体的に、送
受信機１４２０が、当該第１リソース割り当てパラメータ集合と、当該基本サービスタイ
プに対応するリソース割り当てパラメータ集合と、当該第２ターゲットリソースとに基づ
いて、当該第２移動局と当該第２サービスを伝送するように制御するように構成される。
【０４５４】
　本発明の実施例によるサービス伝送デバイス１４００は、本発明の実施例の方法におけ
る第１移動局（例えば、移動局＃Ｂ）に対応することが可能であり、また、サービス伝送
デバイス１４００内の各ユニット、即ち、モジュールと上記その他の操作及び／又は機能
のそれぞれは、図４の方法４００に対応するフローを実現するために用いられ、簡潔上、
ここでそれ以上説明しない。
【０４５５】



(62) JP 6957467 B2 2021.11.2

10

20

30

40

50

　本発明の実施例によるサービス伝送デバイスは、第１移動局に予めネゴシエーションさ
せることによって、複数個のリソース割り当てパラメータ集合を確定し、当該複数個のリ
ソース割り当てパラメータ集合は、多種の準静的スケジューリング方式にそれぞれ対応し
ており、それによって当該第１移動局と第２移動局とは第２サービスを伝送しようとする
ときに、当該第１移動局は、当該第２サービスのサービスタイプに基づいて、当該複数の
Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合から、当該第２サービスのサービスタイプに対応
する第２リソース割り当てパラメータ集合を確定することができ、当該第２リソース割り
当てパラメータ集合に基づいて、第２移動局と当該第１サービスを伝送し、それによって
異なるサービスで準静的スケジューリングに対して異なる要求を柔軟、迅速に対応するこ
とができる。
【０４５６】
　図１５は、本発明の実施例におけるサービス伝送デバイス１５００の概略的なブロック
図である。図１５に示すように、当該デバイス１５００は、プロセッサー１５１０と送受
信機１５２０とを含み、プロセッサー１５１０が送受信機１５２０に接続され、選択肢と
して、当該デバイス１５００は、記憶装置１５３０をさらに含み、記憶装置１５３０がプ
ロセッサー１５１０に接続され、さらに、選択肢として、当該デバイス１５００は、バス
システム１５４０をさらに含む。ここで、プロセッサー１５１０、記憶装置１５３０、及
び送受信機１５２０は、バスシステム１５４０を介して接続されることでき、当該記憶装
置１５３０は、命令を記憶するように構成され、当該プロセッサー１５１０は、当該記憶
装置１５３０に記憶されている命令を実行するように構成され、送受信機１５２０が第１
移動局より送信された第２リソース割り当てパラメータ集合の指示情報と第２ターゲット
リソースの指示情報とを受信するように制御するように構成され、当該第２リソース割り
当てパラメータ集合が第２サービスのサービスタイプに対応し、当該第２リソース割り当
てパラメータ集合が、当該第１移動局がＮ個のリソース割り当てパラメータ集合とＭ個の
サービスタイプとの対応関係、及び第２サービスのサービスタイプに基づいて、当該Ｎ個
のリソース割り当てパラメータ集合から確定されたものであり、
　第２リソース割り当てパラメータ集合の指示情報に基づいて、当該第２リソース割り当
てパラメータ集合を確定するように構成され、当該第２ターゲットリソースの指示情報に
基づいて、当該第２ターゲットリソースを確定するように構成され、
　送受信機１５２０が、当該第２リソース割り当てパラメータ集合に基づいて、当該第２
ターゲットリソースを使用して当該第１移動局と当該第２サービスを伝送するように制御
するように構成される。
【０４５７】
　選択肢として、当該第２ターゲットリソースは、当該第１移動局が当該第２リソース割
り当てパラメータ集合に基づいて確定されたものである。
【０４５８】
　選択肢として、各リソース割り当てパラメータ集合内のリソース割り当てパラメータは
、送信周期、受信周期、アップリンク電力制御パラメータ、合成型自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）プロセス数のうちの少なくとも一つのパラメータを含む。
【０４５９】
　選択肢として、当該プロセッサー１５１０は、具体的に、送受信機１５２０が、当該第
２サービスを伝送する時間帯内において、当該第２リソース割り当てパラメータ集合以外
のリソース割り当てパラメータ集合に基づくサービス伝送を避けるように制御するように
構成される。
【０４６０】
　選択肢として、当該Ｎ個のサービスタイプは、基本サービスタイプを含み、当該基本サ
ービスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合は、準静的のスケジューリング
に基づくデータ伝送のためのすべてのパラメータを含み、当該デバイスに、当該基本サー
ビスタイプに対応するリソース割り当てパラメータ集合が記憶される。
【０４６１】
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　当該第２リソース割り当てパラメータ集合が、周期スケジューリングに基づくサービス
伝送のための一部のパラメータを含む場合、当該プロセッサー１５１０は、具体的に、送
受信機１５２０が、当該第２リソース割り当てパラメータ集合と、当該基本サービスタイ
プに対応するリソース割り当てパラメータ集合と、当該第２ターゲットリソースとに基づ
いて、当該第１移動局と当該第２サービスを伝送するように制御するように構成される。
【０４６２】
　本発明の実施例によるサービス伝送デバイス１５００は、本発明の実施例の方法におけ
る第２移動局（例えば、移動局＃Ｃ）に対応することが可能であり、また、サービス伝送
デバイス１５００内の各ユニット、即ち、モジュールと上記その他の操作及び／又は機能
のそれぞれは、図７の方法７００に対応するフローを実現するために用いられ、簡潔上、
ここでそれ以上説明しない。
【０４６３】
　本発明の実施例によるサービス伝送デバイスは、第１移動局に予めネゴシエーションさ
せることによって、複数個のリソース割り当てパラメータ集合を確定し、当該複数個のリ
ソース割り当てパラメータ集合は、多種の準静的スケジューリング方式にそれぞれ対応し
ており、それによって当該第１移動局と第２移動局とは第２サービスを伝送しようとする
ときに、当該第１移動局は、当該第２サービスのサービスタイプに基づいて、当該複数の
Ｎ個のリソース割り当てパラメータ集合から、当該第２サービスのサービスタイプに対応
する第２リソース割り当てパラメータ集合を確定することができ、当該第２リソース割り
当てパラメータ集合に基づいて、第２移動局と当該第１サービスを伝送し、それによって
異なるサービスで準静的スケジューリングに対して異なる要求を柔軟、迅速に対応するこ
とができる。
【０４６４】
　なお、本発明の実施例において、当該プロセッサーは、中央処理ユニット（ＣＰＵ：Ｃ
ｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）であっても良く、当該プロセッサーは
、その他の汎用プロセッサー、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、専用集積回路（
ＡＳＩＣ）、現場でプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）又はその他のプログラマブ
ルロジックデバイス、ディスクリートゲート又はトランジスタ論理デバイス、ディスクリ
ートハードウェアコンポーネントであってもよい。汎用プロセッサーは、マイクロプロセ
ッサーであっても良く、又は当該プロセッサーはいずれかの通常のプロセッサーなどであ
っても良い。
【０４６５】
　当該記憶装置は、読み取り専用記憶装置とランダムアクセス記憶装置を含むことが可能
であり、プロセッサーに命令とデータとを提供する。記憶装置の一部は不揮発性記憶装置
を含んでも良い。例えば、記憶装置は、デバイスタイプの情報を記憶しても良い。
【０４６６】
　当該バスシステムは、データバスを含む以外に、電源バス、制御バス及び状態信号バス
などを含んでも良い。明確に説明するために、図に、描くバスをバスシステムとして標記
している。
【０４６７】
　実現過程において、上記方法の実施例における各ステップは、プロセッサにおけるハー
ドウェアの集積論理回路、又はソフトウェア形態の命令により完成されてもよい。本発明
の実施例に開示された方法を結合するステップは、ハードウェア復号プロセッサによって
実行して完成され、又は復号プロセッサにおけるハードウェアモジュール及びソフトウェ
アモジュールの組み合わせによって実行して完成されるように具現することができる。ソ
フトウェアモジュールは、ランダムアクセスメモリ、フラッシュメモリ、読み取り専用メ
モリ、プログラマブル読み取り専用メモリ又は電気的消去可能プログラマブルメモリ、レ
ジスタなどの本分野における成熟した記憶媒体に位置してもよい。該記憶媒質はメモリに
位置し、プロセッサはメモリにおける情報を読み取り、そのハードウェアと組み合わせて
上記方法のステップを完成する。重複を避けるために、ここでそれ以上詳しく説明しない
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。
【０４６８】
　なお、本発明の各実施例において、上記の各過程の番号は実施の前後順序を意味とせず
、各課程の実施順序は、その機能と自身のロジックによって確定されるべきであり、本発
明の実施例の実施過程を制限するものになるわけではない。
【０４６９】
　本願に開示されている実施例に説明されている各例示的なユニット及びアルゴリズムの
ステップを結合し、電子ハードウェア、又はコンピュータソフトウェアと電子ハードウェ
アの結合を用いて実現することができると、当業者であれば理解できる。これらの機能が
ハードウェアの形式かそれともソフトウェアの形式で実施するかについては、技術案の特
定応用と設計制約によるものである。当業者は、各特定応用に応じて異なる方法を用いて
、説明されている機能を実現することができるが、このような実現は本発明の範囲を超え
ていると見なすべきではない。
【０４７０】
　当業者は、説明の便利と簡潔上、上記に記載されているシステム、装置及びユニットの
具体的な動作については、上記の方法実施例の対応されているフローを参照することがで
き、ここでそれ以上述べない。
【０４７１】
　本願に提供されている幾つかの実施例において、開示されているシステム、装置及び方
法は、その他の方式で実現されても良い。例えば、上記に記載されている装置の実施例は
単なる例示的なものに過ぎず、例えば、前記ユニットの分け方が、単なるロジック的な機
能分けであり、実際、実現する時に他の分け方があっても良く、例えば、複数のユニット
又はコンポーネントを別のシステムへ統合、又は集成しても良く、又は幾つかの技術特徴
を省略、又は実施しなくても良い。また、明示され、又は議論されている各構成部分の互
い的なカップリング、又は直接のカップリング、又は通信接続は、幾つかのインターフェ
ース、装置、又はユニットの間接のカップリング又は通信によって接続されても良く、電
気的、機械的、又はその他の形式であっても良い。
【０４７２】
　上記で分離コンポーネントとして説明したユニットは、物理的に分離されるものであっ
ても良く、そうではないものであっても良い。ユニットとして示されるコンポーネントは
物理ユニットであっても良く、そうではないものであっても良い。一箇所に配置されても
良く、複数のネットワークユニットに配布しても良い。実際のニーズに応じて、その中の
一部又は全部のユニットを選択して本実施例の技術案の目的を実現しても良い。
【０４７３】
　また、本発明の各実施例における各機能ユニットは、一つの処理ユニットに統合しても
良く、各ユニットはそれぞれ単独なユニットとしても良く、二つ又は二つ以上のユニット
を一つのユニットに統合しても良い。
【０４７４】
　前記機能は、ソフトウェア機能ユニットの方式で実現し、しかも独立な製品として販売
又は使用する場合、コンピュータ読み取り可能の記憶媒体に記憶しても良い。これによっ
て、本発明の技術案が事実上、言い換えれば先行技術に貢献した部分がソフトウェア製品
の形で具現でき、該コンピュータソフトウェア製品は記憶媒体に記憶され、コンピュータ
装置（パソコン、サーバ、またはネットワーク装置などであっても良い）に本発明の各実
施例の全部または一部の前記方法を実行させための複数の命令を含む。上記の記憶媒体は
、ＵＳＢメモリ、移動記憶媒体、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ：Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍ
ｅｍｏｒｙ）、ランダムアクセス記憶装置（ＲＡＭ：Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅ
ｍｏｒｙ）、磁気ディスク又はコンパクトディスクなどの各種のプログラムコードが記憶
できる媒体を含む。
【０４７５】
　上記に記載されているのは、単なる本発明の具体的な実施形態に過ぎず、本発明はそれ
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に限らず、当業者が本発明に開示されている範囲内において、容易に想到し得る変形又は
入れ替えは、全て本発明の範囲内に含まれるべきである。そのため、本発明の範囲は、記
載されている特許請求の範囲に準じるべきである。

【図１】 【図２】
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